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　おれは今、未み曾ぞ有うの窮きゆう地ちに立たされている────。




（やばい……。まじで一文字も思い浮うかばないんですけど……）

　都内某ぼう所しよにあるテナントビルのワンフロアを借り切ってオフィスを構えるゲーム制作会社、『ノヴァ・エンタファクトリー』。通つう称しよう、ＮＥＦ。

　夜九時を回って、人の姿もまばらになったフロアの一角で、シナリオ制作部に所属する三み好よし直なおは、キーボードに両手をかざしたままの姿で凍こおりついていた。

『携けい帯たい乙女おとめゲームプロット案』と打ち込んだ以外はまっさらな文章ウィンドウを前にして、一時間。

　いつでも入力できるよ！　とばかりにやる気に満みち溢あふれて点てん滅めつしているカーソルには悪いが、肝かん心じんの直の頭のほうがフリーズしてしまっているのだから、どうしようもない。

（大体なんで、おれが乙女ゲームのシナリオ担当なんだよ……！）

　乙女ってなんだ。自分は二十代も半ば、立派な成年男子だぞ。

　ゲームを知り、ＲＰＧの魅み力りよくに取り憑つかれて早十数年。剣けんと魔ま法ほうの壮そう大だいなスケールで描えがかれるファンタジーな世界観が好きで、ついには自分でもストーリーを作ってみたくて、この業界に入ることを決めた。

　そんなＲＰＧ以外、ギャルゲーだって大してハマることのなかった自分が、今いま更さらちょろっと乙女ゲームをかじってみたところで、ドキふわ乙女ワールドとか、キラキラ薔ば薇ら色いろドリームとか、胸キュンロマンティック現象とか、とてもじゃないが書ききれる気がしない。

　もう一度言う、───書ききれる気がしないのだ。

「～～～だぁッ、無理！　こんなん一生書き終わんないっつのッ」

　いつもお任せにしている美容院で、勧すすめられるままにアッシュブラウンに染めたくせ毛の頭を搔かき乱して、直はついに声を上げた。

　仕切りのないフロアには当然他部署の人間もいるわけだが、この部署から突とつ然ぜん奇き声せいが上がるのは日常茶さ飯はん事じのことなので、今更気に留める者もいない。

「うう…おれは無力だ……」

　ぱたりと机に突つっ伏ぷす。

　気持ち目め尻じりの垂れた瞳ひとみを閉じて、ぽてりとした下した唇くちびるを前に突き出す。

　十二月だ。つい先日、大きな仕事を一つ片付け終えたところで、今年も無事に年が越こせそうでよかったと安あん堵どの息をついたばかりだった。

　それなのに、最後の最後でまさかこんなどんでん返しが待っていようとは。

「ついてない……」

　こんな無む茶ちやな仕事を任せられることになった発ほつ端たんを思い返して、低く唸うなり声を上げた。

　最近巷ちまたで手軽にプレイできる携帯乙女ゲームが流行はやっていると聞いて、それならうちでも作ってみようかという話が持ち上がっていることは前々から知っていた。

　だが、このシナリオ制作部は男オンリーで構成された暑苦しい部署だ。

　そんな中で、一体誰だれが乙女ゲームなんて、シュークリームみたいに甘そうなシナリオが書けるというのか、絶対無理だろう、と現実的にポシャる企き画かくだとタカを括くくっていたのだ。

　それなのに実際は、メインライターに直を据すえての企画通過である。

　不服すぎる決定に抗こう議ぎをすれば、上司から返ってきた答えはこうだった。

『え……だって今回の主人公のキャラ案、お前のためにあると言っても過言じゃない内容だったから。素すで書けそうなくらいお前にイメージぴったりだったから』

　────である。

（誰が、社会人になって四年目。恋こい人びとの一人もおらず、仕事は楽しいが責任も増え、癒いやしが欲しいと考える日々。年ねん齢れい的にも早い子達は結けつ婚こんしていて、ちょっぴり寂さびしい毎日を過ごす主人公───だ）

「……うるせぇ、ほっとけよぉ……っ」

　そんな理り不ふ尽じんな理由で、企画書を押しつけられなければならない自分が可哀かわい想そうすぎる。

　さらに去り際ぎわに「そういうわけだから、ユーやっちゃいなＹＯ」と、どこの誰の真ま似ねか問とい詰つめたくなる台詞せりふを吐はいて、ウィンクし損そこねて両目を瞑つぶっている上司を見たときは、うっかり殺意が湧わいてきてしまった。

　ともあれ、引き受けてしまったからには、どうにか形にしなければならない。

「どうするかなぁ───って、……？」

　そのとき、机の片かた隅すみに置いていた携けい帯たいがメールを受信して震ふるえた。

　送り主を確かく認にんすると、画面に『桐きりヶが谷や伶れい司じ』と、十六年来のつき合いになる幼おさな馴な染じみの名前が映し出されている。

『仕事は終わったか？　夕食に、お前が前に美う味まかったと言っていたボンゴレパスタを作ろうと思っているが、食べに来るか？』

　そんな慈じ愛あいに満ちた文面を見た瞬しゆん間かん、危あやうく涙なみだが出そうになった。

　お前は神か。この無情な現代に生きる菩ぼ薩さつか。

「───だけど、ごめん。今日は無理だ」

　アサリの旨うま味みを想像するだけで口の中に唾だ液えきが溢れるし、自分の１Ｋのボロ狭せまいアパートと違ちがって、３ＬＤＫの快適無敵な伶司の部屋でごろごろするのもかなり魅力的だが、それでも誘さそいを断るべく、泣く泣く返信を打つ。

　今日のうちに、せめて一文だけでもこのプロットに手を付けておかなければ、このまま永久に何も思い浮かばなくなってしまいそうな気がするのだ。

「それにしても、ほんと伶司って良い奴やつだなぁ」

　返信を終えて、ほっと息をつく。

　自じ慢まんの幼馴染みだ。歩けば自然と人目を集めてしまうほどルックスが良くて、進学した難関医大では、首席で卒業するほど飛び抜ぬけて頭も良い。

　他ほかにも一通りのことを人並み以上にこなしてしまうソツのなさを備えていて、天然とか抜けているとか単純とか、そんなことしか周りに言われない自分とはとても同じ人間には思えない。

　そんな現在は大学病院で外げ科か医をしている伶司が、毎晩遅おそくまで多た忙ぼうなことは知っている。

　フレックスタイム制で働く直とうまく帰宅時間がかぶるからという理由だけで、こうやってしばしば夕食に誘ってくれるが、それも彼のバイタリティの高さがなせる業わざだと思っている。

　自分なら疲つかれ果てた状態で帰宅して、しかも他人のために料理などとてもできない。

　そんなことを考えていたとき、突然着信を報しらせるバイブが鳴った。

「あれ、伶司……？」

　どうしたのだろう、と慌あわてて席を立ってフロアの外で応答する。

　電話口から「直か？」と、耳みみ触ざわりの良い低音が流れてくる。

　だが、次の瞬間に「どういうことだよ」という不服そうな声こわ色いろに変わって、思わず苦く笑しようした。

　何が、と問うと、どうやら直が送った『ごめん、今日は無理。というかしばらく会えないかも』というメールの後半に対する問いらしい。

　改めて、厄やつ介かいな仕事を抱かかえ込んでしまって目め処どが立たない現状を説明する。

　事情を話し終えると、伶司の声がやっと和やわらいだ。

　今度から要点を入れてメールしろよ、と文句は言いつつも、納なつ得とくはしてくれたらしい。

　しかしそのあと、「そこで根を詰つめてたって、良いモノが思いつくわけじゃないだろ。だったらこっちで飯でも食いながら考えたほうが効率的じゃないか？」───と核かく心しんを突くようなことを言われ、結局は伶司の相しよう伴ばんに預からせてもらうために会社を後にすることに決めた。







「────で、そんな感じに無理やり押しつけられたんだけどさ、超ちよう理り不ふ尽じんじゃね？」

　伶司の家に着き、直はお気に入りのソファにあぐらを搔いて座りながら、延々と会社での愚ぐ痴ちを零こぼしていた。

「でも、最終的には自分からやるって引き受けてきたんだろう？」

「だって、実際断れないし！」

　キッチンの淡あわい橙だいだい色いろの光の中から整いすぎた顔を覗のぞかせた伶司の言葉に、唇を尖とがらせる。

　恨うらみがましげに睨にらみつけてやると、直の視線に気づいた伶司が切れ長の瞳を細めて、形の良い唇を横に引くと意地悪っぽく笑ってみせた。

　仕事から帰ってまだ着き替がえていないのか、黒のスラックスに腕うでまくりをした白のワイシャツという、さながらウエイターのような姿でキッチンから料理を運んでくる。

「ほら、パスタができた」

　席につけよ、とダイニングに置かれた綺き麗れいな木目の丸テーブルを示される。

　天てん井じようから垂れる二つの卵型のライトがお洒落しやれで、若草とクリームの色いろ違ちがいに選ばれたコロンとした柔やわらかいフォルムのチェアが、まるでカフェみたいだと思った。

「そういえば、この前実家からワインをもらってきたんだが、開けるか？」

「まじで！　あーんー…でも、まぁいいや。明日あしたも仕事だし、おれあんま酒強くないし」

　小さく肩かたをすくめる。それよりも、伶司が運んできた、にんにくのこうばしい香かおりを立ち上らせるボンゴレパスタに今にもよだれが垂れてきそうだった。

　最後にモッツァレラチーズと生ハムがたっぷりと混ざったルッコラのサラダが運ばれてくる。

「野菜も食えよ」

「うん」

「食えよ」

「う、うん…。なんで二度言ったん？」

　座ったままで、伶司を見上げる。

　元の身長が直よりも十センチ以上も高く、余よ裕ゆうで百八十を超えている伶司の視線は随ずい分ぶんと上の位置にある。

　この角度から無言で見下ろされると、結構な凄すごみを感じるので、大人しく「なんでもないです」と頷うなずいておいた。

「よし、じゃあ食うか」

　テーブルの上を整え終えた伶司が、額にかかる黒い髪かみを搔き上げる。

　伶司が向かいの席に腰こしを下ろすのを確認して、直は「いただきます」と手を合わせた。

「で、さっきの話だが。乙女おとめゲーム……か？　書けそうなのか？」

　フォークを手に取りながら、そう尋たずねてきた伶司のほうをちらりと見み遣やる。

　なんだかんだと気にかけてくれていたようだ。

「んー…、なんていうのかな。書き方が分からない、みたいなさぁ……」

「『書き方が分からない』？」

「そう。乙女ゲームとかやったことないし」

「でも基本的には、男でいうギャルゲーの形態とあまり変わらないだろう？」

「いや、まぁそうなんだろうけど。でも、そういうことじゃなくてさ……」

「？」

「ん……と、ほら。それでもやっぱ、女の子の感覚って男とはちょっと違うじゃん。それ考えると、たかが一文でも、この感覚合ってる？　地じ雷らい踏ふんでない？　とかすごく迷うし」

「ああ、なるほどな」

「それにさぁ……」

　手にしていたフォークを置いて、ごくりと喉のどを上下させる。

「れ、恋れん愛あいゲームなわけじゃないですか……！　乙女ゲームとはっ……」

「？　まぁ、そうだろうな」

　突然敬語になった直に、伶司が目をしばたたかせる。

　そんな反応がもどかしく、なぜ分かってくれないのだと悶もだえながら、直は伶司のほうへと身を乗り出した。

「っ…だから！　おれ恋愛経験とかないし、上う手まく書ける自信がないって言ってんの！」

　熱く頰ほおが火ほ照てるのを感じながら、羞しゆう恥ちで震える唇くちびるでなんとか言い放つ。

　言わせるなよな！　と涙目で睨みつけると、さすがの伶司も気まずげな苦笑を浮うかべた。

「お前、青春時代を全すべてゲームに捧ささげてたものなぁ……」

「うっさいな！　憐あわれみの目でこっち見んな。なんだよ、ちょっとイケメンだからってひとりでモテやがってさ。伶司だっておれにつき合ってよくゲームやってたくせに！」

「確かにゲームはよくやってたが、俺の場合、別にゲームだけやってたわけじゃないからな」

「そうですか！　そうですね。高校の全国模試トップだったもんなっ、お前」

　再度手にしたフォークにパスタを巻きつけながら、僻ひがみを前面に押し出して言い捨てる。

「……伶司のバカ。裏切り者。イケメンは皆みんなはげろ」

　そう悪態を吐つきながらも、もぐもぐとパスタを頰ほお張ばる手だけは止めないでいると、堪こらえきれないとばかりに伶司が声を立てて笑い出す。

（だって、パスタには罪がないからな）

　ふん、と息をついて、用意されている麦茶を一気に呷あおった。

「大体さ、問題はおれの恋愛経験のなさに限られたことじゃないんだ」

「というと？」

「─────まるでおれに当てつけるかのように、乙女ゲームに出てくる男どもは、揃そろいも揃って息をするようにハイスペックでいやがって困る」

「ああ……」

　厳密に言えば、企き画かく書しよで既き決けつされていたのは、大まかなあらすじと主人公の設定だけだ。

　そして攻こう略りやくキャラに関しては『三人』という以外は言げん及きゆうされていなかった。

　つまりは、ある程度はこちらの裁量に任せて設定を作らせてもらえるということだ。

（とは言っても、やはり様式美というものは存在するわけで……）

　今回でいえば、その攻略キャラのハイスペック設定がそれにあたる。

　そう考えて直が溜ため息いきをつくと、向かいで伶司も同じことに頷いた。

「まぁ乙女ゲームにおいて、そこは外せないポイントだろうからな。……しかし、それならそれで現実の自分がなれなかったものや、できなかったことを投とう影えいして書けるぶん、想像するのは楽しそうだけどな」

「えー？　じゃあ……。一日三食ステーキが食べられる生活とか？　あ。自宅と別にゲーム専用の家を持ってるとか！　うわ、やべ、それはまじでテンション上がる！」

「ああ……そうか。お前、基本的に残念なセンスの持ち主だったものな……」

「は？」

　伶司が目を眇すがめながら、「ほんとにな……」と小さく呟つぶやいた。

　その視線は、直のパーカーの胸むな元もとに大きくプリントされた『どこで道を間ま違ちがえた』という文字に注がれている。

　自分の愛するパーカーが中傷されたことに気づき、はっと目を吊つり上あげた。

「残念って……、そんなの言ったら伶司だってそうだろ！」

「俺のどこが残念なんだ」

「あそこだよ！　あと、そことかそことかそことかそこ！」

　そう言って直が指差したのは、部屋の至るところに積み上がる、某ぼう大手通つう販はんサイトの不敵な笑えみを浮かべた段ボールたちだ。

　ナチュラルカラーを中心に優やさしい色いろ遣づかいでコーディネートされた伶司の部屋に、そのなんとそぐわないこと。

「来るたび来るたびあのニヤニヤマークが増えていって、そのうちこの部屋埋うめ尽つくすんじゃないかって心配になってるんだけど。大体開けないで積むだけならはじめから買うなよな！　せっかく良い部屋住んでるのに景観が台無しだろっ」

「片づけられない男子に近づきつつあるお前にだけは、景観の良し悪あしを説かれたくない」

「うっさいな、おれは普ふ通つうだ。男はちょっとワイルドな部屋に住んでるくらいがちょうど良いんだよ！」

「何を言う。だったらこの部屋はワイルドで、さらにユーモラスだ」

「クレイジーでマッドの間違いだろ！」

　なんだこの『口』の数は。新手の宗教か。

　目の前でふんぞり返る、買い物は食料品以外もっぱら通販派の男を睨にらみつける。

「通販は本当に画期的だ。効率よく良いものが自宅で手に入るし、向こうが指定通り持ってきてくれるから時間の節約にもなる。返品交こう換かんも電話一つ、あるいはメール一つでとても楽だ」

　だけど、と伶司がふっとニヤニヤマークの段ボールのほうへと視線を遣やる。

「俺が通販を好きなのはそういう利便性だけが理由じゃない」

「なんだよ？」

「あの手に取れない状態で買ってやったという優ゆう越えつ感と、ボタンを押したときの達成感、届くまでの期待感と、届いたときの充じゆう足そく感。その一粒つぶで四度の美お味いしさが味わえるからだ」

「……なんで届いたところで完結してるんだよ。充足感は開けるときまでとっとけよ」

　サラダの中のチーズと生ハムをフォークの先でつつきながら、ぼそりと突つっ込む。

「まぁそれは、俺の通販をする目的が、買い物以外にシフトしつつあるせいだろうな」

「は？」

　通販に買い物をする以外になんの目的があるというのだ。

「最近、俺は単純にあの通販サイトが利用したいだけなのかもしれないと気づいたんだよ」

「……なんで？」

「あのマークがすごく好きなんだ」

「───」

　新手の宗教どころか、すでに立派な信者だった。

　因ちなみに自分はあの笑みに馬ば鹿かにされている気になるので、どちらかといえば好きではない。

「まぁ、その話はとりあえず今は置いておくとして。シナリオのことに話を戻もどすが───」

（……あれ。戻すんだ）

　大した理由があるとは思えなかったし、それほど興味もなかったが、信者に余計な突っ込みはするまいと黙だまって語りを聞く態勢に入っていただけに予想外だった。

「そもそもハイスペックっていうのは、別に金を持ってるとかそういうことだけじゃないんじゃないか？」

「え？」

「たとえば、そうだな。こういうゲームにおけるキャラの見た目の良さはデフォルトだとしても、芸術やスポーツ……、とりあえずなんでもいいけど、他ほかとは比べられないレベルで抜ぬきん出ている特パラメ性ーターがあるとかな」

「ああ、そっか」

　なるほど、と頷うなずきながら、最後の一口であるパスタを口に運ぶ。

　皿の上のアサリの一つまで綺き麗れいに食し終えて、直はふっとテーブルに頰ほお杖づえをついた。

（ハイスペックかぁ……）

　一応会社でもこの相談はしてきたのだ。

　もっともそのときは大した助言を得ることはできず、

『は？　ハイスペックのイメージが摑つかめない？　そんなの身近にいるハイスペックな人間を参考にすればいいだけだろー？』

　と、まったくあてにならないことを言われただけだったが。

（大体、そうゴロゴロとハイスペックな人間がそこらへんに転がってるわけ─────）

「おい、直。ここにソースつけてる」

　不意に名前を呼ばれたかと思うと、突とつ然ぜん伸のばされてきた伶司の親指に口の端はしを拭ぬぐわれた。　>>>♥

「お前ほんと、いつまで経たってもそういう子供っぽいとこ抜けないよな」

「────」

　背後のカウンターにあるティッシュボックスから中身を一枚引き抜いて、指先を拭いながら、呆あきれたような声で伶司が言う。

「……なんだよ？」

　まじまじと視線を注いでいる自分に、伶司の眉まゆが訝いぶかしげに顰ひそめられる。

「いた」

「何？」

　見つけた。いるではないか。

「ハイスペック男子！」

　直は黄色い声を上げて立ち上がり、伶司をびしりと指差した。

「イケメンで頭良くて料理ができて金持ちで、おまけに今の！」

　気け圧おされたように若干身を引いている伶司に、にやりと笑う。

「ヒトの口くち許もとを指で拭うとか、そんなこっぱずかしいことをナチュラルにできちゃうキャラ」

「こっぱ…って────」

「まぁ、確かに通販マニアなところはちょっとアレだけど、そこは完かん璧ぺき人間の唯ゆい一いつの弱み？　ギャップ？　みたいな感じで逆に良いかもしれないし！」

　瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせる。唐とう突とつに開いた突とつ破ぱ口に、直は胸の前で拳こぶしを固めた。

　絶句している伶司を無視して、高らかに宣言する。

「おれ、お前をモデルにして今度のシナリオ書く！」

「はっ!?」という伶司の声が聞こえてきたような気がしたが、関係ない。

　完璧だ。天才すぎるアイディアに自分で自分に惚ほれそうだ。

　伶司なら脚きやく色しよくなしで出しても申し分がないほど、乙女おとめゲームの攻略キャラとして必要な要素を備えている。

「待て待て待て」

「───なんだよ？」

　眩まぶしすぎて見えない未来を思って恍こう惚こつとしていると、そこへ水を差すように、伶司から手首を摑まれた。

「まぁ…色々言いたいことはあるが。お前がどうしても困っていて、俺でモデルになれるというなら、百歩譲ゆずってそれでシナリオを書くのは良しとしよう」

「？　うん、ありがとう」

「だけどだ。それで浮うかれるのはまだ早いんじゃないか？」

「……あ」

　指し摘てきされ、一時だけ大きく膨ふくらんだ夢と希望が、一気に萎しぼんでしまう。

　そうだった。これだけでは根本的な解決にはなっていない。

「恋れん愛あい描びよう写しや……？」

　尋たずねると、伶司が深く首を縦に振ふる。

　直は落らく胆たんすると、再びぼすんっと椅い子すに腰こしを下ろした。

「何書くにしても、気持ちは大事だろ。特にこの手の主題を扱あつかう作品は、そういう気持ちの揺ゆれや動きがストーリーの胆きもになってくるわけだし」

「それは──分かってるけど……」

「恋愛感情なんて想像で書けるほど単純なものじゃないと思うぞ？」

「うーん」

　そうは言われても、誰だれかをそういう意味で意識したことがないから、そもそもそれが単純か複雑かすら分からないのだけれど。

（昔から「恋こいしたい」「彼女欲しい」って叫さけんでる奴やつらを見ても、気心知れてる相手と遊べるだけで毎日充じゆう分ぶん楽しいじゃん、とか思ってたもんなぁ……おれ）

　寂さびしすぎる過ぎ去りし青春の日々に思いを馳はせて、今いま更さらながら溜ため息いきをつく。

「まぁ…でも、さ」

　直はいつの間にか俯うつむいていた顔を上げて、にっこりと伶司に笑いかける。

「つまるところ、あとはおれの想像力にかかってるってことだよな」

　眉まゆ尻じりを下げている伶司の顔を見たら、関係のないことで困らせていることも申し訳なく思えてきてしまった。

「ありがとな。伶司の言う通り、今日はここに来て良かった」

「直」

「とりあえず解決の糸口は摑めたし。あとは家に帰って自分で考えてみる」

　壁かべにかけられた時計を見ると、もう間もなく日付が変わりそうな時間になっていた。

　直の住むアパートはここから歩いて十分と近い場所だ。そうは言ってもこれ以上ここに居座っていては、直と違ちがって明日あしたも朝から仕事がある伶司が休めなくなってしまって迷めい惑わくだろう。

「それじゃあ、今日はこれで帰るな。ご飯もありがとう。すっごくウマかった」

　そう笑って、手早く食器をまとめると席を立つ。

「───ちょっと待て、直」

「ほんとに心配するなって。おれだってダテに四年間シナリオを書く仕事をしてきたわけじゃないんだぜ？　今回だってしっかりやってみせるって！」

「違う」

　食器を流しに運ぼうと踵きびすを返したところで、伶司から「そうじゃない」と引きとめられる。

　思った以上に低く響ひびいてきた声に、本当は引きとめられている理由が分かっているだけに決まり悪くなった。

　おそるおそる振り返ると、ぶつかった伶司の眼まな差ざしが冷たい。

　おもむろに指差されるのは、テーブルの上の鮮あざやかなルッコラの緑。

「ちゃんと、野菜を食え」

　唇くちびるを尖とがらせる。無言でのろのろと席につき直した。

　そんな直に、伶司が呆れたように息をつく。

「せっかくお前の分だけ、ありえないくらいチーズと生ハムを混ぜてやってたのに。綺麗にそれだけ食べやがって……」

「だって、野菜マズイ。特に生野菜とか……もう。多分おれ、前世で何か生野菜に恨うらまれるようなことをして、現世では野菜には火を通さないと食べられない身体からだに───」

「直」

「………はい」

　食べるまで帰さないからな、という無言の圧力を受けながらフォークを手に取る。

　それからたっぷり三十分かけてサラダを食し終えた直が玄げん関かんに立てたのは、なんだかんだとすっかり日付が変わった午前一時だった。

「うええぇ、口の中が緑くさい。青虫になった気分だ……」

　ぐるぐるとマフラーを首に巻きつけながら、直は口を歪ゆがませて文句を吐はく。

「青虫ならもっとパクパク食べてくれて助かるんだけどな。イイ歳して、野菜が食べられないとか言ってるなよ」

　玄関まで見送りに出てきてくれた伶司が、呆れたように肩かたをすくめる。

「おれはゲームをこよなく愛する永遠の少年だから、全くもってノープロブレムだ」

「……まぁ。顔だけなら、確かに昔から恐おそろしく変わってないと思うけどな」

「うっせぇッ、童顔じゃねぇぞ！」

　喉のどの奥でふんと唸うなって威い嚇かくする。伶司が楽しげに口こう端たんを吊つり上げるのが小こ憎にくたらしい。

（昔はもっと『直、直』って、おれの後についてくる感じで可愛かわいかったのに！）

　もっとも、顔つきは昔から無ぶ愛あい想そうなままだったが。───精神的な話だ。

　いつの間にか、立場も中身も見た目もこんなに立派になってしまって。

（おれはちょっと寂しいんだぜ！　とか絶対に言ってやらないけどな！）

　ぶすっとあからさまに唇を尖らせていると、伶司が困ったような笑えみを浮かべる。

　静かに伸のびてきた掌てのひらに、くしゃりと優やさしく髪かみを乱された。

「なんにしても、食事と睡すい眠みんだけはちゃんと取ってくれ。……それは生活の基本だから」

　弛ゆるんだ目め許もとに反して、その眼差しは真しん剣けんそのものだった。

「放っておくと、直はすぐ適当に済ませようとするだろ」

　心配性しようだな、と思ったが、「気き遣づかってくれてるのか」と思い直して嬉うれしくなる。

　複雑そうな表情を浮かべる伶司を安心させるようにニッと笑って、直は敬礼するように額に掌をかざした。

「了りよう解かいだよ。センセ！」

「本当に分かってるんだか……」

　やれやれと眉み間けんを押さえる伶司に、声を立てて笑ってみせる。

「分かってるって。というか伶司こそ、あんまり無理するなよ？　おれの健康を気にして夕飯に誘さそってくれるのはすごく嬉しいけど、伶司だってこうやってひとの世話ばっか焼いて自分のことは二の次にしがちなところあるんだから気をつけろよな」

「俺は別に……」

「心配してんの！」

　直がぴしゃりと言うと、伶司が弱った笑みを浮かべて「分かった」と頷うなずいた。

「ま。それでも、しばらくはおれもシナリオにかかりきりになると思うし、当分は伶司の世話になることもないだろうからさ。その分ゆっくりしろよ、……なんてな！」

「え」

「それじゃあ、仕事に目め処どが立ったらまた連れん絡らくするから」

「おい、直……」

　ばいばい、と手を掲かかげる。

　そう笑って、直がドアノブを引き下ろしかけたときだった。

「え、…っわ!?」

　突とつ然ぜんに、空いているほうの手首を伶司に摑つかまれた。

　急に後方にかかる力で、身体が反り返る。一いつ瞬しゆん転てん倒とうすることを想像して総毛立った。

　だが、予想に反して倒たおれ込んだ先は伶司の腕うでの中だった。

「さっき……言い忘れたことなんだが」

「な、何？」

　驚おどろいて頭上を仰あおぐと、そこにはにわかに形容しがたい表情を浮うかべている伶司がいる。

「……お前の、シナリオの話だ」

「え。あ…うん？」

　睫まつ毛げを数度上下させて、伶司の次の言葉を待つ。

「多少非合理的な手段ではあるが……一つだけ、お前に恋愛する感覚を摑ませてやれるかもしれない方法がある」

「え？」

　直を抱だきとめる伶司の指先に、僅わずかに力が籠こもった気がした。

　ひそめた声で、低く囁ささやかれる。

「俺が乙女おとめゲームに出てきそうなキャラだと思うなら、実際に自分でオトそうとしてみればいいじゃないか」

　予想だにしなかった答えに、直は緩ゆるやかに双そう眸ぼうを見開いていく。

　その顔を見返すべく再度仰ぎ見みると、伶司がやにわに笑みを浮かべてみせた。

「お前、俺に『好きだ』って言わせてみろよ」
















　────俺に『好きだ』って言わせてみろよ。

　そんなことを言われた日から約一週間が経たった、休日の午後である。

　これから伶司と約束があったが、待ち合わせまでまだ時間には余よ裕ゆうがあった。

　それならば、なんとか先日通すことができたプロットをもとに、少しでもシナリオを進めておこうかと、直はこたつの中でパソコンに向き合っていた。

「……でも、『好き』って言わせるったって、一体どうすればいいんだろう」

　集中しようにも、気がつけばあの日伶司に言われたことを考えてしまう。

　あの提案のあと、「それはおれに、お前のことを恋れん愛あい的に好きになれってことか!?」と思いきり動どう揺ようしてしまった。

　それに対して伶司はといえば実にあっさりとしたもので、あくまでも『どうすれば相手を落とせるか』、その感覚を摑むためのシミュレーションだと説明してきた。

　駄だ目めなら駄目で試ためしにやってみればいいと乗せられてはみたものの、これが意外と難しかったのだ。

「この前も『それは違うだろ……』とか呆あきれられちゃったしなぁ」

　ごろりと仰向けに倒れ込む。

　伶司から「自分で約束取りつけた想定で何か考えてみろ」と言われたので、直なりに楽しめそうなものを考えて、おすすめ漫まん画がベスト10と、わざわざ実家から掘ほり起こしてきたラジコンを持っていってみたのだが、どうやらそれは外していたらしい。

　ラジコンを片手に、引き攣つった顔をしていた伶司を未いまだに忘れられない。

　そういうときは事前に相手の好みをリサーチしておくものだろ、と呆れられてしまった。

「でも言われてみれば、おれ伶司の好みってよく知らないかも……」

　食事に招かれれば用意されているのはいつも自分の好物ばかりだし、外に出かければ大たい抵ていはこちらのやりたいことにつき合ってもらっている。

「現実じゃ無む駄だに情報通の同級生も、味方になってくれる男友達もいないもんなぁ」

　情報収集のためにも、今日はしっかりと伶司を観察してこようと心に決める。

　そんなことを思いながら、ふと見み遣やった時計に直はぎょっと目を見開いた。

「ウソ！　やばッ、もうこんな時間！　また伶司にどやされるっ」

　遅ち刻こく確定の時間に、こたつの布ふ団とんを跳はね上げて外に這はい出る。用意していた鞄かばんを引っ摑むと、直は慌あわてて幸さい先さき悪そうな曇どん天てんの下へと飛び出した。

　それから直が伶司との待ち合わせ場所に辿たどり着けたのは、約束の時間からちょうど三十分が過ぎた頃ころだった。

「なんていうかな、お前ってこう……学習能力ってものがないよな。出で掛がけに色々やり出すのやめろって俺、昔から言い続けてなかったか？」

　クリスマスを間近に控ひかえ、先日点灯式が行われたツリーの前で伶司が大きな溜ため息いきをついた。

「んと…そう、だったかな……？」

「この前もちょっと時間が空いてたからって積んでた漫画に手を出して、俺が電話するまで読み続けてるし。その前は昼ひる寝ねをはじめてそのまま起きない。大体、お前はそういうのが多いんだよ。高校受験のときでさえ、当日にばたばた受験票用意したりしてて、遅刻しかけてただろう。おまけにしっかり家に消しゴム忘れてきてたしな！」

　歩き出した伶司の後ろを遅おくれて追いかけながら、直は少しだけ下した唇くちびるを突つき出す。

　目的地のショッピングモールに着くまで続きそうな、くどくどと紡つむがれる自分の情けない過去の羅ら列れつに心が折れそうだった。

　遅刻した自分に返す言葉などないが、少しでいい。ほんの少しだけでいいから、優しさが欲しい。

「だからごめんってば。おれ、いっぱい謝ったじゃん！」

「俺には、お前に開き直られるいわれは一ミリたりともないんだけどな」

　そう冷ややかに返されてしまっては、あとはもう目つき悪く頰ほおを膨ふくらませることぐらいしかできることはない。

「言っておくが、ゲームならこういうのだって充じゆう分ぶん好感度を下げる原因になるんだからな」

「っ…、分かってるよ！」

　そう思ったから、結果的には大おお幅はばに遅れてしまったものの、これでも精せい一いつ杯ぱい急いで来たのだ。

（そもそも待ち合わせの場所が遠かったんだ。どうせ近所に住んでるんだから、近場で待ち合わせて一いつ緒しよに行くとかすればもうちょっとマシな時間に着けたと思うし！　大体っ……）

「最近の伶司はそういう話ばっか────、…り？」

　ぽた、と突然額を打った冷たい雫しずくに、直は空を見上げた。

「雨…か？」

　隣となりで伶司が呟つぶやく。

　そういえば、家を出たときから雲行きが怪あやしいとは思っていた。

　けれど傘かさを取りに引き返す余裕がなくて、そのまま待ち合わせの場所にきてしまった。

（……って、そうか！）

　直ははっと伶司を振ふり仰いだ。

　思わず広がってしまう笑えみに、目が合った伶司から「なんだ？」と訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめられた。

　これは知っている。この展開はどうするべきなのか分かる。

「伶司！　ちょっとここで待っててっ」

「直!?」

　急に駆かけ出した直に、伶司が目を瞠みはる。

　呼び止めを無視して飛び込んだのは、近くのコンビニだ。

（これで名めい誉よ挽ばん回かい。伶司も機き嫌げん直してくれるはず！）

　そうにやにやしながら戻もどってきた直は、手にしたものを伶司の前でばさりと広げる。

　透とう明めいのビニール傘がさ越ごしに見える、伶司の驚いた顔が心ここ地ち好よい。

「正解、だろ？」

　直は小首を傾かしげて、にっこりと笑ってみせた。

「恋愛ゲームの雨は、このイベントのためだけに降るらしいよ」

「おい、直っ……」

　伶司の腕を引いて、一本だけ買ってきた傘の中に引き込む。

　まぁまぁと宥なだめながら、伶司にしては珍めずらしい動揺ぶりが可お笑かしくて笑った。

「お前……人前でこういうことするの、気にならないんだな」

　呆れられたのか感心されたのか分からないが、最後に小さく「……男同士だぞ」とつけ足された言葉には首を傾げた。

「いやだって、伶司とならもう何しても今いま更さら感があるっていうか」

　要するに、と伶司の身長に合わせて傘を持ち上げながら、言葉を継つぐ。

「それだけ気の置けない幼おさな馴な染じみだってこと！」

「……そうかよ」

　束つかの間、憮ぶ然ぜんとした顔つきになった伶司が、ふいっと直から視線を外していく。

　結構良いことを言ったつもりだったのに。反応が悪くて小首を傾げる。

　伶司がはぁ…と大きな溜息を漏もらした。

「大体、こういうのはフツーこっち側に差しかけてもらうから、嬉うれしいイベントだろ。自分から押しつけてきてどうするんだよ」

　前を向いたままの伶司に、傘の柄えを奪うばい取られる。

「別にどっちからでもいいじゃん。イベントは起こすことに意味があるっていうか」

「そうやってバカなことを言ってるから肩かたも濡ぬれるし」

　僅かに雨に当たられている肩かた口ぐちを見み咎とがめられて、直側に大きく傾かたむけられた傘の、さらに中央まで引き寄せられる。

「なんだよー。別に肩は関係ないじゃんか」

　そんな文句を言いつつも、結局直を気き遣づかって今度は自分が濡れている伶司に気づいて可笑しくなってくる。

「何、にやついてるんだよ」

「いやいや、別に。ただちょっと、このシチュエーションを喜ぶ女の子の気持ちがなんとなく分かった気がするっていうか。やー、確かにこういうのは相手にしてもらったほうが気分いいかもな！」

　胡う乱ろんに返される眼まな差ざしに笑みで応こたえて、伶司のほうへと指先で軽く傘を押し戻す。

　歩きながら時々ぶつかる肩だとか、きっとこのぐらいの距きよ離りになってみなければ気づくことはなかっただろう。

　そう思うと、幼馴染みで、友人で、しかも『男同士で』こんなことをしている意味も、自分にとっては充分あったみたいだと、伶司に教えてあげたい気がした。

　それからショッピングモールで用事を済ませると、いつもの如ごとく夕飯をご馳ち走そうしてくれるという伶司の言葉に誘さそわれて、伶司のマンションを訪おとずれた。

　今日は伶司の好みのものが食べたいと告げると、和食の完かん璧ぺきな一いち汁じゆう三さん菜さいが食しよく卓たくに並べられた。

　根菜たっぷりの豚とん汁じるに寒ブリの柚ゆ香こう焼き、茄な子すの煮に浸びたし───そんな渋しぶいメニューの羅列を見て、やはり普ふ段だんは自分の好みに合わせて食事を作ってくれているのだと確信する。

　申し訳なさと感謝で自然と頭が垂れてきて、いつもよりいっそう心を込めて「いただきます」と唱えてから箸はしを取った。

　野菜とは思えないまろやかな味つけと、柔やわらかな舌した触ざわりをしたほうれん草の白しら和あえに舌した鼓つづみを打っていると、伶司が以前直が観みたいと言っていた映画をＤＶＤで買ったと教えてくれた。

　今度貸して欲しいと頼たのむと、それなら食事が終わったら一緒に観ようという話になった。

「なぁ、伶司ー」

「なんだ？」

　手伝いだと謳うたいながら、冗じよう談だんみたいに皿二枚を立て続けに割りさえしなければ追い出されることもなかっただろうキッチンに向かって、直はリビングのソファから声をかけた。

　背中を向けたまま呼びかけたので顔こそ見えなかったが、水音の向こうから伶司が応答する。

「おれ毎回疑問に思うことがあるんだけど」

　手元のゲーム画面を見つめたまま、話を続ける。

　水道の音がやんで、伶司がこちらにやってくるのが気配で分かった。

「なんで乙女おとめゲームの男って、花を手にしたらとりあえず主人公の頭に挿さすんだろう」

　ソファのアームに手をかけて、頭上から直の手元を覗のぞき込んでくる伶司を仰あおぎ見みる。

「さぁ…。世の女性は、好きな相手から頭に花を咲さかせてもらいたい願望でもあるのかもな」

「まじか！」

「……信じるなよ」

　呆あきれたように目を眇すがめた伶司が、身を立て直して離はなれていく。

　テレビの電源が入れられるのを見て、直もゲームを終わりにする。

　会社の知人から勉強のために数十本の乙女ゲームを借りてきていたが、何本もやっているうちに物語のどこに焦しよう点てんがあてられるべきなのか、テンプレな展開がなんなのかというものがだいぶ見えてくるようになった。

「何か飲むだろう？　お茶かビールかコーヒーか」

「んーじゃあ今日はビールもらおうかな。明日あした休みだし」

　了りよう解かい、というように軽く左右に手を揺ゆらした伶司が、ＤＶＤのセットを終えると再びキッチンへと戻っていく。

　ビールやらおつまみやら、この前開けられなかったワインやらとテーブルの上に並べられ、スタンバイ完かん了りようとなったところでＤＶＤが再生される。

　去年公開された、アメリカのスパイ・アクション映画だ。

　結構話題になっていたものだったが、その時期はどうしても時間の都合がつけられなくて行けなかった。

　気がつけば公開も終しゆう了りようしており、いつかと思っているうちに忘れてしまっていた。

　物語は、ヒロインである平へい凡ぼんな女性がミステリアスで凄すご腕うでのスパイである男の逃とう走そう劇に巻き込まれるという、わりとよく見かける展開からはじまる。

　だが、随ずい所しよで繰くり広げられるアクションシーンは壮そう烈れつで、序じよ盤ばんにある断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきでのカーチェイスには息を吞のむほどの迫はく力りよくがあった。

　思わず何度も「これ大だい丈じよう夫ぶかな!?」と伶司に問いかけてしまい、最後のほうは真ま面じ目めに答えるのが面めん倒どうになったのか、「あと一時間半残ってるから大丈夫なんじゃないか」と棒読みで返されるというやりとりまでしてしまった。

　そんな、手に汗あせ握にぎるエキサイティングなＤＶＤ鑑かん賞しようも中ちゆう盤ばんを過ぎた頃ころ。

（────き、気まずい……）

　数々の困難をともに乗り越こえてきたヒロインたちの仲は当然のように深まっており、目の前では濃のう厚こうなキスシーンが何度も繰り返されている。

　ラスボス的相手に立ち向かっていこうとするスパイの男が、今更言う台詞せりふなのかと突つっ込みたくなるタイミングで「君をこれ以上危険な目には遭あわせられない」などと言い出して、ヒロインをひとり残していこうとする。

　別れというファクターがいっそう二人を燃え上がらせるのかどうなのかは知らないが、過激さを増すシーンに、そろそろ目を覆おおいたくなってきた。

　そんな二人の背後にある、さりげなさを装いながらも「よっしゃ！　ドンと倒たおれてこい！」という勢いで映っているベッドにも先が予測できて困る。

　ちらりと隣となりを盗ぬすみ見ると、伶司はいつもと何ら変わりない面おも持もちで、目の前の映像を平然と眺ながめている。

　分かっている。それが普ふ通つうの反応であることくらい。

　こんなことで落ち着かなくなる自分の思考のほうが中学生並み……いや小学生並みなのだ。

　表面では平静を装いながらも、心の中では「早く終われ」と何度も唱える。

（なんでこんなに長いんだ……）

　キスシーンにこんなに尺を取る必要があるのか。

　気を紛まぎらわせようとさして強くもないお酒をごくごく飲み干して、根気よくシーンが過ぎ去るのを待っていると、突とつ然ぜん隣となりで伶司が吹ふき出した。

「お前…、どんだけ必死に見てるんだよっ……」

「え？　えっ？」

　今度はお腹なかを抱かかえて笑い出した伶司のほうを、直は慌あわてて振ふり仰いだ。

　ひとしきり笑い終えた伶司が、息を整えて直を見返してくる。

「いくら呼んでも全然気づかないし」

「えっ、な、何っ……？」

　焦あせる直を見て、伶司がふっと笑った。

「───他人がキスしてるの見るの、落ち着かない？」

　目を細めて揶や揄ゆするように訊きいてくる伶司の顔を、我が慢まんし切れず掌てのひらで押し返す。

「ぐっ」

「伶司、性格悪い!!」

「そう怒おこるなよ」

　くつくつ喉のどの奥で笑いながら、伶司が身を立て直す。

　気持ちがすっかり映画から逸それてしまい、直はむっと頰ほおを膨ふくらませたまま伶司を睨にらみつける。

「……どうせな！　どうせですよ！　おれは」

「おいおい」

「おれは伶司みたいに歩けば自然と後ろに女の子の列ができるわけじゃないし！」

「お前は俺をなんだと思ってるんだ」

　できるかよ、と呟つぶやいた伶司が、機き嫌げん取りのつもりなのか、珍めずらしく素す直なおに「ごめんな？」と謝ってきた。

　それはそれで調子が狂くるってしまい、仕方なく大おお袈げ裟さに息をついてみせる。

「でも……まぁ、実際このままでいいのかなーとか、ちょっとは思わないでもないんだけどさ」

「──なんでだ？」

　ソファにぽすんと寄りかかって、もう一度溜ため息いきをつく。

「そりゃ…だって、もう二十代に乗ってるわけだし。元々そんなに恋れん愛あい事とかよく分かんなかった……というか、今もよく分かんないけど。今書いてるシナリオの主人公じゃないけど、やっぱりちょっと焦るかなぁ…って」

　少し酒を飲みすぎたかもしれない。口が妙みように軽くなっている。

　黙だまり込んでしまった伶司に、こんなことを急に漏もらされたって困るに決まっていると気づいて、慌てて取り繕つくろうように笑った。

「なんてな！　そう言いつつ、まぁいっかとか思う自分もいるわけなんだけど。というか、今はシナリオのほうがまずいかなって思ってるし」

「シナリオ？」

　まだ残っているビールを惰だ性せいで少しだけ口に含ふくんで、こくりと頷うなずく。

「うん。なんだろう……ゲーム内のイベントでさ、ラストにちょっとえっちぃことを入れることになってるんだよ。そんなんおれよく分からないし、ちゃんと書けるのかなぁ…って」

　自分でもなんの話をしているのだろう、とぼんやり考える。黙ってこちらを見つめてくる伶司にへらりと笑った。

「さすがにこればっかりは、伶司にも頼めないしなぁ」

「そんなの……」

「……え……？」

「別に…俺は───いいぞ」

　そう言われ、思考が追いつけたのは、ビールの缶かんを持つ自分の手に伶司の掌が重なってきたところまでだった。

　尋たずねようとした声は、音を成す前に空気の中に溶とけ去っていってしまった。

　もう一方の手に、俯うつむきがちだった自分の頤おとがいを捉とらえられる。

　柔らかな力で引き寄せられた先に、ほんの僅わずかに熱を秘ひめた眼まな差ざしを見た気がした。

　それは、まばたき一つの間だった。

　甘ささえ含んだ温ぬくもりがそっと直の唇くちびるに触ふれる。

　それは、本当に優やさしく唇を啄ついばむと、やがて静かに離れていった。

「…ぁ、の……。え…───？」

　頭が混乱していた。

　今、自分に何が起こっていた────？

　力が抜ぬけた手から、ビールの缶が抜き取られる。

　それと同時に、テレビの電源が落とされた。

　僅かな沈ちん黙もくを置いたあと、伏ふせられていた伶司の瞳ひとみがふっと持ち上がる。

「いいぞ、俺は。お前となら」

　そう思いのほか真しん剣けんな眼差しで告げてきた伶司が、今度は少し強ごう引いんに唇を押しつけてきた。

「ちょっ…ゃ、待っ…、れい…ッ───ンぅっ…」

　肩かたを摑つかまれ、項うなじから上に差し入れられた手に頭を固定される。

　角度を変えて上下の唇をそれぞれ食はまれ、背中をソファに押しつけられた。　>>>♥

　濡ぬれた熱に唇全体を覆われて、味わうように何度も強く吸い上げられる。

　閉じた唇の狭はざ間まを舌先でなぞられると、頭がくらくらとした。

「……そっか。お前、キスするのもはじめてだったんだな」

　そう言いながら離れていく唇に、何も言葉を継つげなかった。

　呼吸の仕方が分からず息を止めていたせいで、突然流れ込んでくる空気にむせ返る。

「けほっ、こほ……っ」

　潤うるんだ視界に映る伶司が、濡れる直の唇を親指で拭ぬぐいながら、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「悪い。でもお前、今すごく気持ちよかったって表情かおしてる」

「そん…、な……」

　違ちがう、と本当は否定したかった。

　けれど、接吻くちづけだけでぐずぐずになってしまった自分を思い出すと、そう言葉にするタイミングを失ってしまった。

「大丈夫だ。何も焦る必要なんかない」

　伶司がふっと笑えみを浮うかべる。

　ぐったりと力が抜ける身体からだを抱だき寄せられ、耳の後ろに唇を押し当てられた。

「キスもそれ以上のことも全部、俺がお前に教えてやるから」

「ん…っ、れ、れぇ…じ……っ？」

　首筋を唇で辿たどりながら、突然下か肢しに伸のばされた手に目を剝むいた。

「えっ…や、そこっ……」

「大丈夫。俺を信じろよ。───お前が気持ちいいって感じることしかしないから」

「あ…う、でもっ……」

　なんとか押し返そうと、伶司の胸に両手をつく。

　だが布ぬの越ごしに揉もみしだかれる自身の劣れつ情じように意識が搦からめ捕とられてしまい、上う手まく力が入らない。

「ここ、どんどん硬かたくなってくるな」

「やっ……」

　少しだけ身を離はなした伶司が、緩ゆるく瞳をたわませる。

「可愛かわいい」

　うっそりと呟いた伶司が、そこに掌を押し当てたまま、再び直の唇を奪うばいにくる。

「ん、んぅ…っ……」

　一体、伶司はどうしてしまったのだろう。

　なぜ突然、自分にこんなことをはじめるのだろう。

　友人なのに。幼おさな馴な染じみなのに。こんな────。

　混乱する頭で考えながら、けれど甘ったるい接吻づけに徐じよ々じよに思考が蕩とろけ出していく。

「直、口を開けて」

「ぇ…？」

　息をつくようなか細い声で問い返し、ぼんやりと伶司を見つめる。

　掌が、頰の輪りん郭かくを辿るように添そえられた。伸ばされた親指の腹がやわやわと下唇を弄いじる。

　引き下ろされてできた薄うすい隙すき間まから、歯列を割って伶司の舌が侵しん入にゆうしてきた。

「れ…っ、んンっ……!?」

　咥こう内ないを彷徨さまよう濡れた感かん触しよくに、なんだか分からない熱が身体の芯しんを震ふるわせる。

　自然と奥へ引っ込んでしまう直の舌を探さぐり出し、執しつ拗ように絡からめられた。

　尖とがらせた舌先に歯の裏や上うわ顎あごをつかれると、たちまち落ち着かない刺し激げきが背筋を駆かけ上っていく。

「ん、…ふぅ……」

　馴染みのない感覚にあからさまに狼狽うろたえた。身を捩よじって逃のがれようとすると、宥なだめるように頭の後ろに回されていた手に髪かみを梳すかれる。

「……直、呼吸はゆっくりと鼻からすればいいから」

　唇を微かすかに触れ合わせたまま、伶司が小さく囁ささやく。

「舌も奥に逃にがすな。もっと自分からいっぱい絡めてこいよ」

　そのほうがもっと気持ちいい───。

　そんな言葉に誘さそわれたわけではないが、再び咥内に潜もぐり込んでくる伶司の舌に導かれるように、おそるおそる自分の舌先を触れ合わせた。

　ふっと笑んだ伶司の瞳が優しく細められる。

　直に応じるように深まっていく接吻づけに、ふわふわした心ここ地ちがした。

（ほんとに、きもちいい……）

　縁ふちを辿り、全体を触れ合わせるように根元から吸われる。

　淫いん靡びな水音が耳につく。濃のう厚こうな舌の交わりに、次し第だいに何も考えられなくなっていった。

　自身の反応に対する戸と惑まどいが薄れていく。

　ただ素す直なおに、快感と認にん識しきできるものだけを選んで受け入れてしまう。

「ん…ふ……」

　やがて伶司は、唇を重ねたままの状態で直の大だい腿たいを抱かかえ上げると、ゆっくりと脚あしを左右に開かせた。

「ぇ…っ、ちょ、伶司……!?」

「そう。上手にできてる」

「あっ…、や、なんで…っ……」

　ファスナーを下ろされて寛くつろげられたそこから、伶司の指先が忍しのび込んでくる。

「すごいな。キスだけでこんなにしたのか」

「やっ……」

　張りつめた自身を直接触れられ、先せん端たんから溢あふれる蜜みつを指先で捏こねるようにされて知らされる。

「ほら、ここ、びちゃびちゃに濡れてる」

「や…だ……っ」

　直は声を震わせて、首を左右に振ふった。

　恥はずかしさに堪たえきれず、自然と涙なみだが浮いてきた。

「俺とキスするの、そんなによかった？」

　耳じ朶だに流される低い声さえ、腰こしに直接に響ひびいてくるようだった。

「な、なんでお前いきなりそんな意地悪なキャラになってるんだよっ……」

「意地悪？　まさか。お前に煽あおられてるだけだろ？」

「あ…っ、ん、やあっ……！」

　伶司の指は、確実に直の快感を引き出そうと動いている。

　括くびれを弄られ、裏筋を指先で辿られると、喉のどが反り返ってしまう。否いや応おうなしに感じてしまう。

　全体を伶司の大きな掌てのひらに包まれて扱しごき上げられれば、快感に上ずる甘えた声を堪えることなどできなかった。

　そして、とめどなく蜜を溢れさせる鈴すず口ぐちに伶司の指先が捩ねじ込まれた瞬しゆん間かん。

「や、め……っ、それ…、ダメ…っ、あっ、あああ……！」

　直は大きく身を震わせて、そのまま一気に昇のぼり詰つめていた。

「ん…はぁ…、れぇじ…ぃ……」

　達した余よ韻いんがいつまでも抜けきらず、全身の甘ったるい震えが止まらない。

「直……」

　耳元で、伶司が大切なものを呼ぶような声で直の名前を囁いた。

　ぐったりと崩くずれ落ちた自分を抱きとめる腕うでが、この上なく優しい。

　その温ぬくもりに包まれて、直はただ、伶司に縋すがることしかできなかった。







（ここ…どこだっけ……）

　回りきらない頭で、ぼんやりと目の前の光景を眺ながめる。

　いつも見ている位置よりも高いところに天てん井じようがある気がした。

　むくりとベッドから起き上がって、辺りを見回す。

　テラス窓からいっぱいに射さし込んでくる光が眩まぶしくて、思わず目を眇すがめる。

　そこに下がる見慣れないダークブルーのカーテンに、やはりここが自分の家ではないことを確認する。

　さらに見回すと、決定的なものを見つけてしまった。

　積み上がった未開かい封ふうのニヤニヤマークの段ボール箱たち。

　つまりここは───。

「起きたのか」

「！」

　ドアが開く音とともに響いてきた声に、はっと振り返る。

「れ、伶司……」

　部屋の主の姿を見た瞬間、ぼやけた頭は覚かく醒せいし、昨夜の出来事を一瞬で思い出した。

　黒いＶネックのニットにデニムパンツというラフな出いで立ちで現れた伶司が、ゆっくりと部屋の中に踏ふみ込んでくる。

　言葉を失って硬こう直ちよくしている直を気にする様子はない。

　傍そばに近づいてきた伶司はベッドの縁に腰を下ろして、こちらに真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてきた。

「直」

　呼びかけながら、頭の後ろに手を回される。

「～～～っ」

　何をされるのだろうと身構える直の目を、伶司がじっと見つめてくる。

　一時して頭を引き寄せられて、額同士を合わせられた。

「れ、伶司っ…、あ、あの……」

「熱とか…出してないよな」

　そのままの体勢でそっと尋たずねられる。

　お互たがいの吐と息いきでさえ届いてしまいそうな、そんな近すぎる距きよ離りに慌あわてた。

「他ほかにつらいところはないか？　体調は？」

　顔を離した伶司が、今度は労いたわるように眉まゆ尻じりを下げて、指の背で頰ほおを撫なでてくる。

　そんな態度が分からなくて、凍こおりついた。

　ただきっと、口の中に砂糖をいっぱい詰め込まれれば、こんな気持ちにもなるかもしれないとは思えた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ！　超ちよう健康優良児！　万ばん事じにおいてモーマンタイでありますっ……」

　気づけば直はそんな落ちつかなさを薙なぎ払はらうように、勢いよく伶司の胸を押し返していた。

　驚おどろいたように見開かれた瞳ひとみを見て、後から罪悪感がついてくる。

「あ…。ご、ごめ……あの、でも、おれ本当にどこも問題ないから……」

　今にも泣き出しそうな眼差しで伶司を見返す。

　伶司に対してどういう反応をとったら良いのか分からなかった。

　たくさん恥ずかしい姿を見られてしまった。

　友達の域を越こえることをしてしまった。

　気が遠くなるような接吻くちづけをして、敏びん感かんな場所を手で扱かれて達いってしまった。

　そのあとはもう、記き憶おくがない。

　しばしの間、口を閉とざしたままでいた伶司が、やがて困ったような微笑えみを浮うかべた。

「───昨日のこと、憶おぼえてるか？」

　優やさしい響きで尋ねられ、息を吞のんだ。

「……。……………うん……」

　やっとのこと、消え入りそうな声で頷うなずいた。

　本当は忘れたことにしてしまえればどれだけ楽だろうと思えた。

　けれど、噓うそをついても伶司にはすぐに見み抜ぬかれてしまうだろうし、何よりそうすることが、伶司との関係を何か悪いほうへと変えてしまいそうな気がしてできなかった。

　頷いたまま項うな垂だれていると、頭に掌をのせられた。

「昨日はさ、お互いちょっと飲み過ぎてたよな」

「え……？」

「まぁ、なんだ。──よくあるだろ？　思春期のマセたガキが友達同士で触さわりっこする、みたいなさ。つまり……昨日のはそんな感じだ」

「は？」

　気まずげに遠い眼差しになりながら襟えり足あしを搔かく伶司を、ぽかんと見つめる。

「とはいえ、悪ノリがすぎたよな。悪かった……それは反省してる」

　触りっこ───それを聞いて啞あ然ぜんとする。

　確かに以前、その手のビデオを見ているうちにノリと興味でそんなことをしたことがあるという話を友人の誰だれかに聞いたことがあったような気もするけれど……。

　自分の場合はただ一方的に高められただけだが、それでもこれはそういうものにカテゴライズされてしまうわけなのか。

「え…あ、ああ…、えっ？」

　問い返すと、弱ったとばかりに苦く笑しようを浮かべられる。

「いや……だからさ、お前もそうあからさまに意識した顔するなよ。照れるっていうか……困るっていうか、こっちまでどうしたらいいか分からなくなるだろ」

「い、いいい意識とか別に……！」

　指し摘てきされてはじめて自分の過か剰じような反応が恥ずかしくなってきた。

　よくよく考えてみれば、最後までしたわけじゃない。それにあくまで男同士だ。

　いくら自分がこの手のことに不慣れとはいえ、もしも昨夜のことが世間一いつ般ぱんでいう戯たわむれ程度のことならば、自分は相当に鬱うつ陶とうしい反応をしていることになる。

「そ…そっか。そうなんだ……。ううあ～…、なんか、ごめん」

　あれは自分が考えるほど大した出来事ではなかったのだ。

　そう考えるといっそう羞しゆう恥ち心しんが高まってきて、直はうずくまるようにして両手で顔を覆おおった。

「……気にするな。それより朝食ができてるから早く来いよ。お前の好きな厚焼き卵だ。ちゃんと砂糖も入れて甘くしといてやったから」

「え。あ、ありがとう」

　先に行ってるぞ、といつもの如ごとく少し上からな微笑を零こぼした伶司が、軽く直の頭を撫でると踵きびすを返す。

　その背中を見送りながら、いつも通りすぎる伶司に、少しだけ複雑な気持ちになった。

「そ…だよ、ね」

　部屋のドアが閉められるのを確かく認にんして、直は小さく呟つぶやいた。

　伶司が気にしていないのに、自分が気にしているなんて不自然だ。

（普ふ通つうにしてなくちゃ……）

　───けれど。

　直はそっと指先で唇くちびるに触ふれる。昨夜の伶司の熱が、まだここに残っているみたいだった。

　伶司が、はじめてキスした相手なのだ。

　意識すると、途と方ほうもない気持ちになった。

　それに、繊せん細さいに触れてくる指先も、抱だき寄せてくる腕うでも、信じられないほど優しかった。

　そう、思えたのに。

「ああいうのって、大したことじゃないんだな……」

　恋れん愛あい初心者な自分では、何が正解なのか分からない。

　だからあれが『戯れ』だと言われれば、そうなのかと納なつ得とくするしかない。

　でも、あんな戯れにさえ自分は不思議な幸福感を覚えていた。

　それならば、もしも本気の気持ちで触れ合ったとしたら───？

「………」

　考えたら徐じよ々じよに落ち着かない気分になってくる。

　そんな気持ちを払ふつ拭しよくするように、再びリビングのほうから自分を呼んでくる伶司の声に応こたえて、直はベッドから滑すべり下りると部屋を後にした。
















「よし」

　会社の昼休み。コンビニで買ってきたおにぎりを手早くお腹なかに収めて、お茶を一服。

　自分のデスクで手元のシナリオを読み返しながら、直は小さく頷いた。

　これで攻こう略りやくキャラＡのルートはほぼ完成でいいだろう。

　時間的に考えても、そろそろＢかＣ、どちらかのルートに取りかかりたい頃ころだ。

　とはいえ、年内に一つだけでも片がつけられそうなことは本当によかった。

　あれだけ書ける気がしないと喚わめいていたことが噓のように、我ながらよく形にしたと思う。

（今年はクリスマス返上で仕事だったけど……）

　自分のクリスマスは毎年、病院の業務でそんなものはないと言う伶司が、それでも夜はクリスマスメニューで夕飯を作ってくれると言うので、それにちゃっかりお邪じや魔ますることだった。

　だが今年は伶司が日付が変わるまで病院から上がれそうにないということだったので、直も仕事に徹てつしたクリスマスを過ごすことに決めた。

　ゲームならほぼ間違いなく通過できるイベントでも、現実なんてこんなものだ。

（ま……攻略に協力してもらってはいるけど、本当につき合おうとしてるわけじゃないし。大体、男同士で過ごすクリスマスのほうが寂さびしいし。……だから、残念がる理由もないし！）

　むしろ、おかげでシナリオにエンドマークが打てたのだから万ばん々ばん歳ざいだった。そうだった。

「んー…でも、まだなんか足りてない気もするんだよなぁ……」

　違い和わ感かんの正体を模も索さくしつつ、机き上じように頰ほお杖づえをついた。

　難しい顔で低い唸うなり声を上げていたそのときだった。

「なーおーさんっ」

「ぐえっ」

　突とつ然ぜん背後から襲おそってきた衝しよう撃げきに、変な声が出る。

「ちょー直さん、『ぐえ』とか今にも吐はき出しそうな声出すのやめてくださいよ。キズつくじゃないですかぁ」

「ゆ～ぎぃ～…」

　毎度毎度、最も早はや犯人など見ずとも分かっているが、それでも直は勢いよく振ふり返った。

　そこで悪びれた様子もなく、むしろ嬉うれしそうに笑っている四歳下の男をきつく睨ねめ上げる。

　遊ゆ木ぎ亮りよう祐すけ。来年度からこの会社に入社が決まっており、今年の頭から入社前研修に来ているグラフィックデザイン科の美大生だ。　>>>♥

　そして見るたびに思う。相も変わらず、見た目とオーラが存在感に満みち溢あふれた男である。

　遊木がはじめてこの職場を訪おとずれたときの女子社員の反応の凄すさまじさは今でも忘れない。

　ぱっと見て分かるほどのモデル顔負けなプロポーションに、大きな瞳ひとみと通った鼻筋。その口くち許もとは優しげで、微笑めば誰をも魅み了りようしてしまいそうな甘い顔立ちをしている。

　さらに目を引くのは、ウルフベースにカットされた、透とう明めい度の高いプラチナのハイトーンカラーの髪だ。

　ただしそれも故意に根元と毛先の明るさを変えているせいなのか、インパクトのある色みのわりに不思議とやりすぎ感を感じさせない。

　普ふ段だんから格好もお洒落しやれで、持っている小物にまで気を遣つかっていることは知っているが、そんなところまでセンスの良さを感じさせている。

　そんな遊木の、自分を後ろから抱かかえ込むように回された両りよう腕うでを、直はふんぬと振り払はらう。

「お前はそのいきなり飛びかかってくるクセやめろよな！」

　怒ど鳴なりつけると、遊木がにっこりと小首を傾かしげてみせた。

「いやだな、飛びかかるなんて。違ちがいますよ。襲いかかったんです」

「なお鬱陶しくなったわッ」

　アイドルスマイルでキラッと目から星を飛ばしながら、なんて物ぶつ騒そうなことをさらりと吐き出すのだ、この男。

「いやぁ、直さんのそのちまっとした背中を見つけると思わず抱き締しめたい衝しよう動どうに駆かられるんですよね。もう病気のように身体からだが勝手に動き出しているというか」

「誰がちまっとだ」

「むしろ抱き締めてくれと言われているような気にすらなるんですよね！」

「勘かん違ちがいだ！　病気ならちょっと病院行ってこい。なんなら知り合いに良い医者がいるから紹しよう介かいしてやるよ」

「はぁ、直さん可愛かわいい。その俺にはない素そ朴ぼくさが死ぬほど可愛い……」

「聞けッ、そして最後なにげに腹立つ！」

　遊木とのやりとりは毎度こんな調子だ。

　この職場で最も年ねん齢れいが近いせいなのか、遊木から一番懐なつかれている自覚はある。

　だが遊木にベタベタとスキンシップを取られたあとは、必ずと言っていいほど同フロアにいる他部署の女子社員たちから「なんで三好ばっかりイイ思いしてんだ！」と理り不ふ尽じんな非難と暴行を喰くらうので、現状とてもありがたくないのだ。

「あれっ、それってもしかして例の乙女おとめゲームのシナリオですか？」

　そんなことを考えてげんなりしていると、遊木が直の肩かた越ごしから机上に置かれたシナリオの原げん稿こうを見つけて声を高くした。

「え？　ああ…そうだけど」

「俺もこの前それ読ませていただきました！　あんまり恋愛ゲームって詳くわしいほうじゃないんですけど、読んでてなんかいいなぁ…って思いました」

「え……？」

「あの相あい合あい傘がさができるイベントのところとか。肩が触ふれてどきどきしてる主人公が可愛いなぁって。相手と並んだときの身長や歩ほ幅はばの違い気にしたりなんて、すごく女の子視点だなって思ったんですけど、あれって直さんがそういう子がいたらいいなぁって思う理想ですか？」

「えっ？　あ…いやぁ……」

　明確な答えを濁にごすように、さりげなく視線を脇わきに逸そらす。

　かなり乙女チックに脚きやく色しよくしているものの、これが自分の実体験だと言っていいのか迷った。

「あと、相手の好みをリサーチするのが大変ってところとかすごく同感でした。ご飯とか、好きな人相手だと、どういうジャンルが好きなのかなって、店選ぶときとか結構悩なやむんですよね。友達とならわりと適当に決められちゃうのに」

「あ、うん。そうそう」

「そんな感じにところどころ共感できましたし、ついでに恋愛いいなーとか思えて、読んでて楽しかったですよ」

「……ほんと？」

　楽しかった───その言葉に、はっと遊木を振り仰あおぐ。

「はい。本当です！」

　力強く頷うなずき返してくれる遊木を見て、思わず口許が綻ほころんだ。

「そ…そっか。ありがとう」

　伶司とやっていたことがちゃんと活いきているのだと思ったら、ほっとした。

　直は唇くちびるを結び直して、弛ゆるんでくる頰ほおを隠かくすように俯うつむく。

　自分の書いたものを褒ほめられてしまえば、現金にも先ほどまでふくふくとしていた気持ちも治まってきてしまう。

「友達から恋愛感覚を摑つかむ手伝いをしてもらいながら書いたんだ」

　これも伶司のおかげだ。嬉しくなって思わずそう口にしていた。

「『恋愛感覚を摑む手伝い』……ですか？」

　不思議そうに小首を傾げる遊木に向かって、慌あわてて両手を振る。

「あ、いや。友達に乙女ゲームに出てきてもおかしくないぐらい格好良くてデキるやつがいるんだ。そいつが『実際に主人公の立場になって、自分をオトそうとしてみればいい』って言うからさ。半信半疑だったけど、フリでもそういう気持ちで遊びに行ってみたりしてたら、これが結構色々発見があって勉強になったんだよね」

「へぇ……。───男のお友達ですよね？　女の人から聞いた話を参考にとかじゃなく」

「え？　うん、そうだけど？」

　そう言ったつもりだったんだけどな、と思ったが素す直なおに頷いた。

「ああ、でもキャラ性でいうなら遊木も充分特とく徴ちよう摑んでるよな。ちょうど今度のキャラには芸術系の奴やつもいるし」

「？」

　遊木が数度目をまばたかせる。

　その華はなやかな容姿もさることながら、遊木はこれで芸術面においては様々なデザインコンペで賞を総なめにしているほどの実力者だ。

　デザインに強いという理由で、大手からの誘さそいを断って中ちゆう堅けんのＮＥＦうちに入社を決めたということらしいが、やはりその才能は研修中にも拘かかわらずいかんなく発揮されているという。

　そういうわけで、今の自分にとって遊木はとても参考になる美お味いしい存在だった。

「まじっすか！」

　そう告げると、なぜか遊木がきらきらと瞳を輝かがやかせながら満面の笑えみを浮うかべた。

「じゃあ俺も直さんの手伝いしたいです！」

「へっ？」

　嫌いやな予感がする、と思ったそのときには遅おそかった。

　次の瞬しゆん間かんには身構える間もなく、再びそのでかい図ずう体たいが直の上にのし掛かかってくる。

　さらに今度は、頰にキスまでついてくるオプションつきだ。

（そうだ、しかもこいつおフランス生まれの帰国子女だった……！）

　四方からあからさまに聞こえてくる他部署の女子社員の舌打ちが途と轍てつもなく恐おそろしい。

「はーなーせー！　ここは恥はじらいと慎つつしみの国、ニッポンだ！」

「じゃあ、俺とも遊びに行ってください！　俺も直さんと出で掛かけたいです！」

「いらん！　お前色々シャレにならないし、メンドクサイから嫌だ！」

　すでに周囲からは、憎ぞう悪おの念のこもる歯ぎしりの音が延々と聞こえ続けており、身の危険さえ感じた。

　その後なんとか遊木を引き剝はがすことに成功するが、今日はとてもじゃないがこのフロアを無事に歩ける気がしなかった。

「直さんブリザード……」

「まったく。むしろおれのほうが、才能に溢れてる奴らが意外にも身の周りに多かった事実に泣きそうだっての」

　一メートル離はなれた場所に遊木をステイさせながら、直は不ふ貞て腐くされたように呟つぶやく。

　考え出すといっそうムカついてきたので、腹いせに遊木に向かって悪態をついてやった。

「バルス」

「……ヒトの顔見て、滅ほろびの呪じゆ文もんとかとんでもないもの唱えるのやめてください」

　うっかり滅びたらどうしてくれるんですか、と漏もらす遊木を無視して、そのままべったり机に突つっ伏ぷした。

「あーいいよなぁ。生まれながらにしてイケメンな奴はさぁ。その時点で人生の八割は決まっちゃってる感じじゃね？　不公平じゃね？　なぁ───お前生きてて楽しいだろ？」

「え……」

　きょとんと遊木が真顔になる。まずい、さすがに今の言い方は傷つけただろうか。

　だが束つかの間、遊木が大おお仰ぎように口を手で覆おおって声を上げた。

「すみませんっ、俺がほんの少し直さんよりもイケメンに生まれてしまったばっかりに。まさかそれが直さんの心の傷になっているとは露つゆ知しらず！」

　くそ。さらっとイケメンだと認めやがった。

　そうだ、こういう奴だった。天然ナルシストめ。

「で、でも俺、直さんの普ふ通つうの可愛さすごくいいと思ってますからね！　本当ですからね！」

　そんな力いっぱい普通推おしされたところで全然嬉うれしくない。

「というか、直さんはちょっと自分の格好見直すだけで相当変わると思うんですけど」

「は？」

「むしろなぜ毎日パーカー以外着てこないのかその辺りをお聞きしたい感じです」

　たまに変な文字が書いてあるし……と付け足す遊木に、突っ伏したままぼそりと答える。

「───おれが着ているものを〝パーカー〟という一言で片づけてしまうような君には分かるまいよ。遊木くん」

「え……。誰だれなんですか。何キャラなんですか、それ」

「そもそもパーカーと聞けばスウェット生き地じみたいなイメージがつきがちかもしれないけど、まずその認にん識しきから間ま違ちがってるから。今やパーカー文化は、フードつきという点を踏ふまえれば、シャツパーカーにブルゾンパーカー、マウンテンパーカーにカーディガンパーカーと、あらゆるトップスのカテゴリーへとその可能性を広げていっている。それはジップ一つとっても馬ば鹿かにはできなくて、その形態は複数存在している。因ちなみにおれが今日着ているのはハーフジップパーカーというジップが胸むな元もとまでのブルゾンパーカーで、昨日着ていたのはジップが完全に下までおりるフルジップパーカーのスウェットパーカーだ。一昨日おとといはボタンパーカーを着ていたし、その前は最も早はやジップすらないプルオーバーパーカーの────」

「長い長い長い！　分かりました。すみませんでした。直さんがいかにパーカーに対してこだわりを持って着ているのかはよく分かりました。だけど一つだけ言わせてください」

　話しているうちについ力が入って身を起こしていた直の肩かたを、遊木にがっしりと摑まれる。

「でもそれ、やっぱり全部パーカーですよね!?」

「………」

　遊木からつい、と目を逸そらして、視線を宙に泳がせる。

「つまり……おれは流りゆう行こうに捉とらわれないコンサバ系男子だからほっといてくれって話だよ……」

「いや、それは違ちがうわ。直さん」

　そう遊木に突っ込まれたところで、別の方向からパンっと手を打たれた。

　音のほうを振ふり向むくと、いつの間に戻もどってきていたのかそこに上司の姿がある。

「相変わらず仲良いなぁ。けど、そろそろ昼が終わるから仕事にかかる準備しろよー」

　やる気があるのかないのか分からない間延びした声で忠告をする上司に、愛あい想そよく挨あい拶さつで応こたえた遊木が自分の持ち場へと戻っていく。

　直も自分の仕事をはじめるかとパソコンに向き合った。

　そんなところで再び上司に声をかけられる。

「ああ、三好ー。シナリオ読んだわ」

「え、と……どうでしたか？」

　シナリオの話が出てきて、思わず背筋を伸のばす。

　おそるおそる伺うかがいを立てると、上司に一つ頷かれた。

「うん、まぁ恋れん愛あい描びよう写しや自体はよく書けてるんじゃない？」

「本当ですかっ？」

　心配していた箇か所しよを認めてもらえて、直はぱぁっと顔を明るくした。

　この上司こそ直に乙女おとめゲームの無む茶ちや振ぶりをしてきた張本人だが、シナリオに関しては信しん頼らいできる人だ。そう言ってもらえればやはり嬉しい。

　だが、それから少しすると、上司はシナリオを片手に「うーん」と唸うなりはじめた。

「ただなぁ。ちょっと言うなら、相手の男がはじめから主人公に甘すぎるんじゃないか？　距きよ離りも近すぎる……というか、これじゃあハナからつき合ってるみたいだし」

　上司の言葉にきょとんと目をしばたたかせる。

「とりあえずそこは修正。あとは引き続き作業を進めてくれ」

「あ…。はい……」

　話が終わり、直は再びパソコンのほうを向いた。

　自分の書いた原げん稿こうを見下ろして、小首を傾かしげる。

「……え？」

　────ハナからつき合っているみたい。

　そんな上司の言葉が繰くり返して頭を巡めぐる。

　つき合っている？───これが？

（だって、それじゃあまるで……）

　つい、と息を詰つめる。

　けれど馬鹿な思考が定着してしまう前に、直は頭かぶりを振って一いつ瞬しゆんだけ脳のう裏りに掠かすめたことを完全に払ふつ拭しよくする。

　先ほど指し摘てきを受けた点を修正するべく文章ソフトを起動させて、目の前の仕事にのみ意識を傾かたむけようと、直はきつくスクリーンを睨にらみつけた。







　その日──いつもより一時間ほど早く上がった会社からの帰り道をとぼとぼと歩く。

　冷たい夜気に首をすくめながら、直はいたたまれない気持ちで重たい息を吐はき出した。

「今日、修正作業全然進まなかったな……」

　というよりも、〝何を修正すればいいのか〟分からなかったのだ。

　つき合っているみたいだ、と言われた。

　今いま更さら言うまでもないが、あのシナリオの攻こう略りやくキャラＡのモデルは伶司である。

　そうなればキャラの振ふる舞まいや言動に、自分が普ふ段だん接している伶司の特とく徴ちようが少なからず投とう影えいされてしまうことはある程度仕方がないことだ。

　そしてそれは直が伶司と接する上で日常として受け入れていたものばかりだった。

　だから第三者に言われるまで気づかなかった。

　伶司の自分に対する接し方も、それに当たり前のように順応していた自分についても、他人からすればそんなつき合い方をしているように見えるなんて。

　いつからそうだったなんて確かなことは言えないが、もうずっと昔からこれが普通だった。

　今になって「それは違う」と言われたところで、そんな指摘にぴんとくるはずもないのだ。

（だけど……）

　確かに伶司は自分に甘すぎるきらいがある。

　考えてみれば、あれだけなんでもできて見た目も良いのだ。周りだって放っておくはずがないのに、彼女も作らず空いた休みは大体直に──残りは通つう販はんサイト巡りに──費ついやしている。

　それに悪ノリが過ぎたと言ってはいたが、キスやそれ以上のことまでしたのだ。

　いくら酔よっていて冗じよう談だんだったとはいえ、普通何もない相手にそこまでできるだろうか。

　ふと、歩みをとめる。

「……それって、伶司がおれのこと好きってこと……？」

　不用意に口に出してしまって、途と方ほうもなく恥はずかしくなった。

　大声で叫さけび出したくなって、なんとか両手で口を塞ふさいで堪たえる。

（ないないないない！　あるわけないじゃん、そんなこと。ていうか、そもそも男同士だし！）

　偶ぐう然ぜんだ。たまたまだ。何を考えているのだ。

「………ない、んだよな……」

　そんなこと。

　口くち許もとを覆った掌てのひらをぎゅっと握にぎり締しめて、「よし！」と気合いを入れる。

　これからその伶司と会う約束をしているのだ。

　この前久しぶりに部屋を片付けたら、随ずい分ぶん前に伶司に借りたきり忘れていたゲームの存在を複数本発見してしまった。

　早さつ急きゆうに返さねばと、会えそうな時間はないか確かめると、今夜でいいと言われた。

　勿もち論ろんそのときはシナリオに指摘をされる前の話だったので、気軽に約束を結べた。

　そんな能天気でいられた少し前までの自分が妙みように恨うらめしい。

（伶司に会っても自然に。自然に、だ……）

　戸と惑まどう気持ちを落ちつけようと、掌に『人』の字を三回書いて飲み込んでみたりする。

　本当はいつも通りの時間に会社を出て伶司の家を訪ねる手て筈はずだったのだが、予定が狂くるってしまったので、そう遠くはないこともあり、直接病院まで赴おもむくことにした。

　掌に三回『人』を書くだけではとても足りず、延々と書き続けては飲み込んでいるうちに、気がつけば大学病院の前まで辿たどり着いてしまっていた。

　都内に位置しながら、規模も保有敷しき地ち面積も立派な病院である。こんなところで伶司は毎日働いているのかと思うと、改めてすごいと感じてしまった。

　伶司が出てくるまであとどれぐらいだろうと携けい帯たいで時間を確認すると、現在は八時半を少し回ったところだった。

　普段の伶司の帰宅時間を考えれば、おそらくあと一時間といった具合だろう。

　そう簡単に頭の中であたりをつけていたときだった。

「あれっ？　もしかして三好？」

　突とつ然ぜん呼ばれた自分の名前に、直はびくりと肩を揺ゆらした。

　目線を上げた先に立つのは、逞たくましい体たい軀くの男だ。短く切り込んだ前まえ髪がみがすっきりと爽さわやかな印象で、それでいて涼すずしげな目め許もとに宿る実直さと熱さは、いかにもスポーツをやっている人間のそれだと分かる。

「な、長な郷ごう先せん輩ぱい!?」

　その、およそ信じられない人物の出現に、直は大きく目を見開いた。

　長郷篤あつ史し。直の高校時代に親しくしてもらっていた二つ上の先輩だ。

　普ふ通つう科かの直とは違い、スポーツ科にいた長郷とは、体育祭の実行委員会で一いつ緒しよになったという接点のみで構ってもらえるようになった仲だったが、甲こう子し園えん出場の常連校であった野球部で投手をしており、エース番号を背負っていた長郷は当時学校中の憧あこがれの存在だった。

　あれからもう十年だ。

　そんなドラフト三位で高校卒業と同時にプロ野球の世界に行ってしまった長郷は、今や球界を代表するスター選手である。

　長郷の入団初年度は自分の出身校の先輩がテレビに映っているのが妙に誇ほこらしくて、よく活かつ躍やくをチェックしていたが、さすがに今はニュースで結果を目にするのみだった。

　何より、長郷のほうこそ自分のことなど覚えているはずがないと思っていたのだ。

「な、な、なんでこんなところに……」

　手を掲かかげながら近づいてくる長郷に、思いっきり挙動不ふ審しんになってしまう。

　だが目前に立った雲の上の存在は、そんなこちらの動どう揺ようも、空きすぎた時間の気まずさも関係ないといった風ふ情ぜいで、清すが々すがしいほど屈くつ託たくない笑え顔がおを浮うかべている。

「三好、おっそろしいほど昔と変わってないな。特に顔！」

「───あ、やっぱおれってそういう感じなんですね……」

　どうせね。どうせ童顔ですけどね。

「というか、先輩……おれのこと憶おぼえていてくれたんですね」

　そろりと見上げると、長郷が穏おだやかに頷うなずいた。

「そりゃあな。三好と一緒だった体育祭実行委員のことが、俺が高校時代に野球以外にまともに記き憶おくに残ってる思い出だから」

「え？」

「憶えてないか？　体育祭の前日にお前と備品の最終確かく認にんに行ったら、賞状を発注するのを忘れてるのに気がついて、慌あわてて二人で賞状の縁ふちの絵とか中の文章とか手がきしたこと」

「えっと……そういえば？」

　言われてみれば、そんなこともあったかもしれない。

「部活に遅おくれるって言いに行ったら監かん督とくにめちゃくちゃ怒おこられるし。でもめんどくせーとか思いつつもやり出したら、お前の絵心のなさにすっごい爆ばく笑しようさせられるし。楽しかったよな。あれ以来、会えばよく話してたし、あのときの印象が強すぎて三好のことは忘れたことないよ」

「え……と、先輩。嬉うれしいんですけど、貴重な高校時代の思い出が野球と残念なおれってどうなんですか。それとも野球と同列にしてもらえたことを素す直なおに喜ぶべきなんでしょうか……」

「ははは、確かにな！」

　思い出したらいっそう可お笑かしくなったのか、今度は腹を押さえて笑いはじめる。

　いや、違ちがう。この際そんな自分の残念具合はどうでもよくてだ。

「先輩、なんで病院から出てきたんですか。もしかして、どっか悪いとか……!?」

「え？　ああ、違うよ。ここに知人が入院してるんだ。面会時間を少し過ぎてるけど、ただの見み舞まいだ」

　直の早はや合が点てんを穏やかに否定した長郷に、ほっと胸を撫なで下おろした。

「あ…そう、なんですか。すみません」

「いや。心配してくれてありがとう。……久しぶりだけど、三好は相変わらずだな。話してると面おも白しろいし、和なごむ」

「え？」

「というか……びっくりした。三好、少し似てる。───侑ゆう子こに」

　誰だれだ。

　僅わずかに直から目を逸そらした長郷が、切なげにふっと笑う。

「やむを得ず離はなればなれになってしまったけれど、ずっと忘れられない子なんだ……」

「！」

（せせせ、先輩のカノジョさん──いや、元カノさん？　の話だ……!!）

　こんな話、どこぞの藪やぶ蚊かにスクープされていたら大変だ。

　直は慌てて、辺りを見回して他ほかに人ひと影かげがないか探す。

　長郷が小さく溜ため息いきをついて、直を見て眩まぶしげに目を細めた。

「侑子もこういう髪かみの色をしていたんだ。すごく小こ柄がらで、とにかく可愛かわいかった……」

「先輩……」

　色々聞き捨てならないところはあるが、長郷の本当に悲しそうな顔を見ると、思わず胸が締めつけられる。

（やむを得ず、って言ってた。きっと先輩の身の上からしたら野球関係でどうしても一緒にいられない事情ができたんだ。あるいは相手のほうに何か……）

　きっとお互たがい想おもい合っていたのに、外界からの力で引き離されてしまったのだ。

（悲劇！）

「───ところで、三好こそどうして病院に？　どこか悪いのか？」

「へっ？」

　けろりとした調子で思いっきり遠い場所まで飛んだ話題に、目を点にする。

「えーと、……いえ。おれもそういうんじゃないんですけど……。ここで、おれの幼おさな馴な染じみが医者をやってるんです。このあとちょっと約束してて……」

「幼馴染みって、もしかして三好と昔よく一緒にいた生徒会の？」

　伶司のことだ。直は是ぜと大きく首を縦に振ふった。

「そうかぁ。医者なんて立派なんだな」

「あいつ昔からすごいんですよ」

　にっこり笑って答えると、長郷が微笑ほほえましげに目許を優やさしく和やわらげた。

　大きな掌てのひらで、頭を軽く撫でられる。

「三好、連れん絡らく先教えて。今度俺ともどこかメシ食いに行ってくれよ」

「え？」

　携帯、と催さい促そくされて慌ててコートのポケットを探さぐった。

　連絡先を交こう換かんしながら、さりげなく長郷を窺うかがった。

「何？」

「いえ……。ただ、この中に今現在プロ野球選手のアドレスが刻まれているのかと思ったら、少し自分の携帯が畏おそれ多おおいものに感じられるな……と」

「俺、三好のそういうバカ可愛いとこ嫌きらいじゃないよ」

「あれ？　褒ほめました？　貶けなしました？」

「ははは、じゃあまた今度連絡するな」

　じゃあな、と朗ほがらかに手を振って去っていく長郷の背中を見送る。

（流し方まで爽やかだ……）

　だがきっと、あの微笑みの下には離ればなれになった恋こい人びととのつらい過去が───。

　そんなことを考えて「うーん」と唸うなっていると、背後から突然声をかけられた。

「直？」

「！　うわっ、れ、伶司!?」

　びくっと肩かたをそばだたせて、その場を飛び退のく。振り返ると伶司がいた。

「なんでここにいるんだ？」

　鞄かばんを手にコートを着込み、すでに帰り支じ度たくを済ませている伶司の姿を見て、今日はほんの少しだが伶司も早く上がれたのかと目を瞠みはった。

「か、会社早く出すぎたんだ。どうせだから、病院まで行こうかなって……」

「そうか。というか……今いたのって、長郷さんか？」

「え？　ああ、うん。そう！　そうなんだよ！　すごい偶ぐう然ぜんだろっ？」

　再会の興奮が今一度再燃してきて、瞳ひとみを輝かがやかせながら大きく頷いた。

「ふーん」

　対して伶司はそんな一言のみだ。

　別にミーハーな反応を期待しているわけではないが、有名人を目にしてもこの冷めきった反応である。

「もっとなんかないわけ？」

「なんかって、なんだ？」

「仮にも自分の母校の先せん輩ぱいだよ？　しかも現げん役えきプロ野球選手。驚おどろきとか感動とか尊敬とかさ。なんか反応あるじゃん」

「俺はサッカー派だからな」

「………」

　さいですか。

（そういえば、伶司ってなぜか昔から先輩に対して冷たいんだよな……）

　面白くなくてジト目で仰あおぎ見ていると、一時して突とつ然ぜん伶司が正面から倒たおれ込んできた。

「え、ちょっ……伶司!?」

　身を屈かがめて、肩かた口ぐちに寄せられた額をぐりぐりと緩ゆるく押しつけられる。

　腰こしに回ってきた両りよう腕うでに抱だきしめられるようにされて焦あせった。

「………………疲つかれた」

　ぼそりと零こぼされた一言に動きを止める。

「え、な、何……？」

　なんとか押し返そうと伶司の肩に手をついていたが、思わずその力を緩めた。

　伶司が低く呻うめく。

「昨日は当直だったんだ」

「当直って……、もしかして、前に言ってた連続三十二時間勤務のこと？」

　無言で頷うなずく伶司に「うわぁ…」と自然に声が零れてきた。

　以前当直がある日は、当日の出勤時間から翌日の通常退勤時間まで病院に詰つめていると聞いたことがある。その話を聞いたときも「うわぁ…」と思ったが、改めて聞いてもそれ以外の言葉は出てこなかった。

「ばっか。なんでそんなときに、おれと約束取りつけてんだよ！　帰って早く寝ねるべきだろ！」

「………」

「おれ前に言ったじゃん、『無理はするなよ』って！」

　その肩を引き剝はがして怒ると、伶司らしからぬ拗すねたような表情を浮うかべている。

「おれはいつでも良かったのに。明日あしたでもいいじゃん。明後日あさつてでもおれ空けられたし！」

「……俺は会えるときには会いたい」

「そりゃ患かん者じやさんは時間を選んでくれないから、いつ呼び出されるかとか分かんないかもしれないけど！　でも言ってくれたら、おれだってちゃんと合わせる努力をしたよ！」

「───」

（って……あれ。何、その反応……）

　がっと肩を摑んで見つめた伶司の表情は、心なしか先ほどの『拗ねる』よりもあからさまな『不ふ機き嫌げん』にグレードアップしている。なぜだ。

　今、かなりカッコいい台詞せりふを言った気がするのに。むしろ友情に感動するべき場面なのに。

「……俺、直のそういうバカでバカなところ嫌いじゃないけどさ」

「は!?　伶司もそれ言うのかよ！　っていうか伶司に至っては褒め言こと葉ばですらねぇし！」

「もういいから、帰るぞ。疲ひ労ろう感とさらに脱だつ力りよく感で本当に倒れそうだ」

　大きな大きな、この上ないほど大きな溜息をついた伶司が、ふらりと直から離れて歩き出す。

　それを慌あわてて追いかけながら、予想外の出来事のせいで、シナリオの指し摘てきで緊きん張ちようしていたことなど、すっかり頭から飛んでしまっていた。

　伶司のマンションの前に着き、目的のゲームを返した直は、自分もこれで帰るからゆっくり休むようにと伶司に忠告して、踵きびすを返そうとした。

　だが、伶司に「少し寄ってけよ」と強く引きとめられ、そんな状態じゃないだろうと何度となく断りながらも、あんまり粘ねばるので最終的には直が折れるはめになった。

　ひとがせっかく気を遣つかってやっているのにと半ば呆あきれながらも、コーヒー一いつ杯ぱいだけという約束で誘さそいに応じた。

（伶司って、疲れが極限に達すると少し我わが儘ままになるんだよな）

　淹いれたばかりでまだ熱すぎて飲めないコーヒーのカップを手の中でくるくると回しながら、側面のソファに座っている伶司を窺い見る。

　昔も一度このように思ったことがあった。

　伶司がまだ医大生だった頃ころの話だ。

　大学が離はなれたせいか、まったく連絡を取らない時期が三年近く続いたことがあった。

　だが伶司が多た忙ぼうな医学部五年目を迎むかえた年に、突然連れん絡らくもなしに直に会いに来たのだ。

　来たら来たで「安定の間ま抜ぬけ面づらだな。落ち着く」と第一声で暴言を吐はいて、あげく直にわざわざ近くのコンビニまで買いに行かせたコーラを飲んで帰っていっただけだった。

　それが伶司と再び連絡を取るようになったきっかけではあるが、本当にあのときは何をしにやって来たのか。

　もっとも、それを伶司に尋たずねたところでその真相は一向に教えてもらえないわけなのだが。

　直はそんな頑かたくなな伶司を思いながら、ふっと一つ溜ため息いきをつく。

「なぁ、伶司。おれやっぱり帰るよ。お前、すぐに休むべきだって」

「いいから、居ろよ」

「だから……」

　そう強く言われてしまうと、なんとなく帰りにくくなってしまう。

（こうなったら最後の手段だ）

　さっさとこのコーヒーを飲み干して、伶司を早く休ませてやるしかない。

「なぁ」

「……ふ？」

「シナリオの調子はどうなってるんだ？」

　猫ねこ舌じたを恐おそれるな、と意気込みながら思い切ってコーヒーに口をつけようとした瞬しゆん間かん、伶司から振ふられてきた話に気を逸らされた。

　というよりも、突然踏ふみ込まれた直の現在の地じ雷らいに、手にしていた熱湯コーヒーの中に唇くちびるをそのまま突つっ込むところだった。

「お、おうよ……。上々だぜ……」

　かろうじて親指を立ててみせたが、再び伶司を意識して顔が不自然に引き攣つってしまう。

「というか、そろそろ別キャラのルートに取りかからないといけない感じ……？」

　つい、と伶司から視線を逸そらして、小首を傾かしげる。

「えっと……、今度のキャラに性格合いそうなやつがいるんだ。今回伶司に協力してもらったって話をしたら、自分も手伝うとか言ってきてくれて。確かにイメージしやすかったし、おれに合ったやり方だったからさ。どうしようかなって……」

　運動系なら長郷先輩みたいなキャラとかいいよな！　と冗じよう談だんぽく笑う。

　だが、コーヒーのカップの縁ふちに口をつけている伶司からのコメントは当然ない。

「───駄だ目めだろ」

「え？」

「駄目だ」

　繰くり返した伶司がカップから真しん剣けんな顔を上げる。

「俺にはどうしたら、そんな非効率的なことに一瞬でも迷えるのかが分からない」

「……は？」

「気持ちを書くんだろう？　だったら今いま更さら別の誰だれかに協力を仰いで、また一から同じこと繰り返すよりも、今お前がシナリオに活いかせるぐらいに俺相手に学べていることをさらに深めていくほうがよっぽど建設的に決まっている」

「や、でも……」

　そうかもしれないが、直が意図したいところはそういうことではないのだ。

「大体だ」

　伶司がつい、と目を細めて、その長い脚あしを悠ゆう然ぜんと組んでみせた。

「お前、俺をオトすとか言っておきながら、全く何も仕し掛かけてきてないじゃないか」

「!!」

「そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことで、本当にシナリオは大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　そう言われた瞬間、直は何か雷かみなりに打たれたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　ぶつくさと続く伶司の嫌いや味みを遠くに聞きながら……むしろその通りだと愕がく然ぜんとなった。

「そっか……。そういうことだったんだ」

　シナリオに何か足りていないとは感じていた。

　どうして読んですぐに気がつかなかったのだろう。

　一見選せん択たく肢しもついて、イベントも起こるようになって、恋れん愛あいゲームの形態はとれている。

　だが、選択肢もストーリーもただノベルを読み進めるためだけのものになっていて、そこに相手を攻こう略りやくするための工く夫ふうが何もなされていないのだ。

　要するに、なんの努力もしていない主人公が、なんとなくたなぼた的にハイスペック男子との恋愛を成じよう就じゆさせているだけの話になっていた。

（さ、最悪だ……）

　上司の指摘の意味もよくよく考えてみれば、最初から攻略するしない以前の次元にいるという意味だったのかもしれない。

「そもそもお前というやつは昔から───」

「伶司！」

　未いまだ文句を口にする伶司の元へと立って、直はその手をしっかりと両手で摑つかまえた。

「なん、だよ……」

「おれ頑がん張ばるから！」

「あ、ああ？」

　考えてみれば、伶司のことだって自分の思い違ちがいかもしれないのだ。

　自身にはまるで関係のないことを、こんなにも親身になって考えてくれるやつだ。

　気難しく思われがちだが、伶司は元々ものすごく包容力があって優やさしい。

　シナリオの内容からうっかり伶司が自分を好きなのではないかなんて突とつ拍ぴよう子しもないことを考えてしまったのは、それだけ伶司が自分に真剣に協力してくれているからではないだろうか。

　それならば、自分もそれに応こたえられるくらい、本当に伶司を落とせるくらい、もっとよく考えて行動するべきだ。

　何よりも。

（おれを好きなら、なんで自分から「オトしてみろ」なんて偉えらそうな態度をとるんだよ）

　そんなわけがない。
















　おれは再び、未み曾ぞ有うの窮きゆう地ちに立たされている────。




（なんでこうなった……）

　鍋なべの蓋ふたを手にしたまま、肝かん心じんの中身を見下ろしながら直はごくりと喉を上下させた。

　想像を絶する光景に、最も早はや何をどう説明したらよいのか分からなかった。

　酷ひどい。とにかく酷いのだ。

　料理を作っていた。ロールキャベツだ。

　だが、一瞬自分が何を作ろうとしていたのか分からなくなるほどに、そこには破は壊かい力のあるシロモノができあがっていた。

　原形をとどめていないそぼろ状に散った肉にく片へんが、ぐにゃぐにゃに広がるキャベツなのか緑っぽい物体とともに、異様にどろどろの液体の中に沈しずんでいる。

　もしもこの〝ブツ〟について形容できる表現があるとすれば、間ま違ちがいなくこの一言に尽つきる。

「……バブルスライムがあらわれた」

　それが、鍋の中でゴポっと音を立てて、盛り上がった気き泡ほうを弾はじけさせた。

　そんな惨さん劇げきの引き金が引かれたのは、今から振り返ること六時間ほど前のことである。

　自宅のこたつでテレビを見ていた直は、とある料理番組の一文に目を釘くぎづけにされていた。

『初心者でも簡単！　絶対に失敗しない、男を落とせる本格ロールキャベツレシピ』

　なんて美お味いしすぎるタイトルなのだと思った。

　先日伶司に「頑張る」と言ったものの、具体的にどんな行動を起こせばいいのか分からなくて悩なやんでいたのだ。

　いつも鉄人級の料理を披ひ露ろうしてくれる伶司に対して、自分の料理なんて……という気持ちもなかったわけではないが、ここまで煽あおり文句をつけるのだから信じて良いに違いない。

　渡わたりに船とはこのことか、と慌あわてて近くにあった紙切れにそのレシピを書き写した。

　そして意い気き揚よう々ようとスーパーで買ってきた食材を手に、伶司のマンションへと押しかけた。

　もっとも勢い余ってアポを取り忘れていたせいで、まさか正月休みまで出勤をしているとは思わなかった伶司を、寒空の下、二時間近く待つはめになったわけだが。

　それでも直のやる気が萎なえることはなく、帰ってきた伶司に「料理を作る！」と宣言した。

　心底驚おどろいた顔をされたが、快く開放されたキッチンで、生まれてはじめて自分から誰かのために料理を作った。

　ラップでおにぎりを握にぎれば突き指をするし、学校の調理実習以外ではまともな料理経験のない直だったが、こういうものはやる気と根気さえあればカバーできるものだと思っていた。

　しかし、月並みだが、人生とはそう思い通りにはいかないらしい。

　いつもなら、通つう販はんサイトを巡めぐっている間だけは他ほかに目をくれることのない伶司が、しばしば落ち着かない様子で「手伝うか？」と声をかけてきていた。

　それを「大丈夫！」と追い払はらって、なんとかメモに記した全工程を終えたはずだった。

　自信もあった。蓋を開けるのが楽しみだった。

　そして──現在、目の前にあるものがその結果である。

（なんで……？　煮に込んでた間に蓋の向こうで何が起こってたっていうんだよ……）

　小人さんの仕し業わざか？　化学変化か？　はたまた細さい胞ぼう分ぶん裂れつでも起こしていたのか？

　敗因すら分からないこの惨状を、どう収しゆう拾しゆうしたらよいのか分からなかった。

　そんなところに、空のマグを手にした伶司がやってくる。

「え……何、お前、人体錬れん成せいにでも失敗したわけ……？」

　鍋の中を覗のぞき込む伶司の表情も硬かたい。

「違う！　ロールキャベツ！」

「ほほう。これはまた珍ちん妙みような」

「……。何がダメだったんだろう……」

　本気で落ち込みはじめた直に、さすがに気まずくなったのか、伶司も冗じよう談だんを言う口を噤つぐむ。

「……ふん。何を参考に作ったんだ？」

　しばらくして、そう静かに尋たずねてきた伶司に、ところどころに油が飛んだメモを手て渡わたす。

　一通りそれに目を通した伶司が、さらに手近のスプーンを取って、果か敢かんにも直が『バブルスライム』と表現したものを一匙さじ掬すくって口に運んだ。

「れ、伶司……？」

　伶司がそれを口に入れた瞬しゆん間かん、自分もつられて口を開けてしまう。

　神しん妙みような顔をする伶司の具体的な反応が気になって、思わず凝ぎよう視しする。

「ああ……、ウン」

「なんだよ。はっきり言えよ！　そんな濁にごし方は間違った優しさだぞ！」

「じゃあ言うけど。見た目はひどいが、味は……まぁ、少し調えてアレンジすれば食べられるようになるレベルだ」

「それって、基本的にダメってことじゃん」

「想像以上にマシだったって意味だ」

「ひでぇ……」

「というか、このレシピ、細かいところが全く書かれてないぞ。お前、これ端は折しよって書き写してきただろう」

「え？　あ……テレビの画面すぐ切り替わっちゃうし、時間がなかったから必要そうなところだけメモしてきた」

「だろうな。まずこの煮に崩くずれの原因だけど……。多分お前はベーコンを巻けばそれで大だい丈じよう夫ぶだと思ったんだろうけど、これは内側に爪つま楊よう枝じを刺して固定してあるんだよ」

「そうなの……？」

「そうなの。あとは肉に対して片かた栗くり粉こが入りすぎてる。だからとろみもつきすぎてるし、だまっぽい。あとはあれだ。キャベツの芯しんは取れ。巻きにくくなるし、食べにくいだろ」

　あとは火加減か、と嘯うそぶいた伶司が再び鍋の中を覗き込む。

「………」

　そんな伶司の姿を見つめながら、妙みように虚むなしい気持ちになってきた。

　できるかどうかはまた別の話なのかもしれないが、せっかくやれることが見つかったと思ったのに。

（先走らないで、もっとちゃんと調べてくれば良かったな……）

　攻略うんぬんも勿もち論ろんだが、それより先に、あのテレビに映っていたロールキャベツを伶司の前に出すことができたら、すごく喜んでもらえるのではないかと思ったのだ。

　いつも作ってもらう立場だから、たまには自分から────と。

　小さな溜ため息いきをつく。それに気づいた伶司がこちらに顔を上げて、小首を傾かしげた。

「大丈夫だ。アレンジすれば食べられるって言っただろう？」

　アレンジ。

「───あ」

　そうか、アレンジ。まだその手が残っていた。

「わ……分かった！　おれ、どうにかしてみる！」

「は？　おい、ちょっと待て、直」

　鍋の取っ手を摑つかんだ直の手の上から、慌てたように伶司の手が重なってくる。

「どうにかって、どうするつもりだ？」

「え？　どうにかは、どうにかだろ？　今から試行錯さく誤ごを繰くり返して……」

「やめろ。違ちがうぞ。それは駄だ目めだ」

「……なんだよ。伶司がアレンジすればいいって言ったんじゃんか」

　なぜか妙に必死で引き止めてくる伶司に、無む性しように腹が立ってきた。

　これは今まで気を遣つかって言っていただけで、本当は食べたくないというアピールだろうか。

「確かにそうは言ったが」

　でもな、と真っ向から直を見み据すえてくる伶司に、さらにきつく手を摑まれた。

「お前がしようとしてるのは、アレンジじゃなくてチャレンジだ」

「……!!」

　その台詞せりふに、ただもう絶句するしかなかった。

「じゃ……じゃあ、どうすればいいんだよ！」

　途と方ほうに暮れる直に、苦く笑しようを浮うかべる伶司が静かに言った。

「一いつ緒しよにやればいいだろう。教えてやるから」

「……それじゃあ意味ない」

「どうしてだ？」

「おれが頑がん張ばらないと、おれに対するお前の好感度ずっと上がんないまんまじゃん」

　そう漏もらすと、思わずといったように伶司が吹ふき出した。

「そんなことないだろう。こうやって行動してくれる気持ちが嬉うれしいんだから」

　信じられなくて胡う乱ろんに見上げると、伸のびてきた掌てのひらにぐしゃぐしゃと前まえ髪がみを搔かき乱された。

「嬉しいに決まってる。────俺のために作ってくれたんだろう？」

　そう瞳ひとみを細めた伶司に、思わず言葉を返しそびれた。

「俺は、別にこのまま食べたっていいんだ。でもそんなことをすれば、お前はどうせ『無理して食べてくれた』って思うわけだろう。だから、それなら少し手を加えてお互たがい納なつ得とくして食べられるものにしようと提案をしたんだ」

　伶司の言葉に、小さく頷うなずく。

　確かに、こんなものを「美味しい」なんて完食された日には、いたたまれなさでもう二度と料理などしたくなくなる。

「試行錯誤が悪いというわけじゃない。だけど、全く策のない状態でやらせるデメリットの大きさを考えれば、今回は俺に譲ゆずって欲しいんだ」

「でも」

「俺は、お前が作ったものを確実に、一部たりとも無む駄だにせずに、食べたいんだ」

　どうしてそこまで熱を込めて訴うつたえてくるのかは分からないが、確かにこのまま自分が意地を通せば、試行錯誤の末に、結局これが残飯行きになる可能性は高い。

　僅わずかに身を屈かがめた伶司が、俯うつむいた直の顔を覗き込んでくる。

「俺はこれをどうするべきか分かる。……それでも一緒に作るのは嫌いやか？　俺は楽しそうだと思ったけど？」

　優やさしい眼まな差ざしに出合う。途と端たんに頰ほおが熱くなるのを感じた。

　ほんのりとその瞳に微笑ほほえまれた瞬間、気づけば直は、顔を背そむけながらも小さく頷いていた。

　それから「やるからにはきっちりやる」とほのかにブラックな笑えみを浮かべて言った伶司の指導のもと、包丁の持ち方という料理の基本部分から叩たたき直されることになった。

　ようやくキッチンから解放され、椅い子すに座ることが許されたときには心底ほっとした。

　できあがった料理が目の前に運ばれてくる。直はその食しよく欲よくを誘さそう匂においにつられるように、箸はしを手に取った。

（美お味いしい……）

　そして、悔くやしい。

　元バブルスライムだったロールキャベツは、伶司の手によってキャベツ入りのあんかけそぼろ丼どんぶりにまで再生した。

　甘あま辛からな味が絶ぜつ妙みようで、その上にのせたふわとろの卵と絡からめて食べるとなんともいえないまろやかさが口の中に広がった。

　だが、それを幸せだと思うほどに、申し訳なさもひとしおである。

「なんか……結局伶司の手間増やしちゃったよな。ごめん」

「なんで謝るんだよ。最終的にこうやって美う味まいものも食べてるわけだし、結果オーライだろ」

「そうは言うけど……」

「落ち込むくらいなら、またリベンジしに来ればいいじゃないか」

　ダイニングテーブルの向かいの席で穏おだやかに伶司が笑う。

「そう…だよな。うん、そうする！　次はぶっつけ本番にしないで、ちゃんと家で練習してきてから作るから」

「別にここでやってくれてもいいんだけどな。面おも白しろいものが見られそうだし」

「意地悪いよなぁ、ほんと」

　拗すねたように唇くちびるを尖とがらせて息をつくと、また笑われた。

　何か見返してやれる方法はないかな、と考えを巡めぐらせながら、箸の先で卵をつつく。

　ともあれ、まずはイベントを起こさないことには何もはじまらない。

　自分がプレイした乙女おとめゲームのイベントにはどういうものがあっただろうかと思い出す。

「あ」

「どうした？」

　はた、と気がつく。あるではないか。

　というよりも、むしろなぜこれがはじめに出なかったと思うほどメジャーなものである。

「デート！」

「は？」

　唐とう突とつに直が張り上げた声に、伶司が怪け訝げんそうな声とともに顔を上げた。

　直は活いき活いきと瞳を輝かがやかせながら伶司のほうへと身を乗り出す。

「伶司！　おれとデートしよう！」

　攻こう略りやくにデートは欠かせないイベントだ。これを誘わずして、一体何を誘うというのだ。

　な、行こうよ！　と声をかけると、伶司の瞳がやわやわと見開かれていく。

　心底驚おどろいたと言わんばかりに、そのまま固まっている伶司に小首を傾げた。

　一時してようやく再起動した伶司が、箸を置いた手ての甲こうで口くち許もとを押さえる。

「よもや、お前からそんな誘いをされる日が来ようとは……」

「え？　何？」

「───いや…なんでもない。別に構わないが、だったら予定も立てたいし、早めに行きたいところがあれば希望出しとけよ」

「ああ、違ちがくて！　今回伶司はそういうのはナシ！」

「何がだ？」

「おれが全部予定立てて、また改めて伶司のこと誘うから。───ダメかな？　不安？」

「それは……勿論、構わないが」

「ほんと？　じゃあ楽しみにしとけよ。今度はちゃんと事前にリサーチして誘うから」

「分かった。楽しみにしてる」

　そんなふうに柔やわらかく笑まれて言われたら、まだ何もしていないのに嬉しくなる。

　俄が然ぜんやる気も湧わいてきた。

　デートなら普ふ段だん遊びに行っているぶんイメージも摑みやすいし、今回はちゃんと観光ガイドも買ってお店やレジャーも調べていこうと思っているのできっとうまくいくはずだ。

（よし、今度こそ頑張ろう）

　だが───そんな拳こぶしを固めた日が懐なつかしく思える、デート当日の悲劇であった。

「………おれ、まじで呪のろわれてるかも……」

　行くあてのなくなった夕方の寒空の下、植え込みの煉れん瓦がの上に腰こしを下ろして直は項うな垂だれた。

　スタジャンの中にいつもの如ごとく着込んだパーカーの襟えり元もとに首を埋うずめる。

「まぁ、たまにはそういうこともあるだろう」

　その傍そばに平然とした顔で立っている、ファー付きの黒いトレンチコートのポケットに手を差し入れた伶司があっけらかんと言い放った。

「ねぇよ！　なんでだよ！　メインの水族館は、今日になって電気設備に故障が見つかったとかって臨時休業。まさかとは思いながらも一応チェックだけはしておいた映画は、上映二つ先まで満席。夕方から行くつもりだった展望台に入れば天空回かい廊ろうは閉へい鎖さ中。おまけに予約してたレストランは、他の客とダブルブッキングが判明してキャンセルとか！　どうなってんだよっ」

　誰だれかが意図して自分の予定を邪じや魔ましているとしか思えない。

「───って、聞けよッ！」

　どれだけひとの話に興味がないのだという勢いで、あらぬ方向に顔を背けてどこかに電話をしている伶司に、その通話が切られた途端に声を張る。

「聞いてるよ。サーターアンダギーって結局のところ、穴が開いてないただのドーナツだよなって話だろ」

「違ちがうけどな！」

　怒いかりとか落らく胆たんとかやるせなさで、最も早はやうまい突つっ込みを入れてやれるだけの心の余よ裕ゆうもない。

　そんな直を見て、片手を腰に当てた伶司が小さく嘆たん息そくした。

「……展望台は途と中ちゆうまで登れただろ？　そこで名物だとかいう肉まんも食べられたし」

「そんなの当初の目的は何も果たせてないんだから意味ないじゃん！」

「俺は別に気にしてない」

「おれが気にしてるッ」

　これでも精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばったのだ。

　伶司は基本的に直に合わせてくれるが、どちらかといえば屋内レジャーを好むタイプだ。

　だから今日は水族館を選んだし、レストランだって伶司が和食が好きだと知ったから、そういう店を選んでいた。

　そして展望台は────。

（『大切な人と見る夕暮れの景色がきっとお互たがいの絆きずなを深めてくれます』───って）

　連日レジャー雑誌と睨にらめっこして、計画表を作ってからは何度も予定を確かく認にんしたのに。

　それなのに、最悪だ。

　伶司の「気にしてない」の言葉さえ、まるではじめから何も期待されていなかったという意味に思えてきて、いっそう落ち込んだ。

「……もう、いやだ……」

「直？」

「こんなはずじゃなかったのに……」

　情けなさすぎて、さすがに涙なみだが浮ういてきた。

　狼狽うろたえた伶司の声が聞こえて、これではもっと最悪だと両手で慌あわてて双そう眸ぼうを拭ぬぐい取った。

「おれ、今日すっごく楽しみにしてた───」

　今度こそ大だい丈じよう夫ぶだと思った。きっと、喜んでもらえるはずだと。

「それは俺もだ」

　続いてきた言葉に、直は頼たよりない眼差しを伶司に向ける。

　伸のびてきた指先が、優しく目め許もとの雫しずくを払はらってくれた。

「……デート、してくれるんだろ？」

　伶司が瞳ひとみを細めて、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる。

「まだ何もはじまってないって思うならこれから行けばいいだけの話だ。俺だって楽しみにしてたんだ。そう簡単に終わらせてたまるかよ」

　伶司のひんやりとした手に、掌てのひらを攫さらわれる。

　そのまま引き上げられて、伶司の正面に立たされた。

「お前の立てたプランはまた今度リベンジだ。とりあえず、今日のところは俺につき合えよ」

「え……？」

　何がなんだか分からないで困こん惑わくしている直に、伶司が屈くつ託たくない笑みをみせる。

　繫つないだ手に、ほんの少しだけ力が込められた。

「思い出、今から作りに行くぞ」







「へ……？」

　直は思わず啞あ然ぜんとした声を漏もらした。連れてこられた場所に、固まった。

　潮の香かおりがする。寄せては返す、穏やかな波の音も聞こえてきた。

　海だ。港だ。そして、クルーズ客船である。

「ええッ!?」

　全長二百メートルは優に超こえている大型客船は、下から見上げるだけでもその規模と高さに凄すさまじい迫はく力りよくが感じられた。

　華はなやかにライトアップされた船体は直線的で、非常に滑なめらかなシルエットをしている。

　傍に建つ荘そう厳ごんなホテルの様相から、このクルーズ客船を所有しているのがあそこであることはなんとなくだが察しはつく。

　そしてここに辿たどり着く前に寄らされたブティックで、上下一式フォーマルな服装に変えられたことからも、自分たちが今まさにこの客船に乗り込もうとしていることは分かった。

　だが、依い然ぜんとして状じよう況きようは把は握あくできていない。

　説明を求めるように勢いよく伶司のほうを振ふり仰あおぐと、きょとんと小首を傾かしげられた。

「なんだ？」

「───じゃねぇ！　説明しろよ。何、どういうこと？　なんでこういう展開になってんの？」

「まぁ…ゲームに則のつとっていうなら、お前の突き抜ぬけた不幸がこのフラグを立てる条件になってたってことじゃないか？」

「いや、ソレもう全然分かんないし……」

　隣となりに立つ男を呆あきれた眼まな差ざしで見み遣やった。

（それにしても───よく似合ってるよな）

　正式の装よそおいをした伶司はよりいっそう見み栄ばえがする。

　ラペルピンやチーフなど、小物を品よくあしらいながらブラックスーツを着こなす姿は、さながらファッション誌から飛び出してきたモデルのようだ。

　そんな伶司は、同じくクルーズに参加する客なのだろう、傍を通りすぎて行く女性たちの視線を一いつ瞬しゆんで搦からめ捕とっていっていた。

　直自身も伶司に見み繕つくろわれて同じような装いをしてきたが、そんな眩まぶしすぎるほど眩しい輝かがやきに較くらべれば、自分など七五三───良く言っても、成人式も同じに思える。

（伶司は『似合ってる』みたいなこと言ってくれてたけど……）

　そんなことをぼんやり考えていると、伶司が口を開いた。

「今日はあそこのホテルが主しゆ催さいする創業記念のクルーズがあるんだよ」

「え？」

　こちらを見下ろす伶司に、三度睫まつ毛げを上下させた。

「あそこのオーナーとは知り合いなんだ。最近までうちの病院にいて、俺が担当医をしてたから。これには前から誘さそわれていたんだが、今日はお前との約束が入っていたから断っていた。でもさっきダメ元で問い合わせてみたら、特別に乗船を許可してもらえたんだよ」

「へ…ぇ」

　あの電話はそういうことだったのか。

（それにしても……）

　伶司は直とのいつでも行けそうな約束のために、このすごい誘いを蹴けっていたわけだ。

「伶司の基準が分からない……」

「なんだ？　それよりもう入場はじまってる。行くぞ」

　伶司に急せき立てられながら、客船ターミナルで手続きをすませて乗船する。

　船内に入る前にふと振り返った先、そこに広がる風景に直は目を見開いた。

「うわぁ…っ」

　思わず漏れた感かん嘆たんに、前を進んでいた伶司もこちらに顔を向けた。

　空が宵よい闇やみのベールを被かぶろうとしている。東の空から藍あい色いろが混ざり始め、まるで水すい彩さい画がのように橙だいだい色いろと溶とけ合っていた。

　遠くに望むビル街の灯あかりは、まるで幾いく万のイルミネーションを飾かざったテーマパークを見ているようで、無む性しように心が躍おどった。

「────展望台からの景色も、こんなに綺き麗れいに見えたのかな……」

　思わずそんな未練がましい呟つぶやきが漏れる。だが、すぐに我に返って、はぐらかすように笑うと、「止まってたら、後がつかえるね」と伶司の背を押して、慌てて船内に乗り込んだ。

　乗船後はホテルのような豪ごう華かなロビーに手荷物をあずけ、伶司と一いつ緒しよに船内を見て回った。

　絢けん爛らんさに彩いろどられた空間を目にするたびに自然と感嘆の息が漏れた。

　船が出港して間もなく、立食式のディナーが整えられたレセプションホールに案内された。

　天てん井じように煌きらめく幾つもの巨きよ大だいシャンデリアのせいか、会場の中は思わず目を眇すがめてしまうほどの眩しい白い光に満ちている。

　ホールを飾るバカラクリスタルに活いけられた幾万本の真しん紅くの薔ば薇らに目を奪うばわれ、前方の舞ぶ台たいで生の演奏家たちによって奏かなでられるゆったりとしたクラシックの音色に心が癒いやされた。

　その後は、伶司と一緒にこの客船を所有するホテルのオーナーに今日の礼を述べに行ったり、見たこともないようなお洒落しやれなオードブルやデザートを堪たん能のうした。

　そのときばかりは昼間の失敗で落ち込んでいた気持ちも忘れて、日常では絶対に味わえない空間を思い切り満まん喫きつした。

「はぁ、楽しかったぁ……！」

　ビンゴゲーム大会で獲かく得とくした新型のゲーム機を両りよう腕うでに抱かかえて、直は興奮で頰ほおを紅潮させながら、心の底からの感想を口にした。

　一通りのイベントに参加し終えて、高こう揚ようする気分とお酒が回った頭を醒さまそうと、伶司に誘われるままにデッキへと出た。そこに人の姿はなく、室内とは違ちがって、波の音とスクリューが水を切る音以外は静せい寂じやくの中に沈しずんでいる。

　火ほ照てった身体からだに冬の夜風が涼すずしかった。

「直、顔上げてみろよ」

「……え？」

　そんなとき、突然かけられた伶司の言葉に促うながされて空を仰ぐ。

　その瞬間、目に飛び込んできた光景にはっと息を吞のんだ。

「なに、これ───すごい綺麗……!!」

　月明かりのない頭上には、大小のダイヤモンドが惜おしみなくちりばめられたかのような幻げん想そう的な星空が広がっている。

　冷たい夜気にいっそう空が澄すんで見えるのか、水平線まで続く天の川の輝きも、微かすかな光をまたたかせる星屑くずの光さえ、全すべてがこの上なく美しいものとして直の目に映った。

「お前に見せてやりたかったんだ。前にここのオーナーがクルーズなら星が綺麗に見えると言っていたから。展望台の景色は駄だ目めになったけど、この星空だってそう悪くはないだろう？」

「そのために、おれをここに誘って……？」

　悪いどころか───、どうしようもなく嬉うれしくなって、直はきゅっと唇くちびるを引き結ぶ。

　景品を足元に置いて、甲かん板ぱんの手て摺すりをきつく握にぎり締しめた。

「……ごめんな、伶司」

　水面の揺ゆらぎを眺ながめながら、直は震ふるえそうになる声を堪こらえて言葉を紡つむいだ。

「今日は……というか、今日も。迷めい惑わくばかりかけて、本当にごめんっ……」

「別に謝ってもらわなきゃいけないことなんてないけどな」

　横目で窺うかがい見た伶司に、緩ゆるやかに首を振る。

「……ううん。おればっかりいい思いしてる。特に今日はさ、おれがその……誘ったのに」

　おずおずと口にすると、伶司が「関係ない」と再度首を横に振った。

「気にしてないって言っただろう。それに俺は、あれはあれで楽しかった」

「え？」

「だってそうだろ？　あんな冗じよう談だんみたいな不幸のクアドラプルコンボ、そうそうお目にかかれないだろ。さすがは安心安定の直クオリティだとむしろ感心してたくらいだ」

「うっわ、ストレートにひどい」

　衝しよう撃げきを受けた顔で伶司を振り仰ぐと、冗談めかして鼻で笑われた。

「大体、俺は別に、謝られたくてこんなことしたわけじゃないんだが？」

　だろう？　と伶司に問いかけられ、目を瞠みはる。しばしして、それはそうだと破顔した。

「今日は本当にありがとう。伶司のおかげで、すごく楽しい一日になった」

　伶司に向き直って、そうにっこりと瞳ひとみを細めて微笑ほほえんだ。

　そうすると、一時して伶司の口くち許もとが少しだけ弛ゆるめられる。

「────お前が楽しいなら、いい。それだけで、俺も充じゆう分ぶん楽しい」

　小さく呟かれた伶司の台詞せりふに、言葉を失った。

　それを耳にした瞬間、自分の中で何か無性に込み上げてくる気持ちがあった。

「伶司…っ───」

　なんと言葉にすればよいのか分からなかった。それでも堪たまらない気持ちになって、気づけば伶司のスーツの裾すそを摑つかんで、その名前を呼んでいた。

　だが、さらに言葉を続けようと直が口を開きかけたときだった。

「三好？」

「……え？」

　不意に背後からかけられた声に振り返る。

「長郷……先せん輩ぱい？」

「やっぱり三好か。後ろ姿でもしかしてって思ったんだけど、まさかこんなところで会えるなんてな！」

　立襟えりのシャツに、ペイズリー柄がらのバロックタイをきっちりと締めたスタイルの長郷が、好意的な笑えみを浮うかべながら近づいてくる。

「───と、そちらはもしかして……桐ヶ谷くん？」

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

　軽い会え釈しやくで応こたえた伶司の声は、事務的でまるで愛あい想そがない。

　もっとも長郷がそれを気にしている様子はないが、直は伶司の昔からの長郷に対する反応を知っているだけに、気になって思わず伶司を見てしまう。

「それにしても、二人はどうしてここに？　この創業記念クルーズの初日は、一いつ般ぱん客きやくじゃなくて、オーナーの意向で組まれた招待客が懇こん親しん会ってことで呼ばれてるって聞いたんだけど」

　そう尋たずねてくる長郷に直は慌あわてて両手を振ふった。

「あの、おれは違います。オーナーさんと知り合いなのは伶司のほうだけで、おれはただ一緒に連れてきてもらっただけなんです」

「ああ、そうなんだ？」

「先輩は……野球関係か、何かですか？」

「俺？　ああ、うん。球団を代表して監かん督とくの付き添そい。まぁ俺たちは客で呼ばれたっていうより、マスコミへの宣伝広告要員みたいなものだけど」

「え？」

「会わなかった？　本命の招待客とは別に結構テレビの中で見るような人たち来てたよ？」

「全然気づかなかったです」

　元々芸能界自体にそれほど興味がないということもあるが、おそらく自分のことだから色気より食い気。食い気よりゲームなので、ビンゴの景品になっていた新型ゲーム機しか目に映っていなかった可能性は十二分にある。

「───それにしても、見違えるな」

「何がですか？」

「その格好。スーツ、よく似合ってるなって。この前、私服で会ったときは昔と全然変わってないように思ったけど、こうして見るとちょっと大人っぽい。はじめ三好かどうかちょっと判断に迷ったくらいだ」

「そう、ですか……？」

　そんなふうに言われると、なんだか照れくさい。

　ちらりと隣となりに立つ伶司のほうを向いてはにかんだ。

　伶司に選んでもらったものだと言おうか迷ったが、目が合った伶司が目め許もとを和やわらげながらも緩く首を振ったように見えたので黙だまっておいた。

「それに───」

　呟いた長郷を見返す。それからはっとなる。

　いつかの、どこか遠くを見る寂さびしげな瞳になっている。

　皆みなまで言われずともはっきり分かった。

（ど、どうしよう。先輩おれ見て、またつらい過去思い出しちゃってる……！）

「先輩っ……」

　おずおずと声をかけると、長郷が小さく肩かたをすくめて「大だい丈じよう夫ぶだ」というように苦く笑しようした。

　それから長郷が、自分の頭の右上のほうに指先を当ててみせる。

「でも三好、惜しい。髪かみに糸くずが絡からんでる」

「えっ？……ど、どこですかっ？」

　慌てて両手で頭を押さえる。言葉で示されるところに手を持っていっては探さぐるが、なかなか落ちてくれない。

「え、えっと」

「違う。ここ───」

　見かねた長郷が手を伸のばしてくる。

　だが、その指先がほんの僅わずかに直の髪を掠かすめたかどうかというところで。

「……え？」

　一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からなかったが、自分の両肩が伶司の両手に摑まれている。

「え……？」

　おもむろに頭上にある伶司の顔を仰あおいで再度問い返すと、伶司がはっと直から身を引いた。

「伶司？」

「いや…。───ほら、ここだろ。気をつけろよ」

　伶司が、直の髪に絡んでいた糸くずを取り払はらう。　>>>♥

「あ、りがと……」

　だが、言って慌てて直は長郷を振り返った。

　目的を失った手を伸ばしたまま固まる長郷に、どう声をかけていいのか分からなくなる。

「……」

「……」

「……」

　三者とも黙り込む状じよう況きように、間ま抜ぬけすぎる『何このどうすればいいの感』が漂ただよう。

（……気まずい）

　本当にどうしようかと、直が急いで新しい話題を模も索さくしているときだった。

　ちょうどレセプションホールの中から、長郷に戻もどってくるよう促うながす声がかけられる。

「悪い。監督に呼ばれてるみたいだから行かないと。それじゃあ、俺はこれで」

「あ、先輩っ……」

「またな。今度会ったときにゆっくり話せるといいな」

　小さく苦笑した長郷が踵きびすを返す。その後ろ姿がレセプションホールの光の中に溶とけ込んでいくのを見送りながら、ぽつりと伶司に呟つぶやいた。

「……先輩。多分、野球とかが原因で、やむを得ず別れなきゃならなかった恋こい人びとがいたんだ」

「は？」

「おれがその人に少し似てるらしくてさ、先輩おれを見ると思い出しちゃうみたい」

　可哀かわい想そうだよな、内ない緒しよだぞ！　と見上げると、伶司がどういう顔なのだそれはと突つっ込みたくなる、萎なえた表情を浮かべている。

「やむを得ず…って、お前の話の通りなら野球を選んで相手と別れたってことだろう？　自分で選んだことを今いま更さら後こう悔かいしている人間のどこが可哀想なんだ……？」

　心底理解できないという顔をしている伶司に、逆にドン引きである。

「や…、でも人間割り切れないことってあるじゃん。失くしてはじめてその存在の大きさに気づくとかってよく聞く話だろ？」

「この件に関して言えば、嫌きらいになったわけでもない恋人を、なんの柵しがらみも感じずに手放すことが困難であろうことくらい別れる前に予想できそうなものだが？」

「そりゃ、そうかもしれないけど……」

「そもそも両想おもいという恵めぐまれた状況にありながら、なぜ一方しか選せん択たくしない？　その時点で本当に相手が大切だったのかも疑問だろう。それに、後こう悔かいした段階でなんらかの対策を講じるならともかく、ただお前に別れた恋人の面おも影かげを見ているだけなんて、それこそ筋違いもいいところだ。お前こそ、どうしてそれを怒おこらないで容認していられる」

「べ、別に怒るとか怒らないとか、そういう話はしてなかっただろっ……！」

　どうしていきなりそういう話になるのだ。

　むしろ、直には伶司が何をそこまで怒っているのかのほうが分からなかった。

「な、なんで伶司は、先輩のことになるとそんなに不ふ機き嫌げんになるんだよ！」

「意見を述べてるだけだ。別に不機嫌になんかなってない」

　噓うそだ。

　だがこれ以上しつこく問とい詰つめたところで藪やぶ蛇へびにしかならない気がする。

　やはり長郷の話は伶司には鬼き門もんなのだ。空気もだいぶ悪くなってしまった。これはもう、どちらにせよ話題を変えてしまう以外はないだろう。

「まぁ……いいけど」

「なんだ？」

　小さく息をついて、ううんと首を振る。

「あのさ、伶司。この船ってあとどれくらいで港に戻る予定？」

　見上げた伶司が、きょとんと目をしばたたかせた。

　それから一いつ拍ぱく置いたあとに告げられる。

「明日あしたの朝だろ？」

　聞き間ま違ちがいかと思える答えに、直は双そう眸ぼうを見開いて、口をあんぐりと開けた。

「これ、ワンナイトクルーズだぞ」

　言わなかったか？───だと。

「言われてねぇし！」







　その内装を目にすれば、大して部屋の種別には詳くわしくもなければ興味もない自分でも、ここがスイートクラスの上級キャビンであることにすぐに気がついた。

　落ち着いたウィステリアの色を基調に揃そろえたファブリックや、唐から草くさ模も様ようの浮ういたシックな壁かべ紙がみ、滑なめらかな曲線を描えがく艶つややかなアンティークの調度品の数々───。

　スペースを効率よく利用した造りの内装はゆったりと広く、リビングの向こう側にある窓の外にはバルコニーが見えた。

　だが、直の意識を最も引き寄せたのは、そのどれでもなく他ほかにあった。

　それを目にしてしまった瞬間から、直はその場でフリーズした。

　部屋の半分をどどんと埋うめてしまうほど存在感のあるアイテム。

　────ワイドダブルのベッドである。

「いや、これは違ちがう！　これはおかしい！」

　ベッドを指差しながら、全力で突っ込みを入れる。

　何事もなかったかのように平然と部屋を横切っていく背中に抗こう議ぎの声を上げるも、伶司が意に介かいする様子はまるでない。

　脱ぬいだスーツの上着がぞんざいにソファの背に投げ掛かけられる。

　そこに悠ゆう然ぜんと足を組んで座った伶司が、頰ほお杖づえをつきながらこちらに視線を向けてきた。

「そんなこと言ったって、仕方がないだろう？　向こうが、もてなせる部屋がワイドダブルのここしかないって言うんだから。大体当日の飛び込みだぞ？　空きがあったことが奇き跡せきだし、こっちから無理に頼たのんでおきながら、ケチなんかつけられるわけがないだろう」

「そりゃ、そうかもしれないけどっ……」

「なんにしても、明日の朝までは戻れないんだ。いい加減腹をくくれよ。むしろ、こんな綺き麗れいな部屋に泊とまれてラッキーくらいに思っておけばいいじゃないか」

　気だるげにそう口にする伶司に、言葉を詰まらせた。

「それともなんだよ？　この部屋で一晩過ごせない、何か不都合な事情でもあるのか？」

　つい、と視線を上げた伶司が、窺うかがうようにこちらを見つめてくる。

　本当に微み塵じんも理由が分からずにそう訊きいてきているのだろうか。

　その、まるで挑ちよう発はつするかのような物言いにむっとなる。

「いいっ……おれ、風ふ呂ろ入ってくる！」

　伶司から顔を背そむけて、足音荒あらく身を翻ひるがえすとバスルームへ飛び込んだ。

　扉とびらを閉め、大理石の壁かべにふらりと凭もたれかかる。

「……はぁ」

　部屋なんて、もっと言えばベッドだって実際は不都合な事情ではない。

　伶司は分かっていない。

　あるいは、分かっていてあんな意地悪な物言いをしてきたのだろうか。

　端たん的てきに言ってしまえば不都合なのは伶司自身だ。伶司と二人きりで夜を過ごさなければならない状況に異常なまでの緊きん張ちようを覚えているのだ。

　あんな───伶司と過あやまちめいたことをしてしまってからこっち、これでも敏びん感かんになっていたつもりだ。

　伶司が意識されると困るみたいなことを言っていたから、家に呼ばれれば気にしていないふりをして平然と上がってはいたが、あの日の失敗の要因と考えれば伶司の家でお酒に手を出すことはできなかったし、泊まるようなこともしていない。

「全く意識しないでなんて、いられるわけないじゃん……」

　思い出すとやはり恥はずかしくて、考えると途と方ほうもない気持ちになってきてしまう。

　それでもあんなことになっても嫌いにはなれなかったし、関係をこじらせたくなかったから今まで通りにしようと頑がん張ばっていた。

　なのに、どうしてあんな煽あおるようなことを言ってくるのだ。

「バカ伶司……」

　こっちの気も知らないで。

「──────って……、実際のバカはおれのほうか」

　ジャグジーつきのお風呂でゆったりとくつろいだあと、気持ちも冷静になって考えてみると、伶司より自分のほうがよっぽどおかしいという結論に達した。

　はじめから何も気にしていない伶司が、自分と一晩同じ部屋で過ごすからといって、特別に何かを意識し出すわけもない。

　船内のブティックで日用雑貨と一いつ緒しよに購こう入にゆうしてきたシャツの上に、備えつけのガウンを羽織ってリビングスペースのソファに腰こしをおろす。

　ぶっすりとした顔で頰杖をつきながら、真っ暗な窓の外を睨にらむように眺ながめた。

（むしゃくしゃする……）

　本人に触ふれられれば間違いなく平静ではいられなくなる話題のくせに、全く気にされていないというのも、それはそれで釈しやく然ぜんとしないのだ。

「あーっ、もうなんなんだよ！　おれ！」

「ほんと急になんなんだよ」

「えっ！　わっ、れ、伶司……クン、じゃない、ですか」

「……『くん』？」

　タオルで頭を拭ぬぐいながら、バスローブ姿でバスルームから出てきた伶司に息を詰める。

　搔かき上げた前まえ髪がみから、まだ拭いきれていない雫しずくが首筋を流れ落ちる。

　ゆったりと纏まとったバスローブの合わせ目から覗のぞく逞たくましい胸むな板いたや鎖さ骨こつが妙みように煽せん情じよう的だった。

　もっと言えば、「ちょっと奥で拭ってこいよ！」と声を高くしたくなるぐらいに全身から色気がダダ漏もれている。

「直？」

「あ…っいや、ううん。なんでも……ない」

　あからさまに顔を背けた直に、訝いぶかしげに眉まゆ根ねが寄せられる。

　伶司がふっと息をついて、直の向かい側の席に腰かけた。

（ど、どうしよう……）

　何か喋しやべらないと不ふ審しんに思われてしまう。

　ぐるぐると話題を探していると、伶司がまたすぐにそこから立ち上がった。

「そういえば、サービスでシャンパンのボトルが差し入れされてきてたけどお前も飲むか？」

「え？　シャンパン……？」

　きょとんと繰くり返して、伶司のほうを見上げた。

　部屋の奥から、ボトルと二つのフルートグラスを手にした伶司が戻もどってくる。

　お酒───。

「おれはいいや。ホールで結構飲んできたし」

「そうか？」

「あ、でも伶司は気にしないで飲んで！　せっかく出してもらってるんだし、勿もつ体たいないよ」

　ボトルを戻そうと踵きびすを返しかけた伶司を呼び止める。

　気き遣づかわせないように小さく微笑ほほえみかけると、頷うなずいた伶司が戻ってくる。

「伶司、着き替がえないの？」

「まだ暑いから嫌いやだ」

「……冷めたらダメじゃん。風か邪ぜ引ひいても知らないよ。伶司っておれにはうるさく言うくせに自分のことはかなり無む頓とん着ちやくだよな」

「部屋は俺のほうが綺麗にしてるけどな」

「『口』でいっぱいの部屋のくせに。……というか、そういう話してるんじゃないから」

　上手に開けられたシャンパンのボトルから、繊せん細さいな泡あわを弾はじけさせる金の液体がグラスの中に注がれる。きらきら輝かがやきながら立ち上る気き泡ほうがまるで星みたいで綺麗だ。

「飲みたくなった？」

「ぜーんぜん。どうぞぼっち酒続けてください」

「……可愛かわいくねーの」

　そう言いながらも軽い笑えみを零こぼしている伶司が、グラスの縁ふちにそっと唇くちびるを寄せる。

　そんな姿がこの風景にばっちり溶とけ込んでしまっているのだから流石さすがである。

「さっき、クンづけされて思い出したんだけど」

「へ？」

　大きく目をしばたたかせると、「名前だよ」と言われて合点がいく。

「昔は直、俺のこと『伶司くん』って呼んでたっけなぁ……とふと思い出したって、まぁそれだけの話なんだけど」

「あれ？　そうだっけ。いつ？」

「よく覚えてないけど、家で一緒になんかの友情ドラマだか友情アニメだかを見ていたら、主人公たちに影えい響きようされたお前が『おれらも明日あしたから呼び捨てにしようぜ！』とかなんとか言い出してそれから」

「え……何その微び妙みような思い出……。恥ずかしいから思い出すなよ……」

　膝ひざに頰杖をつきながら、げんなりとした表情を作ってみせる。

　本当に他人に記き憶おくされている自分の思い出に碌ろくなものがないことを再確かく認にんした。

「でもそっかぁ、伶司とはじめて会ったのが小四のときだから……、もう十六年か」

　指折り数えて、その年月の過ぎる早さに目を丸くする。

「伶司がおれの家の隣となりに引っ越こしてきたんだよな。当初はクラスが違ちがってたからなかなか話せなかったけど、すっごい気になってた。声かけたいなってずっと思ってた」

　当時のことを思い出すと、つい頰ほおが弛ゆるんできた。

「憶おぼえてる？　伶司とはじめて話したときのこと」

「ああ。お前の失くした家の鍵かぎ、一緒に探してやったんだよな。本当にお前らしい経けい緯いだ」

　可お笑かしそうに言う伶司を、「うるさいな」と少しだけ睨みつけた。

「……うん、でもそう。伶司だけが最後まで一緒に探してくれたんだ」

　学校の帰りに友達と家の近くの河原で遊んでいたとき、ふと首から下げていた鍵がなくなっていることに気がついた。遊びは中断され、友達も一緒に探してくれることになった。

　そのときふと、友達のひとりがその傍そばを通りかかった伶司に気づいた。

　なんでもできると噂うわさの転校生で、隣りん人じんで、話してみたいと思いながらも声をかけられずにいた憧あこがれの存在だ。

　伶司が友達の呼びかけに応こたえてこちらにやってくるのを見たとき、本気で息が止まるかと思った。

　友達から事情を聞く伶司の視線がこちらに移されたとき、焦あせりすぎてうまく話せなかった。

　だが、それでも伶司は自分の鍵を一緒に探すと言ってくれた。

「まぁ、結局見つけられなかったんだけどな」

「うん。けど……それも当たり前のオチだったからね」

　苦く笑しようを漏らして、直は小さく肩かたをすくめる。

　見つかるはずもない鍵を探して数時間。どんどん辺りが暗くなる中で、友達は申し訳なさそうにしながらも門限があるからと帰っていった。

　いつまでも残り続ける伶司に、ちょうど帰ろうとしていた友達が気を遣つかって「お前は大だい丈じよう夫ぶなのか」と尋たずねた。そのとき伶司が言ったのだ。

「『俺、三好と家が隣だから一緒に帰るよ』……って」

　思わず笑うと、目の前で伶司が僅わずかに目を逸そらした。

　はじめて会うみたいな態度でいた伶司が、本当は自分のことを知ってくれていたのだと思えば嬉うれしくなった。

　そして捜そう索さくを諦あきらめた帰り道では親に怒おこられると危き惧ぐする直に、伶司は一緒に謝りにまでついてきてくれたのだ。

「おかげでほとんど怒られずに済んだし」

　そのときの安あん堵どがよみがえってきて、ほっと息をついてソファの背に寄りかかる。

「河原まではあったと言い張っていたお前が、体育のときに自ら筆箱に仕し舞まっていたことが判明したときは、さすがに啞あ然ぜんとしたけどな」

　小さく肩をすくませた伶司に、「そう…なんだよね」と苦笑を漏らす。

「だけど、それ以来お前はいつも俺のこと誘さそい出してくれるようになったんだよな」

　それはそうだ。その日から直の中で伶司は大好きな友人になったのだから。

「うん。伶司といるのは落ち着くし、楽しかったから」

　ほんのりと微笑の宿った口くち許もとに、伶司が再びグラスを寄せた。

「……確かに振ふり回されることも多かったけど、面おも白しろいものを見つけてはいつもお前が先に駆かけ出すから、俺の記憶にはお前の背中を追ってた記憶ばかりあるよ」

「───」

「そんなお前をいつも眩まぶしく思っていたんだ」

　僅かに睫まつ毛げを伏ふせた伶司が、懐なつかしそうに口にした。

　どこか遠く、耳の奥で「直、直……」と追いかけてくるような声が聞こえた気がした。

「……そうだとしたら、伶司は結構変わったよね」

「そうか？」

　うん、と軽く顎あごを引いて頷いてみせる。

「おれは伶司の前を歩いていたように感じたことは昔から一度もないけど、今は伶司の背中を見てるなって感じることはあるよ。…というか、どちらかといえば見上げてるって感じかな。どんどんすごくなっていくから、おれのほうが眩しいな……って、いつも思ってる」

　そんな道を歩める伶司を、そんな道を歩くための努力をしてきていない自分が、羨うらやましいなんておこがましいことを思うことこそない。

　けれど、大人になって、子供の頃ころのように目に見える格差なんてほとんどなかった頃とは違って、色々な柵しがらみに縛しばられて、社会的な判断が下って───今は、少しだけその距きよ離りが『遠い』と寂さびしく思えることがあるのは、噓うそではない。

「今日とか……こんなすごいフォローされて、特にそんなこと考えた」

「……っ！　悪い。もしかして……迷めい惑わくだったか？」

　意味を取り違えたのか、はっと目を見開いた伶司が慌あわてたようにソファから腰こしを浮うかした。

　瞬しゆん時じに不安げな表情を浮かべた伶司に苦笑して、首を振る。

「迷惑とか、そんなんじゃなくて。むしろ逆。今日は伶司に楽しんでもらいたくて、かなり頑がん張ばって色々考えたつもりだったから、その分ショックも大きかった。きっとあのまま帰ってたら、多分しばらくは自分の不ふ甲が斐いなさに立ち直れなかったと思うし……」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで話を聞いてくれる伶司に、小さく笑いかける。

「でも、それが吹ふき飛ぶくらい今日は本当に楽しかったからさ。伶司にはそんなふうに気持ちを変えられるくらいのフォローの仕方ができるんだなーって。そういう意味」

「いや……だから、これはたまたま運が良かっただけで───」

「違うよ。こういうクルーズとかフォローの規模の話じゃないんだ。この前の料理の失敗を助けてくれたときだってそう。伶司、おれの失敗したものをどうにかしてくれたじゃん？　分からないけど、きっと新しいものを伶司が作り直してくれただけなら、やっぱりあんな感じではいられなかったと思うし……」

　面めん倒どうでごめんな、と肩をすくめて謝ると、ようやく強こわ張ばっていた伶司の表情がほどけた。

「───お前は気にしてるとか言うけど、俺からしたら、今日はデートがうまくいこうがいくまいが、お前が誘ってくれたってだけで充じゆう分ぶん嬉うれしかったんだよ」

「え……？」

　そんな言葉の選び方に、少しだけ戸と惑まどう。

「お前さ、自分から滅めつ多たに誘ってこないだろう？」

「そ、そうかな……？」

「こないよ。いつも俺が飯も休日も誘ってるからな」

　拗すねたように、伶司が目を眇すがめる。

　はぁ…と大きな溜ため息いきをつかれて、手元のグラスにシャンパンが注つぎ足された。

「前に一度、お前が映画に誘ってくれたこと覚えてるか？」

「えっと…、いつだったかな？」

「おれが研修医になりたての頃。まともに寝ねる時間も取れなかった頃だから、最終的にどうしても都合がつかなくて行けなかったわけだけど」

「あー…」

　言われてみれば、そんなこともあった気がする。最も早はや映画の名前すら覚えていないが。

　手にしたグラスの中を見つめたまま、伶司が続けた。

「どうにか時間を見つけようとしてたら、お前が言ってくれたんだよな」

「……なんて？」

「『お前が観みられないなら、おれもいいや』って」

「え、あっ…や、それは多分、伶司と話題にできなかったらつまんないだろうなーって思ったからなんじゃないかと……」

「ああ。まぁ、そのときもそんなこと言ってたけど」

　ついと睫毛を伏せた伶司が、やがてこちらを見返してくる。

「でもそれからだよな。お前が自分からは誘ってこなくなったの」

「え？　ち、違うよ、それは……！」

　勢いよく顔を上げて、それからふいっと視線を逸そらす。

「………忙いそがしいの、知ってるから……。ちょっとタイミングが摑つかめないだけ……」

　もごもごと、なんとか言葉を紡つむぎ出した。

　平日は朝から晩まで働き通しで、休日だって呼ばれれば病院に駆けつけなければいけない。

　今だって自分のフォローのためにこんな場所につき合わせていて大丈夫なのかと不安になる。

「……そう。まぁ、大方そういうことだとは思ってたけどな」

　嘆たん息そくするように呟つぶやかれる。

「でも、あんまり気にしてくれるなよ」

　そろりと視線を戻もどすと、こちらを真っ直すぐに見つめてくる伶司の眼差しとぶつかった。

　伶司がふっと柔やわらかく表情を綻ほころばせる。

「お前と過ごす時間くらい、ちゃんと作れるから」

　そんな伶司の顔を見て、直は思わず息を吞のんだ。

　時々ある、この瞬しゆん間かんが直は嫌きらいではない。

　冷たささえ感じさせる整いすぎた面おも立だちが、不意に途と轍てつもなく柔らかく弛むときがある。

　まるで蜂はち蜜みつでも舐なめているみたいな甘さで微笑ほほえまれる。

（レアシーンをゲットしてしまった……）

　回収困難なイベントスチルを手に入れたときのような、そんな舞まい上がった気持ちになる。

　頰ほおが熱い。ちゃんと表情を作れているか心配になった。

「あの…。うん……分かった」

　かろうじてそう頷うなずいてみたが、声が少し裏返ってしまったかもしれない。

「それに、『すごい』とか『遠い』とか……、そんなのお前のほうだから」

「は……？」

　唐とう突とつな伶司の台詞せりふに目をしばたたかせる。

　カタ…と卓たく上じようにグラスを戻した伶司が、静かにソファから立ち上がった。

「お前は無む邪じや気きで明るくて、誰だれからも好かれる奴やつだから。……俺はいつも不安になるんだよ」

　ゆっくりと直の座る傍そばまで近づいてきた伶司を、少しだけ上目に見上げる。

「伶司？」

　酔よっているのだろうか、とテーブルの上のグラスとボトルを見たが、たかがグラス二杯はいだ。

　普ふ段だんの伶司から考えれば、この程度の量で酔うわけがない。

「お前は、俺のことだけを見てくれるわけじゃないから」

「え……」

　本当に弱りきったように零こぼされた言葉に、とくんと胸が跳はねた。

　そっと自分の指先を包み込むように取った伶司の手が冷たい。

　そういえば、自分に触ふれるときの伶司の手はいつも冷えているかもしれない。

「あの、伶司、それって……」

　答えを問おうとすると、伶司に遮さえぎられた。

「……直」

　何か途轍もなく大切なものを呼ぶような優やさしい声で名前を呼ばれる。

「れ、伶司……」

　その真剣な面差しに思わず怯ひるんでしまう。

　鋭するどい光を宿す瞳ひとみに見み据すえられて、自分の中の何かが搦からめ捕とられていくような気がした。

　伶司に手を引かれ、そのままソファから引き寄せられる。

　伸のびてきた手が髪かみを梳すくようにして後頭部に回った。

「直…、───」

　伶司の唇くちびるが何か言葉を象かたどった気がした。

　だが、それは音を成す前に、接吻くちづけに溶とけていってしまった。

　時間にすればどれだけだか分からない押し合うだけのキスをして、ゆっくりと離はなれていく。

　自然と涙なみだが浮いて潤うるんでしまう瞳で伶司を見上げた。

「───男は、やっぱり嫌いやか？」

　手ての甲こうで唇を押さえる。問われて、慌てて首を振った。

　嫌ではない。少なくとも伶司に対してそんなことを思ったりはしない。

　だが慣れない感覚に、頼たよりない気持ちになった。

　それと同時に、ぶわりと色々な感情が込み上げてきた。

　戸惑いとか、恥はずかしさとか、ほんの小さな───よろこび、とか。

　何か先ほどまで腹の底で泥なずんでいたものが浚さらわれるような、そんな感覚がした。

　本当は、以前触れられたときからずっと伶司を意識していたのかもしれない。

　あの日から、やはり少しずつ伶司に対する気持ちが変わっていた。

　いつものことと思っていた優しさが、途と端たんに特別なものに感じるようになっていた。

　気にするなと言われて寂さびしくて、今思えば、伶司をあの日に引き戻したくて無意識に気を引くようなこともしていたかもしれない。

（もう一度、触れてみたい───）

　だから、ちゃんと聞かせて欲しい。

「あのときしたことは、本当にただの『悪ノリ』だった……？」

　震ふるえる声でそれだけ問うた直に、伶司が緩ゆるやかに双そう眸ぼうを見開いていく。

　それから一時して、困ったように微笑まれた。

「……確信犯だ」







　電気を落としたキャビンには、相手の表情を確かめるだけならば充じゆう分ぶんなほどに明るい月明かりが射さし込んでくる。

　海を見るために開けていたカーテンを閉めて欲しいと頼たのんだが、伶司は「誰にも覗のぞかれたりしない」と小さく笑っただけで聞き届けてはくれなかった。

　伶司に導かれて、滑なめらかな触さわり心ごこ地ちがする柔らかなベッドに横たえられる。

　こういうときどうしていればいいのか分からなくて、落ち着かなかった。

「れ…伶司……？」

　不安で呼べば、一時だけどこかへと離れていた伶司が戻ってきて、一いつ緒しよの布ふ団とんの中に潜もぐり込んでくる。上に覆おおい被かぶさるようにされて、軽く額にキスをされた。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　それだけ言って微笑むと、今度は頰にこめかみに首筋に、と優しく唇を落とされた。

　そんなふうに言われると、本当に大丈夫なような気がしてしまうから怖こわい。

「直、口開けて。舌入れてキスしたい」

「えっ…？　ぁ……んっ……」

　まだ寄せられる舌を自然に受け入れられなくて、伶司がわざわざ下した唇くちびるを引いてくれる。

　宣言通り咥こう内ないに潜り込んできた舌に、やや戸と惑まどいつつも、この前教えてもらったようにそっと舌先を前に出した。

　そうするとふっと嬉うれしそうに伶司の瞳が細められるのが見えた。

　シャンパンの味がする。徐じよ々じよに絡からまってくる伶司の舌が、褒ほめてくれるように直の舌に表面を擦こすり合わせてくる。

「ん…ふ…ぅ、ん……」

　それが想像以上に幸せで、次し第だいに深まっていく接吻づけに自分からも応じていく。

　歯列を辿たどられ、口こう蓋がいを突つかれると、否いや応おうなしに腰こしが震えた。

「はぁ…っ」

　一番敏びん感かんな場所に響ひびいた刺し激げきに、思わずか細い悲鳴が上がってしまう。

　そっと離れた伶司が、布団に潜らせた手で直の下か肢しに触れてくる。

「感じてる」

　硬かたさを確かめるように布ぬの越ごしに指先を滑すべらせる伶司がうっそりと笑う。

　そんな指し摘てきが恥ずかしくて、両手で上気した顔を覆って身を捩よじる。だがすぐに「駄だ目めだ」と呟いた伶司に、腕うでを捉とらえられて顔の横で縫ぬいとめられてしまう。

「隠かくすなよ。全部見たいんだから」

「……いやだ。また『キスだけで』って意地悪言うだろ」

　ふいっと顔を横に逸そらすと、伶司が破顔する。

「この前のこと気にしてたのか？」

「伶司…こういうことするとき、少し意地悪になるじゃん……」

　そう非難を口にすると、頰に軽くキスを落とされた。

「優しくする」

　驚おどろいて反射的に見返すと、穏おだやかながら真しん剣けんな眼まな差ざしで、伶司が自分を見下ろしている。

　そっと髪を撫なで梳かれ、微笑まれる。

「今日は思いきり甘やかす。お前に俺がはじめてでよかったって思ってもらえるように」

　そんな、言葉だけでもめいっぱい甘い台詞を告げられて、胸がきゅっと締しめつけられる。

　まだ自分の中に戸惑う気持ちがある。

　けれど、嬉しかった。今、途と方ほうもなく『伶司が欲しい』と思った自分がいた。

「うん…。おれ、伶司のこと信じる……」

　伸ばした腕を伶司の首に絡めて、精せい一いつ杯ぱい泣きそうになるのを堪こらえた。

　抱だき寄せてくる力強い腕に身を委ゆだねて、再び何度も唇を合わせた。

　ガウンの帯を解かれ、着ているものを脱ぬがされ、素す肌はだを重ねて相手の熱を確かめ合う。

「───ひぁっ……」

　くすぐったい愛あい撫ぶに、思わず喉のどを反らす。鼻から抜ぬけるような声がやけに高く響いた。

　仰あお向むけにされ、身体からだの線を辿るように足のつけ根から細ほそ腰ごしにかけて伶司の指先が滑る。

　胸の辺りを彷徨さまよいはじめた掌てのひらが、直の立ち上がる胸の尖とがりを爪つめで掠かすめ、その芯しんを外して周囲だけを焦じらすように指先で円を描えがく。

「はぁ…っう、ん」

「直、可愛かわいい」

　耳じ朶だにたっぷりと吐と息いきを含ふくんだ甘い囁ささやきを流し込まれ、直は大きく首を振ふって否定した。

　今度は片方の尖りを指で転がすようにされ、もう一方に潰つぶすように舌を這はわされる。

「やあ…っ、伶司……！」

　伶司の髪に指先を沈しずみ込ませながら、身体の芯にまで響いてくるような刺激にびくびくと身体を震わせる。

　そこばかりを重点的に責めてくる伶司にもどかしさを覚える。こういうときどう言葉にすれば応こたえてもらえるのか分からなくて、ただきつく指先に力を込めることしかできない。

「あ…っ、や…も、そこいい……っ」

　舌先で小刻みに根元を擽くすぐられ、時折歯先を立てられる。

　腰の奥にわだかまる熱が苦しくて、無意識に膝ひざを擦り合わせてしまう。

　そんな直の反応を上目に眺ながめながら、伶司が小さく笑う。

　胸に這わせていた手がようやく下方へと移動されてきた。

「ああっ……」

「直。して欲しいことがあるなら言っていいんだぞ？」

「ん、ぁ…っ、そ…なの分かんなっ……」

　太ふと腿ももの裏や下腹部にただ掌を滑らせるだけで、直の情じよう欲よくを煽あおるように焦じらしてくる伶司にふるふると首を振る。

「甘やかすって言ったんだ。もっとお前の望むことを言ってきてもいいんだからな」

　そう穏やかな口調で言った伶司が、直の閉じた脚あしを左右に割り広げる。

　身体を下にずらした伶司が、悠ゆう々ゆうと太腿を抱かかえ上げ自らの肩かたに担かつぎ上げた。

「え…、ちょ…ちょっと待って……っ」

　そんなふうにされてしまえば、全すべてが伶司の前に晒さらされてしまう。大きく開かれたそこには隠していた熱情が蜜みつを垂らして揺ゆれている。　>>>♥

「いや、だ……見るなよ……」

「……どうして？　俺はもっと直のやらしい姿が見たい。お前が今全部俺のものになってるって感じたいんだけど」

「…っ、そんなこと言う伶司もいやだ！」

　こういうときの伶司はやはり意地悪だ。堪たまらなく恥はずかしくて、形だけの拳こぶしでその肩を打つ。

　だけど、嫌いやだと怒りながら、本当は嬉しかった。

　どのぐらいなのかなんて分からないけれど、不思議と自分は今もの凄すごく愛されているんじゃないかと思えて泣きたくなった。

「ん…っ、あ…ぁっ……」

　伶司の大きな掌が直の前をやんわりと包み込む。

　先せん端たんを指先でくじるようにされながら、溢あふれ出す蜜を全体に広げるように上下に扱しごかれた。

　全身の末まつ端たんにまで、甘あま酸ずっぱい刺激が駆かけ巡めぐる。腰が跳はね上がり、膝ががくがくと揺れた。

「ああ、だめ……あ、あ、はあ…っ……」

　追い上げるようにされ、思考が真っ白に染まったと思うと、あとは一いつ瞬しゆんだった。

「…っ────」

　声も出せないほどに意識が突き抜け、ただ胸を大きく上下させた。

「直……？」

　静かにかけられた声に、気だるく視線だけをそちらに向ける。

　自分を見下ろす伶司の眼差しがどこまでも優やさしい。伸のびてきた掌が直の髪かみを撫で、滑るように頰ほおの輪りん郭かくを辿っていく。

「れぇ…じ……」

　か細く呼ぶと、愛いとおしげに額にキスを落とされた。

　それから伶司は、直が自分の腹に吐はき出した白はく濁だくを指に搦からめ捕とると、直の後ろの窄つぼまりにそれを塗ぬり込むように触ふれてくる。

「い…やぁ……」

　そんなところをなぜと問いたいのに、まだ達した余よ韻いんでうまく口を開くことができない。

「あっ……」

　伶司が少しだけ身を起こしてナイトチェストに手を伸ばす。その取り寄せた中身を一度手に出して揉もみ込むようにすると、今度も直の後ろに滴したたらせてきた。

「な…なに……？」

　とろりとした得体の知れないものに、身体が強こわ張ばる。

「大丈夫だ。ボディーローションだから。さっき洗面台のところから借りてきておいた」

「なんで……？　何に使うの……？」

　恐おそる恐おそる尋たずねると、一瞬動きを止めた伶司が、やがて額を押さえた。

「……そうか、だよな。ごめん。先に言っておくべきだった」

　身を起こした伶司が、僅わずかに気まずげな顔をして口を開いた。

「今からここで、お前と繫つながりたいんだけど……いいか？」

「え……？」

　ここ、と示された、先ほどたっぷりとローションを垂らしかけられた場所に直は凍こおりつく。

「つ、繫がるって……」

　皆みなまでは言われなかったが、この状じよう況きよう下で大方のことは理解できた。

「で、でも……あの…でも……」

　どうしたらいいのか分からなくて、想像するだけで怖こわくなる状況に身を硬くする。

　だが、見上げる少しつらそうな伶司の表情に、さりげなく、本当にさりげなく一瞬だけ見た彼自身の状況に、ごくりと喉を上下させる。

　伶司が艶つや混じりの息を漏もらして、そっと直の髪を撫で梳すいた。

「……ごめん。けど俺───」

「あ…の。い、いいよ……っ」

　伶司の瞳ひとみが緩ゆるやかに見開かれていく。

　直はきゅっと汗あせばむ掌を握にぎり締めて、目をきつく閉じた。

「いいよ……おれ。伶司のこと信じるって言った。あ、甘やかしてくれるんだろ……？」

「───」

「じゃあ、……いいよ？」

「直……！」

　その瞬しゆん間かん、伶司がきつくきつく自分を抱き締めてくる。少し汗ばんだその背におずおずと腕を回し返して受けとめる。

　少しも怖くないと言えば噓うそになるが、不思議と不安感はなかった。

　伶司なら大だい丈じよう夫ぶだという確信があった。

（伶司とするなら、きっと気持ちいい……）

　やがて、細かい襞ひだを割るようにして、奥の窄まりにたっぷりと濡ぬれた伶司の中指が潜もぐり込んできた。

「んあ、あ……っ」

　まずは入り口から。そのうち中が馴な染じんでくるのを見計らって、ほぐすような動きでさらに深くまで侵しん入にゆうし、愛撫をしてくる。

「あ…ああ……」

「直、ちゃんと息をしてろよ」

　そう言いながらも内側を搔かき混ぜる指に、直は無理だと狂くるったように首を左右に振り乱みだした。

　だが、呼び起こされる感覚は痛みではない。むず痒がゆいような甘い痺しびれだ。

　引き攣つれるような内ない壁へきに広がっていく熱が、次し第だいに直の声を上ずったものに変えていく。

「あ…ああ、それ……や、ぁ……」

　自分の内側に異物が入り込む違い和わ感かんも、それだけではなくなっていくにつれて自発的に奥へと導くような動きをはじめる。

　いつの間にか一本から二本に増やされた指が、押し広げるように動いて中を刺し激げきする。

「伶司……伶司……」

　縋すがるように腕うでを摑つかむと、伶司が愛おしげに笑ってくれた。

「……直。今から一番いいところを教えてやるから」

「え……？」

「『前ぜん立りつ腺せん』だよ。男が中で一番気持ちよくなれる場所だ」

　そう囁ささやかれた瞬間、潜り込んできた伶司の指先がピンポイントにその場所を押し上げる。

「あああ……っ！」

　目の前に白い火花が散る。胸を反り返し、直は爪つま先さきを丸めて仰のけ反った。

　迷いすらないその手つきに、さすがは医者だと感心している暇ひまはなかった。

「あっあっ…やぁ、そこ、あ…い…ぁ…っ」

　何度も何度もそこを突つかれ、本気で気が狂うかと思うほどの刺激を与あたえられた。

　身体からだも頭も心も、乱れてぐずぐずに溶とけていく感覚が怖くて、ただひたすら目の前の伶司にしがみついた。

　ゆっくりと身を屈かがめてきた伶司が、直の耳元で優しく囁く。

「すごく、ひくついてる。ここ気持ちいい？　感じるのか？」

「あっ、ん！　れぇ…じ……っ、も…おれ無理……っ」

「分かった」

　助けて、と手を伸ばせば、伶司は望みのままにしてくれるという言葉通りに応こたえてくれた。

　奥に燻くすぶる熱も、疼うずきも、自分を昂たかぶらせるもの全てを今すぐ治めて欲しい────。

「あ……っ」

　不意に中にあった指が引き抜ぬかれる。だが、そこにはすぐに指よりも太くて、遥はるかに熱いものが押し当てられた。

「は、あぁん……っ」

　強ごう引いんに肉壁へきの中を突き進まれる衝しよう撃げきに、直は身を震ふるわせる。

　挿そう入にゆうする痛みは丹たん念ねんにほぐされていたせいか、ほとんど感じなかった。

　そのとき不意に、伶司が溜ため息いきをつくような微び笑しようを零こぼした。

「れ…ぃ、じ……？」

「こういう直を、ずっと見たいと思ってたんだ───」

（……え？）

　どこか泣き出しそうな表情で自分を見下ろしてくる伶司に、息を詰つめる。

「こんなに幸せな気持ちが存在するなんて、今まで知らなかった……」

「伶司……」

　そんな表情に胸が甘く窄まった。優しく髪を撫なでられて、思わず涙なみだが浮ういてきた。

　めいっぱい蕩とろかされたそこは、物もの欲ほしげな動きで伶司の屹きつ立りつを全すべて飲み込むと、突き上げられる未知の享きよう楽らくを求めて収縮を繰くり返していた。　>>>♥

「伶司っ……」

　快感に歪ゆがむ濡れた瞳を向けると、分かっているとばかりに微笑した伶司が、力強く腰こしを進めてきた。

「ああ…っ、んぅ…っ……」

　硬かたくて太いそれが、甘ったるい熱で中をぐずぐずと搔き回す。

「あっ…あ、やぁ…、あ……っ」

　弱点を穿うがたれるごとに、徐じよ々じよに頭の中が真っ白に染まっていく。

　先せん端たんが内壁を擦こすり上げるたび、身体の芯しんに細かな電流が走った。

　まるで、自分が自分でいられなくなってくるみたいだった。

「や、伶司…くるしっ……」

　思わず泣き言が漏れると、伶司が宥なだめるように啄ついばむキスをしてくれた。

　接吻くちづけに夢中になっている間だけは、慣れない抽ちゆう挿そうの感覚も朧おぼろに薄うすれる。

　幸福感だけが、胸をいっぱいに満たしてくれる。

　だがそれも束つかの間のことで、大きく腰をグラインドされた瞬間、伶司が深くまで潜り込んでくる。

「ひゃあ……っ」

　最奥を貫つらぬかれ、その凄すさまじい衝撃に直は涙を飛ばして首を振ふった。

「悪い、痛くしたか？」

「だいじょ、ぶ……」

　酷ひどくしたと思ったのか、伶司の腰の動きが弱まり、搔き混ぜるだけのゆったりとした動作に変わる。

　そんなもどかしささえ感じるその丹念な動きに、ぐずぐずと弱火にかけられているような疼きと甘さが、伶司のものが埋うめられている場所から全身に波は紋もんしていく。

　優やさしい気持ちが触ふれ合った肌はだを通して伝わってくる。

「きもちい……伶司。もう…動いて、いいよ……」

　熱に浮かされるようにそれだけ口にすると、伶司に身を任せた。

　やがて再び速さのついてくる律動に、されるがままに揺ゆさぶられる。

　次第に中で伶司のものが暴れ出す感覚に、再び意識が追い上げられていく。

「あ、あっ…あっ……」

　蹂じゆう躙りんし、絶ぜつ妙みようなタイミングで敏びん感かんな場所をこそぐように擦り上げられる。

　快楽の波に意識を攫さらわれ、熱く脈打つそれに翻ほん弄ろうされていく。

「直、これは、どうだ……？　好きか？」

「んっ、いい…いいっ────」

　問われ、狂ったように頷うなずいた。

　強い腰使いに圧あつ倒とうされる。眉まゆ根ねを寄せて、とどめきれない高い声を上げる。

　後こう孔こうの粘ねん膜まくが限界まで広げられ、中に埋まったものが抜き差しされるたびに粘ねばる淫いん猥わいな水音が響ひびいた。

　苦しい。そして、それ以上に気持ちがよかった。

「んあ、ぁ…っ、これ、すきっ……」

　びくびくと腰を震わせ、足の爪先を力ませる。背筋がぐっと反り返った。

　打ちつけられるその動きに合わせて、直は声を上げて伶司に縋すがりつく。

「ああ、ああっ、れい、じ……っ」

「直っ……」

　名前を呼びながら抱だき締しめてくれる腕が温かくて優しい。

　繫つながりを何度も繰り返し、抜いては深く収められて、その甘さに酔よいしれる。

　この世にこんな幸福な瞬間があるものなのかとふわふわとした愛いとおしさの中で胸を熱くさせながら、直もまた同じ極きわまりを目指して、その背中を強く強く抱き締め返した。




　乱れたシーツの上に揺れる朝の光をぼんやりと眺ながめながら、直は柔やわらかく髪かみを梳すかれる心ここ地ち好よさにまどろんでいた。

　だが、その手が不意に離はなれていく。

　微かすかなベッドの軋きしみを残して、隣となりから伶司が立ち上がったのが分かった。

　急に不安感が胸に募つのり、気だるい身体を動かして、伶司が床ゆかから拾い上げて纏まとったバスローブの端はしを慌あわてて摑んだ。

　驚おどろいたように振り返った伶司が、しばらくして緩ゆるい微笑みを零した。

「起こしたか？」

「……どこ行くの？」

　上目に尋たずねると、小首を傾かしげた伶司が、僅わずかに身を屈めてこめかみに軽く接吻づけてくる。

「風ふ呂ろにお湯を張ってくるだけだ」

「……いいよ、行かなくて」

　なんとなく昨夜からの余よ韻いんが抜けなくて、束の間でも一人にされるのが心細かった。

　困ったように、けれど決して迷めい惑わくではないといったような笑えみを浮かべて、再びベッドの縁ふちに腰を下ろした伶司が、直のはだけたガウンの襟えり元もとを整えてくれる。

「駄だ目めだろ」

「なんで……？」

「昨日、俺が歯止めを掛かけられなくて無理させたから」

　そう静かに言った伶司に、下腹部を軽く押さえられる。

「んっ……」

　思わず反応してしまうその意味に、ようやく合点がいく。

「すぐ戻もどってくる。入れてやるから、一いつ緒しよに入ろう。入港まではまだ時間があるから、上がったら少し寝ねて、朝食は部屋で食べられるようにしてもらえばいい。せっかくだからバルコニーに出て食べるのもいいかもな」

　やんわりと目め許もとを和やわらげた伶司に、そっと指の背で頰ほおを撫でられる。

　小さく頷くと、ふっと軽く息をつかれた。

「お前はこうやって、一度手を引いてやればよかったんだな……」

「……？」

「興味がなかったというより、分からなかっただけなのか。なんにしても、他ほかの奴やつに先を越こされなくてよかった」

　伶司が何を言っているのかいまいちよく理解できなかったが、急に襲おそってきた睡すい魔まにもう何も考えたくなくて、目ま蓋ぶたを伏ふせてベッドに横たわる。

　軽く自分を撫でて離れていく伶司の後ろ姿を薄うす目めに映しながら、そのあとはもうまどろみの中に沈しずんでいくだけだった。
















「はぁ…」

　先週は濃こい週末を過ごしてしまった。

　伶司とデートの約束をしていて、その予定が全てお釈しや迦かになって、かと思えば豪ごう華かクルージングでパーティを楽しんで───、で。

　その後のことは思い出したら顔から火が噴ふき出しそうだ。

（色々衝撃的だったけど……。でも、気持ちよかったな……）

　ひたすらに優しく触れられて、甘く甘く全身を蕩とろかされた。

　何より、あんなにも近くに他人の熱を感じたことがはじめてだった。

「～～～だぁッ、もう昼間っから何考えてんだよ、おれ！」

「ほんと何考えてんだ！　うっせぇぞ、三好！　仕事しろ仕事！」

　同部署のデスクのあちこちから先せん輩ぱいたちのブーイングが飛んでくる。

「うあ……すみません」

　本当に職務中に何を考えている、である。

「おい三好、この前頼たのんでた雑誌用の原げん稿こう書けてるか？」

「あ、はい。書けました！　今データで送りますね」

「三好、こっちのは？」

「あれ、もう渡わたしてますよね？　確かく認にんしてみてください」

　てきぱきとこなしたものを配っていると、前の席に座る先輩社員に信じられないという眼まな差ざしを向けられていた。

「なんですか？」

「三好が、変だ……」

「失礼ですね。いつも通りですよ」

「いや、いつも『ちょっと待ってくださーい』がデフォのお前が、行動早すぎる。何、お前。なんなの？　誰だれなの？」

「いや……それこそおれのことなんだと思ってたんですか……」

　自身の他者評価がどの程度のものかを知ったところで、席につき直す。

　そのとき、上司から「三好ー」と呼ばれた。

「シナリオ読んだ。今のところは大だい丈じよう夫ぶそうだな。このあともこの調子が続けばいいが」

「頑がん張ばります！」

　小さくガッツポーズをする。

　順調だ。人生のうちで今が一番そうなんじゃないかと思えるほど、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった。

　先輩に『行動が早い』と言われたが、あながち冗じよう談だんでもない。

　ここ最近妙みように意い欲よく的なのだ。

（これも伶司のおかげなのかなぁ……）

　あのあと、ワンナイトクルーズから下船した伶司は、途と端たんにまるで見計らったかのようにかかってきた呼び出し電話によってすぐに病院へ向かわなくてはならなくなった。

　そして、それ以降うまく予定が嚙かみ合わなくて会えていない。

（でも、今週頑張れば、週末は空いてるって言ってたもんな）

　考えると自然と頰が弛ゆるんでくる。頑張ろうと思えてくる。

　伶司とのことは未いまだに戸と惑まどうこともあるが、こんなふうに相手を想おもうだけで幸せな気分になれる自分を否定したくない。できれば今はそう思う気持ちを大切にしたい。

（伶司、今何してるのかな……）

　軽い溜ため息いきをついたところで「仕事、仕事」とまたも逸それがちな意識を引き戻す。

「そういえば、恋れん愛あいゲームをやるたびに思うけどさ」

　向かいで先ほどの先輩社員が不意に呟つぶやいた。

「なんとなくでも、攻こう略りやく相手がはじめからこっちに好意的に接してくれるのって、やっぱりやりやすいよな。現実じゃこうはうまくいかないっていうか」

　そんな台詞せりふを聞いて、直は思わず手元の資料から顔を上げる。

（……いや、伶司のはそういうんじゃないよな）

　伶司と自分にはそもそも『幼おさな馴な染じみ』という現実のバックグラウンドがあるわけで、なんとなくでできあがった好意とは違ちがうはずだ。

「まぁなんにしても、相手に『好き』って言わせないことには、どれだけはじめに好意を持たれていそうでも、最後の最後であっさり奈な落らくにつき落とされるわけだけど」

「え……？」

　つい聞き返した直に、パソコンとパソコンの狭はざ間まから覗のぞく先輩社員が「そうだろ？　そういうゲームなんだから」とあっけらかんと言い放った。

（『好き』……？）

　そう考えて、口くち許もとに手をやる。

（おれ、伶司に『好き』って言われたことあったっけ……？）

　眉み間けんに力を込めて思い出そうとしてみるが、デート中も情事中もそんなこと一度も言われたことはない気がする。

　不意に伶司が言った言葉を思い出した。

　─────俺に『好きだ』って言わせてみろよ。

　一いち抹まつの不安が胸をよぎる。

　伶司は自分を好きだということで合っているはずだ。シミュレーションではきっとない。

「……まさか、ね」

　だが、それならそれで一度ちゃんと気持ちを確かめておきたい気がする。

（今度会ったときに訊きいてみてもいいかな……）

　ひとまず今はそれで納なつ得とくして、三度目の正直で今度こそ仕事に集中した。







　そんな、待ちに待った週末。伶司と最後までしてしまってからはじめて会う約束の日だ。

　ものすごく緊きん張ちようするし、このままＵターンして帰ってしまいたい衝しよう動どうに駆かられないわけでもなかったが、やはり本心は顔を見たいと思ってしまう。

「どうぞ」

　インターホンを鳴らして待っていると、開いたドアの隙間から伶司の顔が覗のぞく。

　直を見ると、その顔がはにかむような笑えみを浮うかべた。

　中に招かれて入ると、いつも平然と上がっていた部屋が妙に落ち着かない空間に思えた。

「なんか、久しぶりな感じがする。前だってこんな調子でしか会ってなかったのにさ」

「まぁな」

　関係が進展すると、こんなにも色んなものが違って見えるものだろうか。

　コーヒーを淹いれてくれるという伶司に礼を言って、直の定位置であるソファに腰こしかける。

「伶司は……その、一週間忙いそがしかった？」

「ん？　まぁ、そうだな。いつも通りって感じか」

「そっかぁ……。あんまり無理すんなよ」

「ああ」

　キッチンのほうから香こうばしいコーヒーの匂においがしてきて、少しだけ肩かたから力が抜ぬけた。

「お前は？　シナリオ進んでるのか？」

　湯気の立ち上るマグを二つ手にして戻もどって来た伶司に頷うなずく。

　手て渡わたされるそれを両手で受け取って、外から来たばかりで冷えた掌てのひらを温めた。

「お陰かげさまで。まだ詰つめなきゃいけないところは色々あるけど、いいペースで書けてると思う」

「そうか。よかったな」

「うん、伶司のおかげ。ありがとう」

　立ったままでいる伶司を見上げてにっこりと笑う。

　座れば？　と促うながすように自分の隣となりを軽く叩たたいて示すと、上から伸のびてきた掌に髪かみをくしゃくしゃと搔かき回された。

　そのときシナリオといえば、と思い出す。好きとかそうじゃないとか……、ここ数日ずっと気になっていた疑問をここで訊いてみようかと、直は喉のどを一つ上下させる。

「あ、のさ……伶司！」

　そのときだった。ダイニングの丸テーブルのうえで伶司の携けい帯たいが震ふるえ出した。

「……悪い。多分病院からだ」

「あ、うん。出て出て」

　慌あわてて電話に応答する伶司をソファから眺ながめて、少しだけ残念な気分になる。

　仕事なのに『残念』ってなんだと思い直して、首を大きく左右に振ふった。

「ごめん直、ちょっと出ないといけなくなった。でも、別に診しん察さつとか手術とかそういう用事じゃないからすぐ戻って来られると思う。お前、どうする？」

「えっと……」

「帰ってきたとき、いてくれるなら嬉うれしいけど」

　そんなことを言われたら、こちらだって嬉しくなってきてしまうではないか。

　直は頷いて「じゃあ、待ってる」と答えた。

　伶司が出ていくのを玄げん関かんで見送ってから、戻ってきたソファに倒たおれ込む。

「……前は『じゃあ、今日は帰ろうかな』だったのにさ」

　クッションに顔を押しつけて、言葉にしがたい気持ちに唸うなり声を上げた。

　なんとはなしにテレビを眺めたり、持ってきたゲームをやったり、部屋中至るところに積み上がったニヤニヤマークの段ボールに目や鼻を書き込んでやったりしながら時間を潰つぶした。

　こんなに何度も時計を確認しなければならなくなるならば、いつ頃ごろ帰れそうかだけでも聞いておけばよかった。

　そんなことを思ったちょうどそのとき、見計らったように直の携帯が震え出した。

　伶司だ。飛びつくように応答すると、聞き慣れた声が流れてきてほっとする。

　だが──。

「───え？　戻れなくなった……？」

『悪い。こっちに来たら、なんだかんだとヘルプを頼たのまれて抜けられなくなったんだ』

「そ、そうなんだ……」

『すまない。待っててくれとか言ったのは俺なのに。今度埋うめ合わせはするから』

「いいよ別に。しょうがないじゃん、大事な仕事なんだし。頑張ってこいよ」

『ごめん。それで、ダイニングにチェストがあるだろう？　その一番上の引き出しに───』

　と、そのとき電話口の向こうから伶司を呼びつける声が聞こえてきた。

　何か資料を寄よ越こすように言っているみたいで、直との電話を中断した伶司がそれに応じる。

『それならこっちに……、ってああ、悪い！　家に置いてきたみたいだ』

　小さく舌打ちをした伶司が相手と話を続け、少ししてこちらの会話に戻ってくる。

『悪い、直。えっと…そう。一番上の引き出しに合い鍵かぎが入ってるから、それで出てくれないか？　返すのはまた今度でいいから、そのまま持っていってくれ』

「え、あのっ……」

『じゃあ、そういうことだから。ほんとにごめんな』

　電話の奥から再び伶司を呼ぶ声がした。慌てたように『それじゃ、また』と一方的に通話が切り上げられる。

　まるで台風のような電話だった。

　ツーツーという無機質な音を聞きながら、直はなんとも言いがたい複雑な気持ちになる。

「───だから……しょうがないじゃん」

　帰ろう、とソファの隅すみに丸めて置いたスタジャンを着て、合い鍵を探さぐりに立った。

　チェストの中から合い鍵を見つけて身を返すと、ふとダイニングの丸テーブルの上にＡ４サイズの封ふう筒とうが置かれているのを見つけた。

「これって……」

　手に取ると、下部に伶司の勤め先である病院の名前が書いてある。

　電話から聞こえた、伶司が忘れた資料とはこれのことだろうか。

　喉をこくんと鳴らす。

「と、届けていいかな……」

　いや、勝手に持ち出さないほうがいいのかもしれない。でも───。

「困ってたみたいだし……」

　渡わたして、すぐ帰るだけだ。

　そう思ったら、気がついたときには足が勝手に病院へと向かっていた。

　訪おとずれた病院は、休日診しん療りようを受け付けているだけあって、さすがに人の姿が多かった。

　いつもここで伶司が仕事をしているのかと思うと、病院内も少しだけ新しん鮮せんに思える。

　どこに行けば伶司に会えるだろうかと受付の辺りをうろうろとした。

「あ」

　そんなとき、ふと振り返った先で伶司の姿を見つけた。

　医者だと知ってはいても、普ふ段だん見ることのない伶司の白衣姿に少しだけ感動した。

　だが、それと同時に、どうしても声をかけることができなくなってしまった。

　そのうちに伶司は、傍そばの看護師たちに何か指示を出して、隣に立つ他の医師たちと何かを確かく認にんし合いながら足早に奥へと姿を消していってしまう。

　余よ裕ゆうのある状じよう況きようには見えなかったし、何より──呼び止める勇気が出なかった。

　医い療りようの現場で真しん剣けんに働いている相手のところに、浮うわついた気持ちで来てしまったことが今いま更さらながらに恥はずかしく思えてきた。

（帰ろう……）

　傍のナースステーションに預ければ渡してもらえるだろうと、伶司の名前を出して受付の看護師に封筒を差し出す。

「桐ヶ谷先生へですか」

　どこか疑いを孕はらんだ視線を向けられて戸と惑まどう。

「あ、はい。家に忘れて行ってしまったみたいで……」

「───あの…失礼ですが、もしかして先生の弟さんとかでいらっしゃいますか？」

　弟、と言われて絶句する。

「あ……、いえ。そういうんじゃないですけど。ゆ……友人です！」

　はぁ、と頷いた看護師の視線が、再び邪じや推すいの眼まな差ざしに変わる。

　その視線がしっかりと、直の胸むな元もとの『予定不調和は世の常』の文字に注がれている。

　不ふ審しん者を見る、というよりも、まるで「本当にあの桐ヶ谷伶司の友人なのか」と値ね踏ぶみするような不ぶ躾しつけな目でじろじろと見られて、少しだけ萎縮した気持ちになった。

「……承知しました。しばらくお待ちください」

　ひとまず手続きを進めてくれるようでほっとしていると、ナースステーションにちょうど戻ってきた他の看護師たちが、伶司の名前を出して話しているのが少しだけ耳に届いてきた。

「ねぇ、聞いてよ。院長のお嬢じようさん、今日もまた桐ヶ谷先生のところに来てたのよ」

「うそ。やぁよね。院長の娘むすめだからって邪じや険けんにされるはずがないのを利用してるんだから」

「でも実際美人だからお似合いなのよね。今度お見合いするって噂うわさもあるし……」

（え？）

　黙だまってそんな話を聞いていたが、思わずその話に反応して顔を上げてしまう。

「お見合い……？」

　思わずそう呟つぶやくと、受付で手続きをしていた看護師がはっと後ろを振り返った。

　慌てて彼女たちに私語を慎つつしむように注意がかけられる。そこに再び静せい寂じやくが戻ってきた。

「あの…、申し訳ありません」

　気まずげに愛あい想そ笑いをして誤ご魔ま化かそうとするその看護師に見送られて、受付を後にする。

　病院の外に出て、直ははぁ…と白く染まる息を吐はき出した。

（お見合い──って）

　心がざわめく。何か分からないが途と方ほうもない焦あせりが胸を占しめていた。

　噂だと言っていたから本当かどうか分からないが、伶司にはそんな話まであるのだ。

　ここに来て改めて理解したことがある。いつも閉とざされた空間にいて特別扱あつかいをされていたから、伶司の周囲のことなんて気に留めたこともなかった。

　けれど、伶司はきっと直が思っている以上に周りから求められている。

　仕事相手としても。恋れん愛あい対象としても。

「どうしよう」

　胸を押さえて呟く。このままだといつか、伶司がどこか手の届かない場所へ行ってしまうのではないかと───そんな嫌いやな予感がした。

「『好き』って……言わせないと」

　ぐっと唇くちびるを引き結ぶ。

　問うて答えてもらうだけでは駄だ目めだ。もっと確かな気持ちが欲しい。

　ゲームとかそういうのは関係なく、確信を得たい。不安になる。

「おれ、伶司が好きだ……」

　今、途方もなく、強く強くそう思った。

　誰だれかにとられたらと思うと、いても立ってもいられなくなる。

　考えるだけで苦しくて、どうしようもなく怖こわくなった。

　伶司に釣つり合う人間に変わらなければいけない。もっと自立した人間にならないと見放されてしまうかもしれない。

　愛してもらうに足る人間になりたい。

（────好きだって、言わせるんだ……）
















「うーん……」

　会社の昼休みを迎むかえ、直はビルの屋上に出てきていた。

　寒空の下で、直は手元のファッション誌をペラペラと捲めくりながら唸うなり声を上げる。

　この途と轍てつもなく寒い、誰がこんなところでわざわざ昼を過ごすのだというような無人の屋上にやってきたのは、ひとえにこんなファッション誌を捲っている自分を他人に見られるのが恥ずかしかったからだ。

　伶司に好きだと言ってもらいたくて変わる決意をしたものの、やはり具体的にはどうすればいいのか思い浮うかばなくて、ひとまず分かりやすく外見から変わってみようと考えた。

（伶司を狙ねらってるって女性ひと、どのくらい美人なんだろう……）

　そんなことを延々と気にしているうち、今日のお昼を買いにコンビニに出たとき、うっかりファッション誌まで買って戻もどってきてしまった。

　大たい概がい自分でも単純だと呆あきれたが、それを見てさらに分からなくなった。

「世の中服なんてこんなにいらないだろ……」

　ズズ…っとミニパックの牛乳を吸い上げて、溜ため息いき混じりに呟く。

　あまりの系統の多さに、最も早はや何を着てどこを目指せばいいのか分からなくなってしまった。

　せめて外見だけでも伶司と並んでも見み劣おとりしないレベルにまで引き上げられたらと思ったのだが、それさえ簡単にはいきそうになかった。

「なーおーさん！」

「え、うわっ！　遊木っ」

「なーにしてるんですかっ？」

　いつの間に現れたのか、突とつ如じよ背後から圧し掛かかってきた遊木にぎょっと目を見開いた。

　今日も眩まぶしいな！　とその美び貌ぼうと白金の髪に内心で突つっ込んで、その身体からだを押し返す。

「な、な、なんでお前がここに……っ」

「え？　直さんどこかなって探してたら、屋上に行くの見たっていう人がいたので来てみました。もしかしたら直さん思い詰つめてることでもあるのかなって」

「いや、別に飛び降りたりしねーよ!?」

　物ぶつ騒そうなことを暗に秘ひめつつもにこにこと笑え顔がおで口にする遊木に、驚きよう愕がくの眼差しを向ける。

「というか直さん、それってファッション誌ですか？」

「え。あ…ああ、まぁ…そういう呼び方もあるのかな？　おれはたった今そこで拾ったばかりだから、まだ中がなんなのか知らないんだけどね」

「……なんなんすか。そのエロ本拾ってるのを見つかった中学生みたいな反応は」

　今いま更さら隠かくそうとするが、あっさりとそれを遊木に持っていかれる。

「おい、遊木！」

「直さんって、流りゆう行こうに捉とらわれないコンサバ系男子なんだと思ってたんですけど、こういうの読むんですね」

「……。自分で言うのはいいけど、他人に言われると恥ずかしいから、その呼び方やめろ」

　パラパラパラと、読むともなしに雑誌を捲り終えた遊木が軽く笑った。

「それで、どういう風の吹ふき回しなんですか？」

「えー…あーいやー…、たまには？　自ら険しい道に突き進んでいくのも長い人生の内の一興かな、とか思った……みたいな？」

　正直なことなんて言えるわけもないので、ぐだぐだと言い訳を述べてみる。

「───おれ……どういう服が似合うのかなぁ……」

　伶司だったら、どういう服を着た自分が好みなのだろう。

　こんなことなら好きな色くらい聞いておけばよかった。

「ちょ…直さん。いつにも増して可愛かわいい感じになってるんですけど」

「あーハイハイ」

　こんなとき、本当に実感する。

（恋愛って、ゲームに拘かかわらず、本当に相手の好みを知るのが大切なんだな……）

　目を閉じて、ふらりと脇わきのフェンスに凭もたれかかる。

　もう色々悩なやみ過ぎて疲つかれてしまった。

「というか。そういう相談なら、俺にしてくれたらよかったのに」

　目ま蓋ぶたを持ち上げて見返した遊木が得意げに、可愛らしいような格好良いような、今の直にとっては頼たのもしいと思える力強い笑顔を浮かべている。

「うっ、師し匠しよう……！」

　溺おぼれる者は…と言わんばかりに、その手をがっしりと摑つかむ。

「そっか！　お前、ザ・オシャレ男子くんだったもんな！」

「あはは、なんですかそれ。……でも俺、そこらのファッション誌読むよりも、分かりやすくアドバイスできる自信ありますよ」

　直の隣となりに腰こしを下ろした遊木が、「さて」と切り出す。

「それで、直さんはどういう感じになりたいとか希望はあるんですか？」

「んー特にはないんだけど、贅ぜい沢たくなところで言えばハイスペックな感じ」

「それは無理です」

「即そく答とうかよ！　じゃあいいよ。おれに似合うお洒落しやれな感じで」

「それでしたら頑がん張ばります。直さん雰ふん囲い気きが柔やわらかいから、そこに合わせていきましょう。ただ、そういうテイストのものだけ揃そろえても可愛くなりすぎてしまうと思うので、そこはワンポイントで男らしさも入れるって感じで……」

　たとえばこれとか、と遊木がパラパラと捲った雑誌のページで、ダッフルコートの可愛さにデニムシャツの硬かたさを合わせたコーディネートを紹しよう介かいしたページが開かれる。

「直さん、絶対ダッフル似合うと思うんですよね！　可愛いし。でも、普ふ通つうに着たらやっぱり中高生に見えそうなんで、そこはこれみたいにちょっと男っぽいシャツとか合わせたりとかしたほうがいいですけど」

「あ……そ、そう？」

　自分ではよく分からないが、遊木がそういうのだからそうなのだろう。

　続く遊木の熱いファッショントークや諸もろ々もろの用語に何度もぽかんとなり、置いてけぼりにされながらも、直に似合いそうだと紹介される服だけは必死でチェックをした。

「あ、あのさ。服って普通どのくらい持ってれば困らないもん？」

「まぁ、ひとによると思いますけど、俺は着回し重視で買うんで一枚ごとに合わせて買うような人よりかは、それほど」

　きょとんとする直に、遊木がやんわりと笑う。

「お洒落は足し算引き算ですよ。俺、髪かみとかこんな色だから派手に見られがちですけど、格好自体はわりとシンプルじゃないですか？」

　そう言って腕うでを広げた遊木を眺ながめる。

「えっと───そ、…だね？」

「……まぁ、直さんにはさほど興味のないことかと思いますけど」

「そ、そんなことないぞ！」

　確かに、中に着ている赤のカーディガンは少し色が強く思えたが、その他に合わせているダブルレザーのジャケットも、カットソーやスキニーのデニムもモノトーンで、それだけみればそれほど派手な感じはない。

　───ということなのだとは思うが、直から見ればオシャレ男子が身につけているものなど全部眩しい。全部派手だ。

　鈍にぶい直の反応を見て、遊木が小さく「いいですけど」と嘆たん息そくを漏もらす。

「俺はいつも帽ぼう子しとかスヌードとか小物つけてちょっと盛ってるんですよ。こうやってカーデの色だけ強くして差し色にしたり、全体的に硬いファッションになったなーとか思ったら、どこかで抜ぬけ感作ってメリハリ考えたり。そういうの結構ハマると楽しいんですよ」

「そ、そうなんだっ……」

　今度は気合いを入れて笑顔で頷うなずいてみせた。

　だが、頰ほおの筋肉が引き攣つる五秒前に、慌あわてて遊木が推すい薦せんしてくれた服に目を落とす。

「うわ……でも結構値段張るんだな」

　そこに表示されている価格に、ぎょっとした。

　どうしてシャツ一枚に六千円だか、一万円だかの値段がついているのだ。このぐらいなら似たようなものを、そこらへんの店で頑張れば三ケタで買えるではないか。

「別にお金かける必要なんかないですよ。これは宣伝込みでブランド使ってるからこんなにするんです」

「そ…そうだよな！」

「別に直さんの持ってるパーカーでも全然合わせられますし」

「ほんと？」

「ええ。というか、やっぱり直さんと言えばパーカーですものね。……まぁその『この下、イケメン在中』って書いてるやつとは合わせなくていいと思いますけど」

　少しだけ顎あごに手を当てて考えはじめた遊木が、何かを思いついたように顔を輝かがやかせると、急に立ち上がった。

「直さん、ちょっとこれ着てみてください！」

「え？」

　差し出されたのは、今しがた遊木が脱ぬいだレザージャケットだ。

　受け取ってしまったので、着ていたスタジャンを脱いでおずおずとそれに腕を通す。

　全体的に少しだけ大きかったが、見られないほどではない。

「これでいいの……？」

「いいですよ。あとこれも」

　と、頭に何かをぽすんと被かぶせられる。これも遊木のハットだ。

「それじゃあ、直さんこっち見てー」

「え、ちょ…っ遊木!?」

「はい、チーズ！」

　と携けい帯たいでシャッターを切られる。

　画面を確かく認にんして、もの凄すごく満足そうな遊木を胡う乱ろんに見み遣やる。

「なんなんだよ」

「ほらほら、そんな顔しないでくださいよ。どうですか？　これだけでも結構印象変わったと思いませんか？」

　遊木が見せてくれる携帯の画面を覗のぞき込むと、今朝自宅の鏡で見てきた自分よりも少しだけグレードアップしている自分がそこにいる気がする。

「このジャケットとパーカーは相あい性しよういいんですよ。レザーって結構無骨なので、柔らかく押さえるのにパーカーのフードがちょうど可愛いんですよね」

「へぇっ、お前すごいのな！」

「いえいえ、超ちよう役得ですから。労せずして直さんのブロマイド、ゲットです」

「それは消せ！」

「引きのばして枕まくら元もとに貼はりますね！」

「やめろ！」

　かぶり物がなくなった髪を整えながら笑う遊木に、慌ててハットとジャケットを返す。

「ありがとう」

「いえいえ。お安いご用です」

　ハットをかぶり直す遊木の明るい頭を眺めながら、ぽつりと呟つぶやく。

「遊木は髪とかも拘こだわってるの？」

「ん、髪…ですか？　拘ってるというか…まぁ、してみたいスタイルにしてもらってますね」

「そっか。おれもそういう色、似合うかな？」

「冗じよう談だんでもそんな恐おそろしいこと言わないでください」

「えっ」

　にこにこ度マックスで即答してくる遊木が逆に怖こわくて身を引く。

「俺、直さんのその柔らかい髪色、似合ってると思いますよ。何かしたいならちょっとワックスで弄いじる程度にしといてください。でも、個人的にはそのエアリーな外跳はねフォルム、ストライクですよ！」

「寝ねぐせと言いたければ無理しなくていいんだぞ、遊木」

　それはともかく、遊木にアドバイスをもらえてよかった。萎なえ気味だった心に、もう少し自分で考えてみる気力が湧わいてきた。

「遊木、ありがとな。また分かんないことがあったら教えてくれよ」

　昼食のゴミを入れた袋ふくろと雑誌を手に、そろそろ戻もどるかと立ち上がる。

「あの、直さん」

「ん？　何」

「安くてお洒落しやれな服屋なら俺結構知ってるんですけど、今度の休み一いつ緒しよに買い物に行きませんか？」

「え？」

　ジャケットのポケットに手を入れて小さく肩かたをすくめながら笑う遊木に、どことなくゴールデンレトリーバーの風格を思い出す。

　人ひと懐なつっこくて忠実で、あとは─────なんだっただろう。

「俺、直さんに似合う服、たくさん選びますから」







「うわぁ、おれゲーム以外でこんなに買い物したのはじめてかも！」

　久しぶりに伶司以外の相手と過ごす週末だ。

　目的が果たせて、早く伶司に見せたくて、遊木の前だというのについ浮うき足あし立だってしまう。

「良いものが買えてよかったですね、直さん」

「ほんと！　今日はありがとう。良い店いっぱい教えてもらったし」

　満面の笑え顔がおで応こたえると、遊木も嬉うれしそうに頷いてくれた。

「俺も直さんがファッションに目覚めてくれて嬉しいです」

「……やっぱり一緒に並ぶならしっかり着こなしてる奴やつのほうがいいに決まってるよな」

「あー、といいますか。普ふ段だんの飾かざらない直さんも素す直なおで魅み力りよく的だとは思うんですけど、それ以上に今よりもっと良くなりたいなって行動するひとが俺は好きだなって」

「そ…そっか」

　腕の中のショップ袋ぶくろをきゅっと抱だき締しめる。

　それなら、伶司もそう思って、自分をよく思ってくれるようになるだろうか。

（だといいな……）

「そういえば、直さんこのあと予定はありますか？」

「え？　このあと？」

　特に予定が入っているわけではなかったが、伶司の家に寄りたい気もする。

（あ、でも病院にいたりするのかな……？）

　連れん絡らくしてみてもいいだろうか。けれど、最近自分から少し連絡を取りすぎているような気もするのだ。やはり迷めい惑わくだろうか。

（というか……伶司がおれをどう思っているかを聞くのを先送りにしたせいで、結局どういう関係なのかよく分かんなくなってきちゃってるんだよな……）

　つき合っているという認識を持っていていいのか、自分の中で曖あい昧まいになってしまっている。

　だが、やはり会えるなら会いたいのが本音だ。

「直さん？」

　黙だまり込んだ直を、遊木が不思議そうに覗き込んでくる。

「ああ……ごめん。おれは今日はやめとく。せっかくつき合ってもらったのに、お礼もできなくて悪いけど、ちょっと行きたい場所があるんだ」

「どこかなーとか、誰だれかなーとか気になるところではあるんですけどね。まぁ今回は、自分のためにあえて聞きません」

　ちらっと直の腕うでに抱かかえられたショップの袋を見下ろしながら、遊木が目を細める。

「じゃあとりあえず、今日はこれがお礼でいいですよ」

「え？」

　肩を叩たたかれて仰あおぐと、唇くちびるにぎりぎり当たるか当たらないかの位置に、軽く遊木の唇が触ふれた。

「！」

　遊木が離はなれていったあと、直はキスされたそこを掌てのひらでばちんと押さえる。

「お、お、おま……っ」

　驚きよう愕がくの瞳ひとみであわあわと二の句が継つげないでいる直に、軽かろやかに遊木が笑った。

「嫌いやがらせです。俺を見つめながらお茶をする以上に有意義なことなんかあるはずないのに、それを蹴けって他ほかの場所に行こうとしてる直さんなんて、今日は誰にキスされても俺を思い出して煩はん悶もんしてればいいんですよ」

　悪びれた様子もなく言い放つ遊木に、非難の声を上げようとしたときだった。

「────直……」

　前方から突とつ然ぜん、底冷えするような怒いかりを含ふくんだ声が自分を呼んだ。

　背筋をぞわりと粟あわ立だたせて、顔を上げてみると、誰かが仕組んだとしか思えないタイミングで伶司の姿がそこにあった。

「へっ？……え!?　伶司!?」

　伶司御ご用よう達たしの、他より少し質が良い──自分には高値なだけで何が違ちがうのか分からない──という食料品店の紙かみ袋ぶくろを腕に抱えた、買い物帰り姿の伶司だ。

（見られた？　見られてたよなっ？）

　だからこその目の前の怒ど髪はつ天てんだ。

　ずんずんと真っ直すぐにこちらに向かってくる伶司に、直は大おお慌あわてで左右に手を振ふる。

「や、あのっ、これは……！」

「直さん、誰ですか？　この俺よりちょっと輝かがやきの劣おとるイケメンなひと」

「遊木クン！　ちょっと黙っててもらってもいいかな!?」

　どうしてこんな浮うわ気き現場を発見された人間みたいな反応をしなければならないのだ。

「あ…あの……れ、伶司……？」

　もの凄い殺気と冷気と圧力だ。背後からゴゴゴゴゴゴォッと何かどす黒く禍まが々まがしいものが見える気がする。というか見えている。見えてますから。

　強い力で手首を捉とらえられる。そのまま一言も発することなく歩き出した伶司に焦あせった。

「あの、伶司……っ」

「えっ、直さん!?」

「遊木ごめんっ、また会社で！」

　呆ぼう然ぜんとする遊木に慌あわててそう言いながら、背中がすでに拒きよ絶ぜつモードに入っている伶司に、どう説明すればいいだろうと頭をぐるぐると悩なやませた。

「うわ……っ」

　このように来るつもりではなかった伶司の家に着いてすぐ、勢いよくソファに投げ出された。

　伶司の手からドサリと紙袋が落とされる。

　りんごやじゃがいもが転がり出すのを目の端はしに映しながら、直はおそるおそる伶司を仰ぐ。

（お…怒おこってる……）

「───どういうことだ？」

「ち、違う…っ」

　表情も声の音程も全すべて『無』の伶司が、怖すぎて直視できない。

　伶司がすっとソファに縋すがる直の元に膝ひざをついてきた。こっちを向け、と言われているみたいに顎あごを捉えられる。やはり光のない伶司の瞳にすくんだ。

「……直。あの男とつき合ってるのか？」

　前まえ触ぶれもなく、予想だにしなかった問いをされて、思わず素すで「は？」と言ってしまった。

「それはない！」

　きっぱりはっきりと伶司の目を見返して断言すると、伶司が一時して身を引いた。

「……ないのか？」

「ない！」

「本当に？」

「ない！」

「キスは？」

「………」

　青筋を立てた伶司に思いっきり両頰ほほを左右に引っ張られて、ふがふがと手で抵てい抗こうする。

「揶揄からかわれただけだよっ、しかもほ……ほっぺに不意打ちだったし！　あいつはうちの会社の来年度入社の後こう輩はい。それ以上でもそれ以下でもそれ以外でもないから！　本当にないって！」

「じゃあなんでそんなやつと街中楽しそうに歩いてるんだよ」

「それは……」

　と口くち籠ごもって、ちらりとショップの袋を一いち瞥べつした。

「なんで黙るんだよ」

「ふ、服を買いに行ってたんだ！」

　もう言ってしまえと、思い切って白状すると、伶司が目をしばたたかせた。

「服……？」

「服！」

　びしっと投げ出された拍ひよう子しに遠くへ飛ばしてしまったその袋を指差した。

　それをおもむろに取りに立ち上がる伶司。袋ふくろを手て渡わたされて、中身をその場に広げた。

　襟えりに水色のラインが入ったオフホワイトのカーディガンに、紺こんと赤と白のチェックの柄がらシャツ。カーキのフーガパンツに、本命であるベージュのダッフルコートだ。

「一式揃そろってるな……」

「揃えたよ！　お前と今度出で掛かけるときにでも着ようかなとか思ってましたよ！」

　こんなふうに暴ばく露ろしなければいけない舞ぶ台たい裏が恥はずかしすぎて、真っ赤に染めた顔を隠かくすようにそっぽを向いた。

「俺とのため……？」

「だって、伶司はいつもカッコいい格好してるじゃん。おれも少しは見習おうかな……って」

「あいつとはなんで？」

「ファッションのことに詳くわしいんだ。良い店知ってるって言うから教えてもらってた」

　そのまま黙り込んでしまった伶司が、一時してくしゃりと前まえ髪がみを搔かくと溜ため息いきをついた。

「……とりあえず分かった」

「もう、怒ってない？」

　覗のぞき込むと、軽く目を瞑つぶられた。

　それから伶司は、直が買ってきた服を指差すと「見たい」と呟つぶやいた。

「え？　今？」

「俺のためなんだろう？　どうせならお前が着てるところが見たい」

「や、そうは言ったけど。別に今度でも……」

「今見たいんだ」

「………」

　本当に、こんなふうに強気に言われてしまうと弱くて困る。

　分かった、と頷うなずいてそれらを腕に抱え込むと洗面所があるほうへと足早に向かった。

　それから五分ほどして、直はそろりとリビングに戻もどってくる。

「こ、こんな感じなんですが……」

　着慣れないものにぎこちなく身を縮こまらせながら、伶司の前に立つ。

　改めて考えれば「お前のために買って来たんだぜ！」みたいな堂々たる宣言をしたあとで、本人の前に出ていくというのはなんとも恐おそれ知らずな行こう為いだと思った。

　何も言わない伶司に、徐じよ々じよに不安が募つのっていく。

（やっぱり似合ってないのかな……？）

　着方が変なのだろうか、と改めて確かく認にんしてみたが、そんなことはなさそうだった。

　ソファに腰こしかけて待っていた伶司は、直を凝ぎよう視ししたまましばらく動かなかったが、一時してゆっくりと立ち上がった。

　傍そばに近づいてきた伶司がそっと撫で梳すくように指先を直の髪に絡からめた。

「似合ってるな」

「……ほんと？」

　褒ほめられたのが嬉うれしくて、ようやく安あん堵どの笑えみを零こぼした。

「まぁ……似合っているのが、余計腹立たしいとも言えるが」

「へ？」

　そう独り言でも吐はくみたいに呟いた伶司を見上げると、急にその顔が悪あく魔ま……というよりも魔ま王おうの如ごとく不敵な笑みをたたえる表情に変へん貌ぼうした。

「それに」

「なっ……」

「俺のために服を買いに行ったことと、キスされていたことはやっぱり別の話だ」

　急に顎を摑つかまれて、嚙かみつくように唇くちびるを押しつけられる。

　差し入れられた舌に咥こう内ないを蹂じゆう躙りんされながら、抱だき寄せられた腰を撫なで摩さすられると、膝が崩くずれ落ちそうになった。

「ちょ…っ、伶司、何して……」

　コートを剝はぎ取られ、遠くに投げやられる。シャツのボタンを中ちゆう途と半はん端ぱに三つ目まで外されたところで、直は大きく身を捩よじって逃のがれようと試みた。

　そうすると、今度は背後から抱き締しめられるような形になってしまう。前に回された伶司の手がカーディガンとシャツの下から忍しのび込んできて、両方の尖とがりを強く摘つまみ上げた。　>>>♥

「あっ…、や、だ……」

「嫌いやじゃないだろ？　こっちは口よりよっぽど正直だ」

　脚あしを割って差し入れられた太ふと腿ももが、反応を示す直の敏びん感かんなところを何度も擦こすり上げる。

「な…んで、急にこんなこと……っ」

「むかついたから再教育してやろうかと思って」

「んん…、むかついたって……ど、して……？」

　丹たん念ねんに指で捏こねたり転がしたりしながら直の乳ち首くびを育てていた一方の手が、腹の線を辿たどって下っていく。

　パンツの上から張った直の前を掌てのひら全体で揉もみ込みながら、首筋に舌を這はわされた。

「あっ…んん……」

　布の上から擦られる直接的ではない刺し激げきがもどかしい。

　ついに立っていられなくなって、足元をふらつかせる。腕うでで支えてくれた伶司が、直を腕に抱だき込んだままソファに座った。

「ん…っぁ…、れ、じ……」

　相変わらず服の上からしか触さわってくれない伶司に焦じれて、自分のそこに置かれた伶司の手の甲こうに自分の手を重ねる。

「や…、脱ぬがせて…よ……」

　だが、伶司は無情にも吐と息いきが混ざった小さな笑みを漏もらしただけで首を振ふった。

「ひ、ああ…っ」

　項うなじに唇を寄せて髪の生え際ぎわを辿っていた伶司の舌先が、今度は襟の中に侵しん入にゆうしてくる。

　中途半端にボタンを外されたシャツが肩かたを晒さらすように引き伸のばされていたが、ついに四つ目のボタンが限界を迎むかえて弾はじけ飛ぶ。

「あ…っ───」

　追い上げるように前への刺激もいっそう強められ、否いや応おうなしに腰を震ふるわせられる。

　瞬しゆん間かん、溜たまっていた熱情を一気に爆はぜさせてしまった。

「…ぁ……」

　下着もパンツも穿はいたままで達してしまい、衣類の中でじわりと生なま温ぬるいものが広がる。

　そこをさらに上から押さえつけるように触ふれてくる伶司に声を上げた。

「ああ……っ、ああ、う……、やぁ……」

　伶司に捏ねるように指先を動かされるたび、淫いん靡びな水音が上がった。

　カーキ色のパンツに徐々に色いろ濃こく浮ういてくるシミを見て、まるで自分が何か悪いことでもしてしまったような頼たよりない気持ちになってきた。

　耳元で伶司が笑う。こういうことをするときの、伶司の意地悪がまたはじまった。

「こんなに濡ぬらして……。中がどうなっているのか確かめてみようか」

「や、め…っ……」

　だから脱がせて欲しいと頼たのんだのに。

　パンツの前立てを指で弾はじくように開かれ、寛くつろげられる。大きく盛り上がったものがじゅくじゅくに濡れた下着の中で窮きゆう屈くつそうに張りつめている。

　下着ごとパンツを途と中ちゆうまでずり下ろされ、下か肢しが晒される。

　下着との間に糸を引く直の劣れつ情じように、伶司がふっと息をつくように笑った。

「やらしい眺ながめだな」

「…っ、ひど……いよ、こんなの───」

　どうしてこんなことをされなければならないのだ。

　実際は意地悪よりも理り不ふ尽じんさが勝っている伶司が分からなくて、肩を震わせて涙なみだを零した。

「せっかく服だって買ったのにこんなにするし…っ、これじゃあ、もう着られないじゃん…っ」

　シャツはボタンが取れて、カーディガンは引き伸ばされて、パンツはもうこんな状態だ。

　これを着て伶司の隣となりを歩くのを楽しみにしていたのに。

　そう漏らすと、伶司が後ろから少しだけひそめた声を漏らす。

「────他ほかの男が選んだ服なんてお前に着させられるか」

「え……？」

「服なんか俺と買いに行けばいいだろう。いくらだってつき合ってやるし、なんだって選んでやるよ。……ああ、むかつく……センスがいいところが、また腹立たしいしな！」

「……」

　それは、つまり───。

「伶司、あいつに嫉しつ妬としてたの……？」

「気づくのが遅おそい。この鈍どん感かん」

「ひ…ひど……っ」

　でも、そうと分かってしまえば、悲しさよりほんの少しだけ恥はずかしさと嬉しさが勝まさる。

　思わず頰ほおを弛ゆるませる直に、伶司が複雑そうに顔を顰しかめている。

　その手がゆっくりと直の前に触れてきて、再び現実に引き戻された。

「れ、伶司……っ」

「どうするんだ。もう今日はここでやめておくか？」

　そんなことを言いながらも、その手は煽あおるように直が吐き出したものを内うち腿ももに塗ぬりたくっているくせに。

「お前が嫌ならやめるけど？」

　背後を振り返って、唇を尖らせながら上目で睨ねめつける。

　だが、この先をどうしても言わせたいらしい伶司は、ただ薄うすく笑みを浮かべているだけで、それ以上をしてくれる気配はない。

「伶司……」

　少し強めに呼んでみても、指先が軽く下の袋ふくろを掠かすめるだけで終わってしまう。

　そんな格好も恥ずかしくて、無理やり脚を閉じようとすると「駄だ目めだ」とこんなときばかり優やさしい声こわ音ねで囁ささやいてきて、再び元の体勢に戻される。

「ずるいよ……」

　本当は、何もかも分かっているくせに。

「───じゃあ、直はどうしたいんだ？」

　耳元で、まるで追い詰つめるかのように、艶つや混じりの優しい声で問いかけられる。

　ぐずるように呻うめいて、伶司の胸の辺りの服を摑んだ。

「……やめるとか、むりに決まってるっ……」

　消え入りそうな小さな声で、ようやく願望を口にする。

　その瞬間、襲おそいかかられるように、伶司に顎あごを取られて無理やり唇を奪うばわれた。

　まるで貪むさぼるような苦しい体勢での接吻くちづけは、激しすぎて追いつけなくなる。

　嚥えん下げしきれなかった唾だ液えきが口くちの端はしから零れ落ちていく。

「……そういう顔は余よ所そでは見せて欲しくないよな」

　直の両太ふと腿ももを抱かかえ上げて自分の上にのせた伶司が、直の出したものでお互たがいが繫つながれる場所を濡らすと、そのまま一気に押し入ってくる。

「あああ……っ」

　わざと突つき立てるようにされて、腰こしが跳はね上がる。

　直の前にも手をやる伶司から、そこを上下に扱しごかれる。

　以前したときのような思いやりみたいなのは、あまり感じられない。

　酷ひどくされているわけではないが、怒おこっているのだとはっきりと伝わった。

「……なぁ、直」

　こんなときに問いかけてくる伶司をうとむように視線だけで振り返る。

　揺ゆさぶられながら、まるで自分が自分じゃないような感覚を味わっていた。

「なんで急にこんなこと考えはじめた？　服とか今まで気にしたことないだろう？」

「え…っ？」

　なんで───？

　上のほうを強く押し上げられながら、霧む散さんする頭で直はぼんやりと答えた。

「伶司に……『好き』って、言ってもらう、ため……」

　なんだよそれ、と伶司がほんの少しだけ仄ほの暗ぐらく笑った気がした。

「……ッあぁ！」

　いっそう激しい腰使いで突き上げられ、容よう赦しやなく中を穿うがたれる。

　何か正体が分からない、途と轍てつもなく大きな伶司の激情をそのまま受けとめさせられる。

　投げ出した爪つま先さきを揺さぶられ、かろうじて前に回っている伶司の腕を摑つかんで耐たえた。

　場所をベッドに移してから、さらに何度か達いかされた気がするが、途中からの激しすぎるそれに意識が飛んでしまい、それ以降のことは何も憶おぼえていなかった。

（ん……）

　剝むき出した肩が寒くて、直はふと睫まつ毛げを震わせた。

　目をしばたたかせながら目ま蓋ぶたを上げるも、辺りはまだ薄うす暗ぐらい。

「ここ、は……」

　目を擦こすりながら、上半身だけを起こす。腰までずり落ちた布ふ団とんに、一気に全身へと冷気が纏まとわりついてきた。

　もぞもぞと布団を肩まで引き上げながら、ふと隣を見下ろすと、伶司の大きな背中が見える。

　そうだった。昨日、伶司に遊木からキスされたお仕置きに、精せい根こん尽つき果てるまで抱だき尽くされたのだ。

「……帰らないと」

　月曜日だ。帰って出社できるように準備をしなければいけない。

　気だるい身体からだを引きずるようにしてベッドから抜ぬけ出す。

　こんな関係になる以前から伶司の家によく寝ね泊とまりしていたおかげで、常備してあるお泊まりセットの中に、幸いにも替かえの下着がある。

　それを穿いてリビングに出た。ショップの袋から元々着てきていた自分の服を取り出して着込みながら、ふと寝しん室しつのほうを振ふり返った。

「伶司、もう怒ってないといいけど……」

　いつもは気き遣づかわれすぎていると感じるほどに優しくしてくれる伶司だが、昨日ばかりはそうも言っていられなかった。

　力任せに感情をぶつけられたようで、苦しさが勝った。

　だが、それだけ伶司の癇かんに障さわったということなのだろう。

　鞄かばんを取り上げようと屈かがんだそこで、段ボールがニヤニヤと笑っていた。

「……笑い事じゃねぇんだよ」

　無む性しように腹が立ったので、足の先で軽く小こ突づいてやる。

　それから、帰る旨むねを書き置きして、家を出る前にもう一度だけ寝室を覗のぞいた。

　ドアに背を向けて寝ねているので顔を拝むことはできなかったが、それだけでも満足できた。

「次はもっと優しくしろよ。今度こそお前に『好きだ』って言わせてみせるからな」

　小さな声をそっと投げかけて、直はふっと微笑ほほえむとそのドアを静かに閉めた。
















　今日の仕事はこれで上がりだ。

　シナリオは大方完成した。最後の一人残っていたメインキャラのルートも終わった。

　分ぶん岐きするイベントなど細かいところのシナリオを割わり振っている補ほ佐さのライターたちからも、予定通り上がりそうだという確かく認にんも取れている。

「あとはバッドエンドのルートを書けば終わりかな……」

　ちらりと机の隅すみに置いたカレンダーで締しめ切りを確認する。

　そのときふと、締め切りの数日後に伶司の誕生日が控ひかえていることに気がついた。

　そうか。もうそんな時期だったのか。

「なんかあげたいなぁ……」

　ぽつりとそんなことを呟つぶやいて、ふとデスクの上に置いた携けい帯たいの画面に目を落とす。

　どういうわけか、先日伶司の家に泊とまった日から、伶司と連れん絡らくが取れていない。

（───まさか、避さけられてる？）

　考えて、ごくりと喉を上下させる。

「いや…でも、単純にメールもできないくらい仕事が忙いそがしいのかもしれないし……」

　形だけ笑ってみる。

「…………プレゼントで挽ばん回かいしないと」

　プレゼントは決して機き嫌げん取りというわけではないが、もしも伶司が遊木のことで未いまだに怒っているのだとしたら、これが仲直りのきっかけになればいい。

　まだ時間はある。ゆっくり良いものを選びに行こうと心に決めて鞄を手に取った。

　だが、実際はそんな悠ゆう長ちようなことを言っていられなくなるほど、いざ選ぼうとしてみるとなかなか決められないものだった。

「プレゼントって結構悩なやむんだなぁ……」

　時間を見つけてはショッピングモールやデパート、大通りの雑貨屋と何軒けんもはしごして探してみたが、なかなかこれといったものが見つけられない。

　だが、呟いてからそれもそうかと思い直した。

　選ぶ相手が大事だから、それだけ慎しん重ちようにもなる。

「でも伶司にも他ほかの奴やつにも、おれのセンスは信用できないって言われてるからなぁ……」

　会社の人間に「誕生日に冥めい王おう星せいの土地とかもらったら嬉うれしいですか？」と尋たずねたら「反応に困るからいらない」、「絶対行く機会がなさそうだからいらない」、「ハワイに別べつ荘そうくれ」とばっさり切り捨てられた。

（結構手て頃ごろな値段だったし、良いアイディアだと思ったんだけどな……）

　どこかに『センスの良い店』と看板がかかった店でもあれば何も悩まないのに。

「三好！」

「……へ？」

　今日は取りあえず引き上げてネットで情報を集めてみようと、歩き出したときだった。

　隣となりにつけられたシルバーの外車に思わず飛び退のく。

「ああ、悪い悪い。あれって三好か？　って思ってさ。ビンゴだ。意外と会うもんだな」

「長郷先せん輩ぱい！」

　長郷が乗っている車が左ハンドルのおかげで歩道に立つ直と無理なく会話はできるものの、この車体から溢あふれ出る高級感だけは途轍もなく近寄りがたいのでどうにかして欲しい。

「クルーズ以来だな。一人か？」

「あ、はい。ちょっと買い物に。伶司の誕生日プレゼントを探してるんですよ」

「へぇ。どこか行くなら乗せていこうか？」

「いえいえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。何も見つからないのでもう帰ろうかなって思ってたところで」

「何も見つからない？　どういうのが欲しいんだ？」

「えっと……それも具体的には。でも、できれば使って欲しいし、実用的なものにしようとまでは決めてます。あとはそうですね……センスがいいものなら完かん璧ぺきです」

　そう真顔で告げると、長郷に声を立てて笑われた。

「センスかぁ。俺がよく行く店でよければセンスが良いところ幾いくつか知ってるけど。なんなら紹しよう介かいしようか？」

　そう爽さわやかな微笑を浮うかべた長郷に目をしばたたかせる。

　乗るように促うながされて、一いつ瞬しゆんどうしようか躊躇ためらったが、伶司に何かいいものを持ってもらいたいと思えば、長郷の知ち恵えを借りたほうが賢けん明めいかもしれないと思い直した。

　助手席に乗った瞬しゆん間かん、直は後部座席に見えたものに固まった。

「あの…、先輩？　あれは……？」

　ケージだ。高さ七十センチほどのシートベルトをつけた銀のケージがある。

　そして、その中には───。

「シマリス……？」

「ああ、その子か。侑子だ」

　ハンドルを操作しながら長郷がにこやかに言うのを聞いて、ばっと後方を振り返る。

（お前か侑子───ッ!!）

　くりくりとした黒い大きな瞳ひとみに、小さくしなやかな体たい軀く。三本の縞しま模も様ようのある明るい茶色の毛並みに、ススキの穂ほのようなふわふわで長い尻しつ尾ぽ。

　直が乗り込んできた瞬間から、なぜか戦せん闘とうモードに変わり、後ろ脚あしでもの凄すごい速さのステップを踏ふみながら尻尾を旋せん回かいさせているこのリス、相当のおてんば娘むすめと見た。

「あれ。でも、侑子…サンとはやむを得ない理由で離はなればなれになったって」

「……ああ、その子は二代目でね。つまり侑子は……亡なくなったんだ」

（ちょっと待て、初代──ッ！）

　侑子…と、急激にトーンダウンする長郷のハンドルを慌あわてて摑つかむ。

「先輩！　前っ前っ！」

　九死に一生を得て、ほっと息をつく。もう少しで初代侑子に会いに行くところだった。

　まさか自分が以前、クルーズで伶司と口論した真の理由がシマリスだったなんて。

「侑子は老ろう衰すいでさ……。でも、あんなに早く別れの日が来るとは思わなかったんだ」

（しかも、離ればなれの原因が野球関係かもとか、掠かすってすらねぇ……）

「というか、どうして『侑子』なんですか？」

「ん？　ああ、姓せい名めい判断の結果それがいいという結論に至ったんだ」

「はぁ」

　姓名判断ですか。そうですか。

「……えっと、侑子…サンに、おれ似てるんですよね？」

「ん？　ああ、そうだな。よかったな！　侑子はすごく可愛かわいい子だったんだぞ。後ろの侑子は美人系だが、あの子は可愛い系だった」

　分かりません──とはさすがに言えず、「そうなんですか」と生返事をするしかなかった。

「でもなんでシマリスなんですか？　他に犬とか猫ねことか選せん択たく肢しあったと思うんですけど」

「まぁ、ペットが欲しいと思ったきっかけは癒いやしが欲しかったからなんだが、犬や猫は大きいぶん世話が大変だろう？　散歩とかもマメにできる生活してないし。それに長期で出で掛かけるときは、実家に預けたかったから必然小動物。マンションだからな」

　今日も二代目侑子を実家に預けにいくつもりでいたらしい。

「まぁシマリスにしたのは、単純に一ひと目め惚ぼれしたからだけど」

「……なるほど」

「───そう、一目惚れだったんだよ。侑子……」

「先輩！　前！　前見てくださいって！」

　と、そんなことを道路に出るたび繰くり返しながら、長郷のおすすめの店を七軒ほど回った。

　だが、結論から言ってしまえば、それらは全すべてハズレであった。

　違ちがう。店自体は素す晴ばらしかったし、確かに文句なしに美び麗れいかつスタイリッシュで、これを伶司が持ったら格好良いかもしれないと思うものがたくさん揃そろえてあった。

　だが、店に直の財さい布ふの中身が追いつけなかったのである。

「うう…セレブが何よ……」

　長郷の運転する車の助手席に、抜ぬけ殻がらのようになって座りながら、掌てのひらで両目を覆おおう。

　悲しいわけじゃない。ただ目がとてもチカチカしているのだ。

　きっと直が直の親に扱あつかわれているよりも、大切に大切に大切に扱われて磨みがかれて保管されているに違いないガラスケース越ごしの小物たちがあまりにも眩まぶしすぎた。

「ごめんな、三好。次はもっと使えそうなものがある店に連れていくから」

　信号で停とまったとき、真しん剣けんに新しい候補を考えてくれている長郷の横顔を眺ながめながら、どうしようかと迷う。

　正直に、おそらく自分と長郷の間にある金銭感覚の違いが埋うめられるとは思えなかった。

「あの…いえ、先輩。ありがとうございました。でも、とりあえず今日はもうここで」

「三好……」

「先輩も二代目侑子さんを実家に連れていくって言ってたじゃないですか。あんまり車で連れ回してたら疲つかれちゃうと思うし」

　思い切って断ると、不ふ甲が斐いなさそうにする長郷が、やがて納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「分かった。じゃあ、そうだな……家まで送らせてくれないか？　何も役に立てなかったから、せめてそのくらいはさせて欲しいんだ」

「えっと……それなら、お願いします」

　そうしなければ気が済まないという表情を浮かべている長郷を慮おもんぱかって、首しゆ肯こうする。

　自宅の位置を長郷に伝えて、ほっと息をついた。

「プレゼント……とか、三好は桐ヶ谷くんと仲が良いんだな」

「へっ？」

　不意にそんな話を振ふられて、どきっと心臓が跳はね上がる。

「昔からいつも一いつ緒しよにいたなと思って。いや…彼が三好の傍そばについてたって感じなのかな？」

「え…？」

「過保護だなぁ……と、昔からちょっと思ってたんだ」

　ハンドルを切りながら長郷が笑う。そういうことかと納得して、直も頷いた。

「そうなんですよね。自分のことには無む頓とん着ちやくなんですけど……」

　過保護、と聞いて本当にその通りなんだよな、と思わず苦く笑しようが漏もれる。

「……でも、おれはそれにずっと助けられてきてるんですよね」

「三好も好きだなぁ、桐ヶ谷くん」

「あはは……」

　見慣れた風景が見えてきて、車についているナビがもう少しで自宅のアパート前に到とう着ちやくすることを教えてくれる。

「よし。ここだな」

「はい、ありがとうございました。助かりました」

　アパートの傍につけてもらった車を降りて、長郷に会え釈しやくで返す。

「それじゃあ、俺は明後日あさつてから春季キャンプに入るから、しばらくそこらで出くわすようなこともなくなると思うけど。元気でな」

「あ……そっか、そうですよね。ご活かつ躍やく期待してます！　応おう援えんしてますね」

「ありがとう。───あと……そうだ、これ」

「なんですか？」

　差し出されたものを反射的に受け取る。見るとそれは、金色のリボンが巻かれ、光こう沢たくのある紺こんの包装紙で綺き麗れいにラッピングされた細長い箱だった。

「さっきの店で見つけたんだ。三好にやろうと思って」

「えっ？」

「俺も三好にプレゼント。大したものじゃないから、今日のお詫わびと思って受け取ってくれ」

「やっ、あの……、困ります！」

　先ほどの店がどこの店を示しているのかはよく分からなかったが、今日行ったところはどこも負まけず劣おとらずＶＩＰルームなんてものを所有しているような店ばかりだった。

　そんなところのものを、気軽に受け取れるわけがない。

「本当にいいから。次にまた会ってもらえるように、俺が餌え付づけしときたいの」

　意味深に微笑ほほえんだ長郷が、一度くしゃりと直の頭を撫なで、車のドアを閉める。

「それじゃあ、またな」

「え。ちょっ、せ…んぱい。行っちゃった……」

　銀色の車体が走り去るのを見送って、仕方なくプレゼントを手にアパートへと踵きびすを返す。

「って──あれ、伶司っ？」

　そこに立つ、およそ来ていることなど予想もつかなかった人物に目を瞠みはる。

　まさか、わざわざ自分に会いに来てくれたのだろうか。そう思うと、避さけられているのかもと落ち込んでいた直には、本当に嬉うれしい出来事だった。

　だが見返した伶司の表情には、そう笑っていられる次元ではないほどの険しさがある。

「なんでお前が長郷さんといるんだ？」

「え……」

　また遊木のときのように嫉しつ妬とをされているのだろうか。

　けれど、キスのことは別にしても、あのときはちゃんと正直に話せば許してもらえた。

「あ、あの──」

　だが、口にしようとしてはっと気づく。

　駄だ目めだ。これは伶司の誕生日に関かかわる話で、まだ伶司には教えたくない。

「そ……その、出掛けた先で会って、帰るところだって言ったら送ってくれるって……」

「へぇ？　家に送られるだけなのに、プレゼントまで貰もらってるんだな」

「えっ……」

　仇かたきでも見るような冷たい眼まな差ざしで、長郷からもらった包みを伶司が見ている。

　慌てて後ろ手に隠かくすも、時すでに遅おそしだ。

「これは……」

　一向に好転する兆きざしのない状じよう況きように、困こん惑わくする。

　だが、思えば長郷という相手が悪かったのかもしれない。

　伶司がきつく眉まゆ根ねを寄せる。苛いら立だたしげな溜ため息いきが漏らされた。

「───お前、無神経すぎるだろ」

「え？」

「なんなんだよ。手に入ったような気がして舞まい上がっても、すぐにそうじゃないんだって気づかされるし……」

「伶司？」

「わけが分からない、お前のこと」

　突つき離はなすような台詞せりふを吐はく伶司に瞠どう目もくする。慌あわてて傍に駆かけ寄るも、拒きよ絶ぜつするように一歩二歩と距きよ離りを取られた。

「まぁ、でも…そうだよな。お前、元々シナリオのために俺とつき合う真ま似ねしてるだけだったんだものな。こんなこと言う俺のほうがおかしいのか……」

「……え？　真似って……」

　伶司がふっと苦しげな笑えみを浮うかべて直を見返してくる。

　そんな表情に、思わず息を吞のんだ。

「そういえば、なんか言ってたよな。『お前に「好き」だって言ってもらうため』……とか」

「それはそういう意味じゃ……っ」

　慌てて否定の声を上げたが、伶司はただきつく眉根を寄せただけだった。

「伶司……」

「好きだ」

「え……？」

　唐とう突とつに告げられた言葉に、うまく反応ができなかった。

　伶司がもう一度、ゆっくりと繰くり返した。

「好きだった。もうずっと昔から、お前のことだけが」

　声は落ち着いて静かなのに、言葉は火傷やけどしてしまいそうなほどの熱を孕はらんでいた。

「……そう、俺は本気で思ってたんだ」

　伶司が途と端たんに自じ嘲ちようするような笑みを零こぼす。

「でも、これでもうゲームも終わりだ。お前も、無理して俺につき合う必要はなくなったんだ」

　深く息をついた伶司が、すっと目ま蓋ぶたを上げた。

「もう、好きにしたらいい。────長く振り回していて、悪かったな」

　ほんの僅わずかに笑みを浮かべた伶司が、すっと踵を返した。

「まっ……」

　呼び止めようとするも、なぜか喉のどからは掠かすれた喘あえぎ声のようなものしか出なかった。

　頭が混乱していた。末まつ端たんの回路まで情報がうまく回っていかない。

（──────え……？）

　何が起こったのか、本気で分からなかった。

　─────好きにしたらいい。

　そんな、伶司からはじめて聞く突き放した台詞に、途と方ほうもない焦しよう燥そう感が生まれた。

　そこでようやく、自分が伶司に見限られたことを知る。

　だが、追いかけようと思ったのに、足がすくんで動けなかった。

　かろうじて伸のばした手が摑つかんだのは宙で、気づけば伶司の姿は視界から消えていた。

「……伶司」

　こんな形で気持ちが聞きたいわけじゃなかったのに。
















　伶司に見放されてしまった。

　あれからどれだけ会いに行っても、電話やメールをしても、まるで取り合ってくれない。

　完全に嫌きらわれてしまった。

「三好、お前どうした。このバッドエンド凄せい絶ぜつすぎるぞ！　あと長いからもっと短くしろ！」

「………それでも二十分の一まで短縮させました」

　自分の机に顔面から突っ伏ぷして呟つぶやいた。

「……直さん、どうしたんですか？」

　積み上げたファイルを手に、通りかかった遊木が気き遣づかわしげに声をかけてくる。

「最近元気ないですね。顔色悪いし、……ちょっと瘦やせたんじゃないですか？　飯とかちゃんと食ってます？」

　言われてみて、もうまともな食事なんてしばらく口にしていないと思い出した。

　料理ができない自分がまともな食事をするのは基本的に伶司の家だけだった。

『なんにしても、食事と睡すい眠みんだけはちゃんと取ってくれ。……それは生活の基本だから』

　そんなことを優やさしい眼差しで言われていたのは、一体いつの頃ころだっただろう。

　ふらりと身を起こして、膝ひざの上で緩ゆるく組んだ掌てのひらを見つめる。

「────全部、失くしちゃったんだ……」

「え？」

　恋こい心ごころだけじゃなくて、十六年間積み上げてきた友情さえも。

　自分から壊こわしてしまったのだ。

「おれ、今日はもう上がります……。お先に失礼します」

　心配そうな眼差しを向けてくる遊木に見送られながら、荷物をまとめて席を立つ。

　エントランスを抜ぬけて外に出ると、夜気が身に沁しみるように冷たかった。

「さむ……」

　マフラーを口くち許もとまで引き上げて、歩き出す。

　家を目指しながら、ふと途と中ちゆうにあるコンビニで立ち止まった。

　食欲があるわけではなかったが、何か夕食を買って帰ろうという気になった。

　シナリオが完成したらこれまで以上に忙いそがしくなる。精神的にきついのに、体力まで落ちてしまったら、本当にこの先もたなくなってしまう。

　あまり数の残っていない陳ちん列れつ棚だなから、なんとなく目を引かれたパスタを買って店を出た。

「あ……」

　反射的に頭上に手をかざす。

　雪だ。どうりで冷えるはずだ。

「早く帰らないと……」

　出てきたばかりのコンビニを振ふり返ってどうしようか悩なやんだが、わざわざ自分のためだけに傘かさを買うのは勿もつ体たいなくて、パーカーのフードを頭に被かぶって歩き出す。

　掌に雪が降っては融とけるのを眺ながめながら、ふとその冷たさで伶司の手を思い出した。

　そうやって、色んなところで伶司の痕こん跡せきを見つけてしまう。

（手て袋ぶくろ……とか、あげたら喜んでくれるのかな……？）

　そのときはっとした。立ち止まって、やがて苦く笑しようを漏もらす。

　本当に、いつも気づくのが遅い。

「……そっか。伶司はこういう気持ちだけで良かったんだ」

　他ほかの何ものの意図も介かい在ざいしない、ただ一いち途ずに伶司を想おもう直自身の気持ち────。

（そうだよ。今まで何を見ていたんだよ、おれは……）

　成功や失敗に拘かかわらず、それが直自身で考えた伶司のためのことならば、いつだって伶司は嬉うれしいと喜んでくれていた。

　服もプレゼント選びも確かに伶司のためではあったけれど、そこに他人が関わるたびに嫉妬心を顕あらわにするところからだって、伶司が何を望んでいたのか自然と気づけたはずだ。

　それなのに。ほんの軽い気持ちで、自分は何度も伶司を傷つけていたのだ。

　自分がどれだけ伶司に大切に扱あつかわれていたかも忘れて────。

「──っ…」

　思わず溢あふれ出す涙なみだを何度も払はらいながら、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　こんなことを引き起こした自分の無神経さが悔くやしい。

　いつも傍そばにいるのが当たり前の存在だった。ほとんど喧けん嘩からしい喧嘩なんかしたことがなくて、こんなふうに仲なか違たがいをすることがあるなんて考えたこともなかった。

　優しくて、格好良くて、困ったときは誰だれよりも頼たよりになる、自じ慢まんの幼おさな馴な染じみだ。

　そして、直にたくさんのはじめてを教えてくれた、愛いとおしさも切なさも全すべてを預けた大切な相手だ。

　会えなくなってはじめて知った。その存在が自分の心のどこに、どれくらいの大きさを占しめていたのか。

　他の誰にも埋うめられない大きく空いた場所が、もうずっと痛んでいる。

「伶司に会いたい────」

　考えるほどに、言葉にしがたい気持ちの波が押し寄せてくる。

　それでも確かに言えることは、伶司とこのままなのは嫌いやだということ。

　そして何より。こんな中ちゆう途と半はん端ぱなままこの恋こいを終わらせるなんて、絶対にしたくない。







　少し離はなれたところから、賑にぎやかな談笑が聞こえてくる。

　直は徐じよ々じよに近づいてくるその中に目的の相手がいることを確かく認にんして、安あん堵どの息をついた。

　今日は会社も早く上がらせてもらって、絶対に入れ違ちがいにならないように三時間も前から伶司の勤める病院の前を張っていたのだ。

　携けい帯たいにも出てくれない、家に行っても会ってもらえないなら、もうこうするしかなかった。

「───そうなんですよぉ。だから、今から桐ヶ谷先生もご一いつ緒しよにいかがですかぁ？」

「この前他の先生方とも行ったところなんですけど、ほんとに素す敵てきなお店だったんですよ？」

「いや、でも自分は今日は……」

「そんなこと言って、いつもご欠席なさってるじゃないですかぁ！」

　看護師か誰かは知らないが、甘えた声で伶司の両りよう脇わきを固める美女二人にむっとなる。

　胸中で思いっきり舌打ちをしながら、直は一歩前に進み出た。

　こちらに気づいたのか、伶司がふと足を止める。その目が緩やかに見開かれていく。

「先生？　どうなさったんですか？」

「え……ああ、いえ。なんでもないですよ」

　だが、片側の女性からそう声をかけられると、伶司ははっとしたように慌あわてて表情を取り繕つくろうと「行きましょうか」とそれ以上直に視線をくれることもなく、素通りしていこうとした。

「伶司！」

　かっとなって、すれ違いざまにその手首を摑んだ。

　伶司の傍にいた女性が、小さく「きゃっ」と悲鳴を上げる。

　構わず引き寄せて、直はこちらに返った伶司の胸に、準備していたものを押しつけた。　>>>♥

「……っ？」

　それを受けとめた伶司が、度ど肝ぎもを抜かれたというような顔でこちらを見てくる。

　驚きよう愕がくの色が揺ゆれている双そう眸ぼうを何度もしばたたかせる伶司に、直は大きく声を張った。

「プレゼント！　今日はお前の誕生日だろ！」

「な、直……？」

「無視すんなよ……。おれのことそんなに嫌いになったのかよ……」

　堪たまらなくなって、込み上げてくる嗚お咽えつを我が慢まんする。

　一いつ瞬しゆんたじろいだ様子を見せた伶司だったが、すぐに事情が摑めないでおろおろとしている女性たちを丁てい寧ねいな言葉で帰らせた。

　その姿が見えなくなったのを確かめて、直は言葉を紡つむぐのを再開した。

「長郷先せん輩ぱいとはなんでもない。あのとき一緒にいたのは、伶司のプレゼントを探してて、先輩が良い店知ってるっていうから聞いてただけだ……。確かに伶司が先輩のことあんまりよく思ってないの知っててついて行ったのは軽けい率そつだったかもしれないけど、でもそれ以外は何もない。プレゼントだって、結局そのときは見つけられなかったから、ひとりで選んだし……」

　伶司だけになったかと思うと、途と端たんに気が弛ゆるんで涙が溢れてきた。

　何度も袖そでで拭ぬぐったが、それでも次から次へと溢れ出てきてしまう。

「あのさ……おれがお前のためにしたいって考えることは、そんなにズレてる？　いつも、こんな……伶司のことを怒おこらせたいわけじゃないのに……」

「直」

　困こん惑わくしたような声で自分を呼ぶ伶司が、やはり戸と惑まどうように指先を伸のばしてくる。

　触ふれることを躊躇ためらっているような掌を取って頰ほおを寄せると、やはりそれは冷たい。

「……おれはただ、伶司のために何かしたいだけだよ……」

　強く、もっと確かにこの想いが伝わればいいのに────。




「だって、お前のこと好きなんだもん」




　そう言った瞬しゆん間かん、伶司に強く腰こしを引き寄せられた。

　短い悲鳴のあと、倒たおれ込んだ伶司の腕うでの中に閉じ込められる。

「だったらもう、俺のために他の男を頼るようなことはしないでくれ」

「そんなことっ……」

「してるだろ。嫌なんだよ。たとえ俺のためだとしても、お前が他の奴やつといるのは……」

　伶司の腕の力が強くなる。きつく抱だき寄せられて、幸せすぎて溜ため息いきが漏れた。

「だって……。どうやってでも変わらないと、負けそうな気がしたから……」

「負ける？　何に？」

「……伶司、見合いとかすんの……？」

　尋たずねると、ばっと伶司が身を離してきた。

「なんの話だ？」

　そのぎょっとしたような声に、やはりただの噂うわさなのかとほっとした。

「院長の娘むすめさんと噂になってた」

「おま…、そんな話どこで───って、まさかこの前書類を届けてくれたときか？」

　頷うなずくと、「ありえない」と顔を顰しかめて、伶司があっさりと首を横に振った。

「でも、美人だって言ってたし……。噂でも、不安になったんだ……」

「そんな心配は必要ない。俺はお前のことしか見てないから」

　再び伶司が身を寄せてくる。きつく抱き締められて、そんな力強く甘い言葉を囁ささやかれた。

「お前はそのままでいい。俺の傍で笑っててくれるだけで充分だから」

「うん──うん……。ありがとう。ごめん……」

　痛いくらいに伶司の気持ちが伝わってきて、直は大きく頷いた。

「それで……俺のこと好きって、本当なのか……？」

　信じられない、というようなひそめた声で尋ねられる。

「ほんとだよ。……だって伶司、勘かん違ちがいしてる」

「勘違い？」

「おれが伶司に『好き』って言ってもらいたかったのは、伶司としてたあのシミュレーションのためじゃない。おれはただ、単純に伶司に好きだって言われてみたかっただけだから……」

　会えなかった時間の寂さびしさを思い出すと、いっそう離れがたくなってきて、伶司にきつくしがみついた。

「そうか、ごめん。……直が好きだ」

　律りち義ぎに応こたえてくれる腕が嬉うれしくて、いっそう涙が溢れてきた。

「嬉しい。やっと伶司のこと手に入れた……」

　そう小さく笑うと、そのまま唇を奪うばわれた。

　優やさしく触れて、啄ついばみながら離れていく。照れくさくてはにかむと、額にキスをされた。

「……とりあえず、あとは家に帰ってからだな。ここじゃこれ以上できない」

　ちらりと病院のほうを一いち瞥べつした伶司に、今までのことだけでも充分問題だと頰を赤らめた。

「なぁ、これ開けてもいいか？」

　その場から歩き出した伶司が、直が押しつけた包みを手にそう尋ねてくる。

「あ、うん。改めてだけど、誕生日おめでとう」

　それは、今まさに使って欲しいものだ。

「手て袋ぶくろ……？」

　包みを開けた伶司が、中からシンプルな黒くろ革かわの手袋を取り出す。

「うん。どうかな？　伶司いつも手が冷たいから、これあげたいなぁ…って思って」

「───おい、ちょっと待て。なんでこのマークがここに……！」

　そう珍しく、興奮を顕あらわにして声を上げる伶司に苦笑した。

　ようやく手袋のはめ口にさりげなく刺し繡しゆうされた、例のニヤニヤマークに気づいてもらえた。

「そこのオリジナル商品なんだって。たまたま見つけて──これしかないかなって」

　センスが悪いと評判の直でさえ、これを選ぶことには大分葛かつ藤とうしたが、どうしてもこれを渡す以上に喜ばれるだろう手袋を見つけられなくて、思い切って購入ボタンを押した。

「ああ、嬉しい。ありがとう……」

　本当に嬉しそうに弛んだ横顔を見て、「やっぱり正解だった」と直もほっと笑えみを零こぼした。

　それを右手だけはめた伶司が、もう片方を直に差し出してくる。

「？」

「空いた手を繫つなげば温かいだろ？」

　左手にはめてくれた伶司が、言葉通りに空いた手を取って自分のコートのポケットに突つっ込んだ。暗いから、きっと周囲にも分からないはず。そう思って直もその隣となりに並んだ。

「温かい」

　思わず直がそう口にすると、そっと腰を屈かがめてきた伶司が耳元で小さく囁いてくる。

「でも……帰ったら、もっと温まることしたい」

　紛まぎれもなく甘い誘さそいをかけられて、心臓が跳はね上がった。

　けれど今日ばかりは、素す直なおに頷く以外の答えを直だって持ってはいなくて、少しだけ目許に朱を刷きながら、小さく顎あごを引いた。







　帰り道では、家に帰ったらご飯を食べようとかお風ふ呂ろに入ろうとか話していたのに、いざ伶司の家に着いてみれば、それ以外などないような気がして、そのままベッドに倒れ込んだ。

　服を脱ぬぎ捨て、お互たがいの体温を求めるように、抱き合いながらキスをした。

　久しぶりに触れる伶司の熱が幸せだった。

　そんな合間で、伶司がふと呟つぶやきを漏もらした。

「昔、一度だけお前のことを諦あきらめようと思ったことがあるんだ」

「え…？」

「まだ医大生の頃ころだけど。報むくわれないお前への想おもいをどうすればいいのか悩なやんでて、大学が離はなれたのを機に、徐じよ々じよに距きよ離りも遠くしていけば忘れられるんじゃないかって考えた……」

　伶司から全く連れん絡らくがなくなった、あの空白の三年間のことだろうか。

「他ほかに目を向けようとしたこともあるし、留学行ったり、研究に集中してそれ以外を考えなくて済むようにとか、……色々した。でも、大学生活が佳か境きように入って、今までにないくらい忙いそがしくなって、精神的にも肉体的にも追いつめられたとき、ふと思い浮うかんだのがお前のことだった。どうしても顔が見たくて会いに行けば、やっぱりお前以外いないんだって思えて……諦めることを諦めた」

　そう言って伶司は笑っていたが、もしも本当に諦められていたなら今の自分はどうなっていたのだろうと考えて怖こわくなった。

「おれ、お前が諦めないでいてくれてよかった」

「俺も今ほどそう思うことはない」

　優しい手つきで髪かみを梳すかれて、微笑ほほえまれる。

　胸がいっぱいになって、直は自分から伶司の首を引き寄せて接吻くちづけた。

「伶司はさ、おれの理想だよ。格好良いし、頭良いし、料理もなんでもできるし、やきもちを焼くとちょっと意地悪になるけど、いつもすごく優しい」

「やきもちを焼く原因はお前の行動に問題があるんだけどな」

　僅わずかに拗ねた顔をする伶司に、鼻を摘つままれた。

「んぐ…っ」

「───そうだよ。それでお前、結局長郷さんにもらってたプレゼントどうしたんだよ」

「えっ？」

「まさか使ってるとかないよな？」

　再び暗雲到とう来らいの予感がして、直は慌あわてて首を横に振ふった。

「あれはもうない！」

「ないってなんだよ。あとで噓うそだって分かったら怒るからな」

「ほんとに！　家に置いてたらなんか落ち着かなくて、職場に持って行ったんだ」

「……ふーん？」

「会社の女の子がたまたま知ってて教えてくれたんだけど、あの中身ってチョコレートでさ。パッケージブランドでバレンタイン向けに期間限定で売り出してるものだったんだって」

　それも、一ひと粒つぶ千五百円もする末すえ恐おそろしいチョコレートだとかいう。

「バレンタイン……ねぇ」

「や！　でも食べてないし。『あんたには勿もつ体たいない』とか言ってデザインの女の子たちに全部持っていかれたから！　まじで！　本当に！」

　必死でそう弁解すると、ようやく納なつ得とくしてくれたようで、伶司が小さく溜ため息いきをついた。

「───お前、基本的に根が甘えただから、誰だれにでも距離が近すぎるんだよ。疑わないし、のせられるし、そもそもそういう状じよう況きようにすら気づいてないし」

　ようやく身の潔白が証明できたかと思えば、次はこの言われようである。

「ひ、ひどい……。伶司、おれのことそんなふうに思ってたのかよ」

　我が慢まんならず半身を起こすと、そのまま伶司に抱だき締しめられた。

「可愛かわいいから心配だって言ってるんだ」

「───」

　その独どく占せん欲よくがありありと分かる台詞せりふに、胸が落ち着かない鼓こ動どうを立てはじめる。

「あと…そう、な。お前地味にハイスペック萌もえするところがあるから」

「は!?　何それ、ないし！」

「無自覚か……。だろうな。俺的にはそうであってくれてむしろ喜ぶべきところだが」

「だからないって！」

「ある。昔からそう。ゲームでも漫まん画がでも映画でもニュースでも、カッコいい奴やつ大好き。ずっと『あの人すごい！』が止まらない。中学までは特出したところがある奴が他にいなかったから俺のことそう言ってたくせに、高校入ったら長郷さんだろ」

「え……何それ。だから先せん輩ぱいのこと嫌きらいなの？」

「嫌いじゃない。恨うらめしいくらい羨うらやましかっただけだ」

　そうきっぱり言い切った伶司が可お笑かしくて、思わず破顔してしまう。

「でもおれ、やっぱり伶司が一番好きだったよ。……勿もち論ろんその頃は友情としてだったけど」

　ほんとかよ、と疑う目つきで伶司が見下ろしてくる。

「……大体。伶司は分かってない」

「何がだよ」

　訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる伶司から、ふっと目を逸そらす。

「他の誰といたってこんなふうにはならない。おれが……こういうことしたいって思うのも、考えるだけで胸が苦しくなるのも、たった一人。伶司だけなのに───」

　直が伶司への想いを言葉にするたびに、脚あしに当たる伶司の熱さが増していく。

　それに自分も呼応してしまい、そろそろ落ち着かない気分になってくる。

「だから、おれは伶司のことが一番好き」

「俺も、お前のそういう自分の気持ちを真っ直すぐ言えるところを好きになったんだと思う」

　自分の昂たかぶりを伶司のものに押しつけて、そっと胸むな元もとに鼻先を埋うずめた。

「うん……。おれはもう、伶司がいないとダメなんだ……」







「あ…、うんっ…れいじ……」

　背中をふかふかのクッションに預けて、伶司の肩かたにしなだれかかりながら直は火ほ照てった顔を大きく左右に振った。

　自分が一度出したもので湿しめらされた後ろの窄つぼまりに、伶司の長い指が二本挿さし入れられている。名前を呼ぶたびに接吻づけされ、そのたびに中を搔かき回す指を締めつけてしまう。

「…ん、ん、あぁ……」

「可愛いな」

「やぁ…」

　耳の後ろに唇くちびるを寄せられ、耳じ朶だを軽く甘あま嚙がみされる。ちろちろとそこに舌を這はわされ、耳の中にまで先せん端たんが忍しのび込んでくる。

「伶司っ……」

　くすぐったいと身を捩よじって、引き離すように肩に手をつく。

　だが、伸のびてきた伶司の手に拒こばまれ、指を絡からめるようにして横に縫ぬいとめられる。

「あ…っ、ん、あっ……！」

　内ない壁へきを刺し激げきするように中を弄いじられて、抜ぬき差しを繰くり返される。

　自然と丸まってしまう爪つま先さきをぴくぴくと震ふるわせながら、伶司にしがみついた。

「伶司って、ば…ぁ……」

「どうした？　気持ちよくないか？」

「ん、ぁ…っ……」

　後こう孔こうから引き抜かれた指に、喉のどを反り返す。

　艶なまめいた吐と息いきをたっぷり含ふくませた声を耳朶に流し込まれ、それだけで恍こう惚こつに感じてしまう。

「違ちがう、けど……」

「『けど』？」

　ゆっくりと伶司の胸を押し返して、そのまま仰あお向むけるように伶司の上に圧し掛かかる。

　少しだけ驚おどろいた顔をした伶司が、やがて僅かに目を細めて笑った。

「どうした？　積極的だな……」

「今日、伶司の誕生日だろ。おれが伶司のこと気持ちよくしたいんだってば」

「直は挿いれられるほうが好きだろう？」

「なっ…！　そ…じゃなくて。おれも何かしてやりたいんだよ……」

　具体的な仕方がよく分からないから、潤うるんだ瞳ひとみで伶司を見下ろすことしかできないけれど、こういうことをしたいのだと示すように伶司の天を仰あおいでいる屹きつ立りつを手で扱しごいた。

「…っ、直」

　非難するように伶司が手を伸ばしてくるので、捕つかまらないように身を引いて続ける。

　少しだけ寄せられた伶司の柳りゆう眉びに、ちゃんと感じてくれているのだろうか、と自分の分かる範はん囲いで気持ちいいと思えるところに指を這わせる。

「直、分かったから。お前にそんなことされたら、もたないだろう」

「伶司。だって……」

「じゃあ…直、お前がそれを濡ぬらしてくれるか？」

　腕うでを使って半身を起こした伶司が、もう一方の手で直の髪を撫なで、頰ほおを滑すべるようにして顎あごを摑つかむと、親指で下した唇くちびるを揉もみ込んできた。

「え……」

「無理はしなくていいけどな」

　濡らせとはつまり、伶司のを口ですればいいということだろうか。

「す、する！　したい！」

「いや…そんな意気込まれるとちょっと不安になるんだが……」

「で、でも…、正直よく分からないから気持ちよくなかったら言えよな」

　そう震える唇で告げると、伶司が安心させるように再び頭を撫でてくれた。

「じゃあ、お前の尻しりをこっちに向けて。俺の上に跨またがって」

「え……？」

　伶司に腰こしを摩さすられて、おずおずと言われた体勢になる。

（うわ……）

　目の前に現れたものに、思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　灼しやく熱ねつの伶司の屹立。いつも自分を翻ほん弄ろうするものだ。

　筋が立って激しく脈動するそれは、逞たくましくて、大きい。

　考えてみればこんな体勢では、自分も相当恥はずかしいことになっているのではないかと今いま更さらながらに気がついた。

「直？　やっぱりよしておくか？」

　緊きん張ちようで固まっている直を訝いぶかしんで、伶司が心配そうに声をかけてくる。

　もう、この際気にしたら負けだと、直はそっとそれを両手で包み込む。

　予想よりも遥はるかに熱くて硬かたいそれに、これがあとで自分の中に挿れられてしまうんだと考えると腰の奥がずくんと疼うずいた。

　そっと先端に唇を押し当て、その括くびれをアイスキャンディーでも舐なめるかのようにちろちろと舌を動かした。

　やっているうちに夢中になり、顔を横に倒たおして根元から先端まで舌を這わせる。流れてきたものを舐め取ると少し口の中に青あお臭くささが広がった。

　びくりと震えたそれに、感じてくれたのかと思えば嬉うれしくなった。

「これ…そのまま口に入れてもいいの……？」

　もっとよくなってもらいたくて、思わず羞しゆう恥ちも忘れて伶司を振ふり返る。

「ああ。気持ちいい……直」

　尻しり朶たぶに指を添そえ、円を描えがくようにゆっくりと揉み込まれながら頷うなずかれる。

　口に含むと、口こう腔こういっぱいになるそれにえずきそうになった。だが気持ちよくなって欲しいと思えばこそ、どうにかしようと舌を巻き、口の奥から溢あふれ出る唾だ液えきをいっぱいに絡めた。

　もっと───とそう意気込んだ瞬しゆん間かんだった。

「…っ、伶司……!?」

　振り返ると、伶司が自分と同じように、すでに疼いて先走りを零こぼしている直のものを口に銜くわえ込んできていた。

「あ…っ」

　先端を吸い上げられ、びくりと腰が震える。生温かくて柔やわらかい感かん触しよくがそこに絡みついてくる。浮うき上がった筋に沿って舐め取られれば、否いや応おうなしに昂たかぶらされてしまう。

「う…、や、そんな……の、ああ……っ」

　時折わざと歯先を立てられると、その刺激にとても声を抑おさえることなどできなかった。

「ふ、ぅ……っ」

　なんとか目の前の伶司の屹立を再び口に含むことには成功したが、先ほどよりも集中することができず、何度も銜くわえ損そこねたそれに頰を打たれる。

「あっ…あ、伶司…そんな、されたらできない……っ」

　直自身をすっぽりと口腔内に包まれて、扱かれる。

　音を立てて吸い上げられ、舌先で敏びん感かんな先端を嬲なぶられた。

　さらには伶司の眼前にはしたなく晒さらした奥の窄まりを、指先で確かめるように触ふれられる。

　一度中を探さぐられてほぐされた場所は、熱のある視線を向けられるだけでひくひくと開閉を繰り返して、誘さそうように蠢うごめいた。

「……いやらしいな、この穴は」

　下か肢しから唇を離はなした伶司が呟つぶやく。

　そして同時に、太さのある指先がその狭せまい場所を割り入るようにして潜もぐり込んできた。

「ひ、あ……っ」

　濡れた感触がそこを這う。指とともに押し広げるように入り込んでくるそれは伶司の舌だ。

　まさかそんな場所をそんなもので愛あい撫ぶされるとは思ってもいなくて、直は堪こらえ切れずその場にへたり込んだ。

「いいよ。あとは全部あずけて、お前はただ俺を感じていればいい」

「んあっ…」

　内側の一点を爪つめの先で抉えぐられて、直はこれ以上ないほどに目を見開いて腰をびくつかせた。

　同時に、軽く達いってしまったかもしれない。

　直の前が、腰の震えに合わせて数度にわけて白はく濁だくを飛ばした。

　伶司の腹に思いっきりそれをかけてしまい、直はそのまま身体からだを支えきれずに横向きに倒れ込んだ。

　浅い呼吸を繰り返していると、再び上の位置を取り戻もどした伶司が直に覆おおい被かぶさってくる。

　愛いとおしげに髪かみを梳すいてくれる伶司の指が優やさしくて、心ここ地ち好よい。

「……愛してる」

　唐とう突とつにそう囁ささやいた伶司が、直の身体をきつく抱だき締しめてくる。

「好きだ。愛してる。……駄だ目めだ、幸せすぎて気持ちをどう自制したらいいのか分からない」

　直の胸に頭をあずけながら、心底弱ったような声でそう漏もらす伶司に可お笑かしくなる。

　けれど、それほどまでに愛されてるんだと思うと嬉しくて堪たまらなくなった。

「うん…おれも、大好きだよ。伶司」

　微笑ほほえんで、その背中を抱き締め返す。

「いいよ、自制とか。……全部ちょうだい」

「直。そんなことを考えなしに言うなよ。本当に酷ひどくしてしまいそうなんだ」

　ほんの少し顔を上げた伶司が、直の内うち腿ももに手を滑らせながら呟いた。

「ん…っ、でも──おれ、お前がくれるものなら、痛いのだって全部受けとめられるよ」

　下肢をゆるく弄られ、その手につい自分から腰を押しつけてしまう。

「好きだから、伶司の全部が欲しい。全部嬉しいんだ」

「直っ……」

　感極きわまったように、伶司が直の身体を搔かき抱いだいてくる。唇くちびるを深く奪うばわれ、奥の窄つぼまりに、伶司の切っ先が宛あてがわれた。

「あっ…」

　片足を担かつぎ上げられ、そのまま奥まで貫つらぬかれる。

　狭い隘あい路ろを押し分けて入り込んでくる圧あつ倒とう的な質感に、直は痛みよりも先に衝しよう撃げきに耐たえなければならなかった。

　引き攣つるような内ない壁へきに、伶司の強い脈動を感じる。

　根元まで収まったのを感じたとき、直はほっと安あん堵どの息を零した。

「直…大だい丈じよう夫ぶか……？」

「ん、平気……」

　伶司が、労いたわるようにこめかみに接吻くちづけてきた。

　意識しているわけでもないのに、痛いほど中を締めつけてしまう。

　しばらく大きさを馴な染じませるように動かないで待ってくれていた伶司だったが、やがてゆっくりと腰を上下に揺ゆすりはじめた。　>>>♥

「あ…っ、あ…、あ……ん」

　伶司の首に腕をかけ、直もその動きに合わせるように腰をゆるく回した。

「中が……すごく絡からんできてる。全部持っていかれそうだ」

「ああ…っ、伶司……！」

　小刻みに打ちつけられていた腰が、徐じよ々じよに抽ちゆう挿そうするペースを速めていく。

　急に高まる動きに、擦こすれ合う場所から生まれる熱が、甘ったるい疼きに変わっていく。

　誰だれかに愛してもらえる至福に、頭がのぼせそうだった。

　今までで一番、身も心も一つになっていると感じられる。

　このまま溶とけ合ってしまいたいと思うほどに抱きつく腕にも力が籠こもる。自分から伶司の唇を求めて、拙つたない動きでも懸けん命めいに伸のばされる舌に自分のそれを絡ませた。

　身体を打ち合う音が響ひびき、お互たがいの接合部から立つ淫いん靡びな水音にいっそう煽あおられる。

「ああ…っ、い、いい…っ、伶司───すき……っ」

　涙なみだを飛ばし、その背中を搔き抱く。

　直の指先にさらに力が込められると、突つき上げる激しさが増した。

「あ、あっ、あっ、あっあ……っ」

「直、直───」

「あ…う、深い……っ」

「……直、愛してる。ずっとここにいてくれ。離したくない────」

　切せつ羽ぱ詰つまったような声で告げる伶司に、何度も頷いてみせた。

「───おれだってもう、離れられないか、ら…ぁっ……」

　その瞬間、伶司の律動が速まり、一気に極みまで引き上げられた。

「ああああ……っ」

　その激しさに合わせて直の中も強く収縮し、奥まで注ぎ込まれる熱い迸ほとばしりを感じながら、直も自身の欲よく望ぼうを吐はき出した。

　心が綺き麗れいに重なり合う瞬間に、愛した相手に愛してもらえる奇き跡せきに、直はふわりと微笑んだ。
















「よっし、できた！」

　休日の昼下がり。訪おとずれた伶司の部屋のキッチンに立って、前回の雪せつ辱じよく戦に挑いどんでいた直は、己おのれの完全なる勝利を確信してにやりと笑った。

　相変わらず心配そうにする伶司が何度も様子を見にやってきていたが、今度は問題ない。

「シチュー……だな」

「そう！　分かる!?　よかったぁ……」

　食しよく卓たくに座る伶司の前に差し出すと、伶司がまさに自分の作ったものを当ててくれた。

　気合いを入れて身につけてきた『世紀末の料理人』パーカーのまくっていた七しち分ぶ袖そでを元に戻しながらにっこりと頷うなずいた。

「お前は喜ばなきゃいけないところがそこからなのか……」

「まぁまぁ、とにかく食べてみろって。今度は味もちゃんとしてるし！」

　伶司がちらりとこちらに一いち瞥べつをくれて木製のスプーンを手に取る。

　にこにこしながら伶司の前の席に腰こしかけて眺ながめる。

「シチューだな。なぜか肉が入ってないが」

「ああ、ごめん。それは買い忘れた。でもシチューになってるだろ？」

「驚おどろいたな。あんな強きよう烈れつな料理……を作っていたお前が」

「さりげなく『料理だったかな？』みたいな反応するのやめてもらえませんか。まぁ、それはともかく。これでおれだってやればできる子だということが証明できたわけだ」

「肉は入ってないけどな」

「う…うるさいな。伶司のコレステロール値を気にしてやったんだ」

　伶司が小さく「美う味まい」と呟いたのを聞いて、顔が思いっきりにやけてきてしまう。

「まぁ、なんていうの？　この二週間シチューらしきものからシチューに至るまで成長の過程を全すべて味わい尽つくしたおれだからこそ身につけられた熟練の技わざ？　みたいな！」

　語る直に、最も早はや突っ込みさえ入れない伶司だったが、おかわりまでしてくれたので出来は上々だったのだと思いたい。

「そういえば。お前の作ってた乙女おとめゲーム、この前やった」

「え。……えっ、うっそまじで！」

　無事に食事を済ませ、直がカチャカチャと流しで皿を洗っていると、ふとリビングからそんな声が飛んできた。

　さっさと皿の水を切って手を拭ぬぐうと、伶司の元に向かう。

　ソファに座る伶司の隣となりに腰を下ろして、その手にある携けい帯たいの画面を覗のぞき込む。

「ど……どうでしたでしょうか」

「とりあえず、キャラのひとりに俺みたいなやつがいたから、自分で自分を落としてる気分になって少し複雑だった」

　その言葉に吹ふき出して、本当に微び妙みようそうな顔をする伶司の眉み間けんを指の腹でほぐしてやる。

「それに」

　少しだけ拗すねた顔をする伶司に、「ん？」と小首を傾かしげる。

「俺はもっとお前に対して愛情もって接してたはずだ。まだ半分も理解されていないのかと思ったら悲しくなった」

「ちょ…っ、何言ってんだよ！」

　携帯をソファの前のローテーブルに置くと、そのまま自分を押し倒たおしてくる伶司に慌あわてた。

「これはもっと俺という人間をお前に分からせてやる必要があると思った」

「あれはフィクションだろ！　伶司はあくまでモデルなの！　大体なんでおれだけ知ってればいいことを全部書かなきゃいけないんだよっ」

　その胸を押し返して起き上がると、伶司の頰ほおを両手で包み込む。

「あれ、まだ友達の延長みたいなときに書いたものじゃん。つき合ってから結構経たってるんだし、おれだって色々伶司に対して変わっただろ？」

　目をしばたたかせる伶司に、ほんの少し唇を尖とがらせる。

「……本当は分かってるくせに。おれがどれだけ伶司のことが好きなのか」

　驚いたような顔で黙だまり込む伶司に、疑った仕返しとばかりに唇に軽く接吻づける。

　小さなリップ音をさせて、してやったりと見返すと、伶司にいっそう深く唇を重ねられた。

　一時して身を離はなし、小さく笑う。その肩かたに頰を擦すり寄せた。

「こうやって、拒こばんだことなんかないだろ。伶司とこうしてるの好きなんだって」

「直……」

「───ああ！　でもひとつだけ改めてもらいたいことがある！」

　背中に回ってきた腕うでを跳はねのけて、がばっとその胸に乗り上げる。

「な、なんだ……？」

「寝しん室しつの段ボールの山！　あれだけは片づけろよなっ」

「？　なんでだ？」

「な、なんでって……。だから……落ち着かないだろ」

　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる伶司の胸に、じれったいと拳こぶしを一つ打ちつける。

「アレしてるときに、ふと見み遣やった箱どもにニヤニヤ見られてるみたいでムカつくんだ！」

「ぶっ、……はははははははは！」

　言った瞬しゆん間かんの伶司の大だい爆ばく笑しようである。近年稀まれに見る笑いっぷりだった。

　笑い事じゃない。切実だ。と頰を膨ふくらませていると、伶司がふと立ち上がった。

「まぁ、善処はする。それで思い出したんだが、お前に渡わたしたいものがあるんだ」

「へ……？」

　きょとんとした顔で待っていると、戻もどってきた伶司に何か袋ふくろを渡される。

　口にリボンが結ばれているその袋にも、例の憎にくきニヤニヤマークが付ふ随ずいしている。

　どうやらこれも通つう販はんで手に入れたものらしい。

「ちょっと、これって───」

　リボンを解いて、引っ張り出した中身に閉口する。

「以前、服をめちゃくちゃにした詫わびも兼かねて。こういう服集めるの好きなんだろ？」

　袋の絵え柄がらと同じくらいニヤニヤしている伶司を睨みつける。

　それは直が愛してやまないパーカーだ。しかも文字入り。ここまでは至って普ふ通つうだ。

　だが、この素材はどうなのだ。胸むな元もとに『ほぼ、裸ら族ぞく』と文字が入っているそれはシースルーだ。透すけ感が半はん端ぱなく、本当に透とう明めいに近い。

　しかもジップのないプルオーバー仕様だ。羽織りものではないとすると、このまま着るためにつくられたものなのか。

「って！　伶司は何を目的にこれをおれに着せようと考えてるんだよ！」

「目的ってなんだ？　直こそどんなこと考えてるんだよ？」

　くつくつと可お笑かしそうに笑われる。

　再び隣に腰を下ろしてきた伶司に、ふと耳元で囁ささやかれた。

「なんなら想像に任せて、それ着て今から俺と他人ひとに言えないようなことするか？」

「するかよ、バカ伶司！　エロおやじみたいなこと言うなよなっ」

　ふい、とそっぽを向いて、そのまま伶司に背を向ける。

　そう言いつつ、プレゼント自体は嬉うれしいなんて考えているあたり自分も重じゆう症しようだと思う。

「……下にインナーとか合わせれば着られるかなぁ」

　目の前に広げたそれを見つめて小さく唸うなる。

　なんとか着られる方法はないかと険しく眉まゆ根ねを寄せて悩なやんでいると、急に背後から伸のびてきた腕に抱だき寄せられた。

「う、わ……!?　何をっ……」

　伶司の胸に倒れ込みながら、ぎょっと目を見開く。

「いや、あんまり真しん剣けんに悩んでくれてるから嬉しいなと思って」

　ぐっと喉のどを詰つまらせる。自分から買ってきておきながらよく言ったものだ。

　こんなものを探し当てて購こう入にゆうするなんて、他の箱の中身は一体どうなっていることやら。

　白日の下に晒さらしてやりたいような、やはり何も知らないままでいたいような。

「今度はもっと普通のもの寄よ越こせよな！　恋こい人びとからもらいました！　みたいなさ」

「たとえば？」

「うーん。……ペアリング的な？」

「あ、やばい……。お前のその中学生的思考すごく好きだ……」

「はっ!?　なんでだよ！　これは普通だろッ」

　顔を押さえて悶もだえる伶司の正面に向き直る。

　すると、ふっと微笑ほほえんだ伶司に左手を攫さらわれて、薬指に唇くちびるを寄せられた。

「いいけどな。俺も欲しいし。……なんなら今から一いつ緒しよに通販サイトを巡まわってみるか？」

「なんでだよ。ちゃんとした店てん舗ぽを巡らせろ！」

　言いながら、なんとなく可笑しくなってきて、互たがいに顔を見合わせて笑う。

「───あーあ。悔くやしい。結局これって、攻こう略りやくされたのはおれのほうってことだよな」

「何言ってるんだよ。俺なんかもう、とっくの昔にお前にオトされ済みだというのに」

　長い片かた想おもいが苦しかったのは自分のほうだと、恨うらみがましく呟つぶやかれて笑う。

「じゃあ……キスでもしとく？」

　宥なだめるように尋たずねると、腰こしに回った伶司の腕に力が籠こもり、柔やわらかく唇を重ねられた。

　甘い接吻くちづけをめいっぱい堪たん能のうして、一時して、はにかみながら身を離す。

「これで、ハッピーエンドだろ？」

「ゲームだったらな。現実はそのあとからがスタートだ」

　直の髪かみを梳すきながら言う伶司に、それもそうだと頷うなずく。

「まぁ……でも、きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

　にっこりと微笑みかけて、もう一度深いキスをする。

　この先に続くルートは、きっと甘い甘い幸せなものに決まっているから。

　そんな永い未来シナリオの続きは、ふたり次し第だい───。







　あとがき




　お久しぶりの方もはじめましての方もこんにちは、月つき舘だてあいらです。

　このたびは拙せつ作さくをお手に取っていただき、誠まことにありがとうございました！




　乙女おとめゲームがモチーフとなった今作、いかがでしたでしょうか？　主人公・直が書いているシナリオの攻こう略りやくキャラたちがどの程度すごい方々なのかは分かりませんが、今回はヘリをチャーターしちゃったり、シアターを貸し切っちゃうようなことはなく、現実的なハイスペックを目指して書きました（海外ドラマのセレブみたいなのを期待していた方、すみません）。

　しかし書き終わってみると、ハイスペックより変人臭しゆうが強い気も……気のせいですね。

　乙女ゲームをモチーフにするにあたって、決定的にゲームの知識が足りなくて、原げん稿こうの合間にぽちぽちと某ぼう人気乙女ゲームをやっていました。

　取りつけたデートの約束をすっぽかしてしまったりして「ばか！」と電話がかかってくるなんてこともありましたが……（遠い目）。とにかく色々勉強になって面おも白しろかったです。

　さて今回も出版していただくにあたり編集部様をはじめ、多くの方にお世話になりました。

　今作に入るまでで、デビュー作よりお世話になっていた担当様とお別れすることになったのですが、何も恩返しができないままで申し訳なく思っておりました。せめて教えていただいたことを今後に活いかすことで何かしらのお返しができるよう頑がん張ばりたいです。本当にありがとうございました。

　また、新担当様には感謝しきりです。はじめてのご挨あい拶さつのとき「何か質問があれば、なんでも！」と言ってくださった担当様に、冗じよう談だん抜ぬきで「Ｓですか？　Ｍですか？」という残念な質問しか思い浮うかばず、結局「いえ、特には……」とへたれた私でしたが、今では、最も早はやどちらでも関係ないと思える頼たよりになる素す敵てきな担当様だと感じております。このたびは大変お世話になりました。いつも温かなご指導を、ありがとうございます。

　そして、前作、前々作とイラストを担当してくださった、こうじま奈月先生。まさか今作もご一いつ緒しよさせていただけるとは思っておらず、お名前をお聞きしたときは本当に嬉うれしかったです。カバーイラストを見たときの感動は忘れません。ご多た忙ぼうの中、大変ありがとうございました！

　最後に、ここまで読んでくださった読者の皆みな様さまへ心からの感謝を！

　今回のお話はいかがでしたでしょうか？　少しでも楽しんでいただけましたなら幸いです。

　既き刊かんへのお手紙やバースデーカードなどをお寄せくださった方々もありがとうございました。大切に読ませていただいております。宝物です。

　────それでは、再び皆様にお会いできますことを祈いのって！




　二〇一三年　三月


月舘あいら　　
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カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月

デザイン／福井絵里子










友ゆう人じんＡが攻こう略りゃく対たい象しょうになりました。








月つき舘だてあいら





[image: ]





平成26年4月1日　発行





(C) Aira TSUKIDATE 2013





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ルビー文庫『友人Ａが攻略対象になりました。』

平成25年5月1日初版発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8745（営業）

編集　角川書店

〒102-8078　東京都千代田区富士見1-8-19

03-3238-8697（編集部）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/logo-ruby.png





item/image/img-008.jpg





item/image/img-007.jpg





item/image/img-006.jpg





item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg





item/image/img-002.jpg





item/image/img-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		友人Ａが攻略対象になりました。



		あとがき



		ギャラリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg
a)11)LE:






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/rubygallery-001.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
‘wu:‘l:u;-a-.b\*nn%g_l; Mﬁbliﬁﬁj*ff‘jﬂ)ﬂﬁ;’é%tﬁﬁ%ﬁ )
*J:I:\‘bh%ﬁiﬁﬂm;ﬁé’é'ﬁmtﬂﬁ’éﬁbﬂbtuh






